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はじめに 

この取扱説明書は，インバータ支援ソフトウェア FRENIC-Loader4の使用方法を解説しています。なお，

この取扱説明書にはインバータに関する取扱いの記載はありませんので，インバータに関する取扱い

については，インバータの取扱説明書，ユーザーズマニュアルなどを参照してください。 

本書では，Windows 7 Professional 32ビット版を標準として，記載しています。 

• ご使用の Windowsとは言語仕様の異なる Windowsで作成された環境依存文字を含むフォル

ダ名，またはファイル名を本ソフトウェアで使用すると，ファイルの読出し，書込みがで

きない場合があります。環境依存文字を含まないフォルダ名とファイル名を使用してくだ

さい。

• ご使用の Windowsで下記に示す設定をしていると，文字のはみ出しなどが発生する可能性

があります。

・コントロールパネルの[ディスプレイ]設定において，テキストなどのサイズを規定より

も大きいサイズに設定している場合。

・Windows10で，[設定]→[システム]→[ディスプレイ]設定において，テキストなどのサ

イズを規定よりも大きいサイズに設定している場合。

• 表示の一部が Windowsの環境設定に依存した言語やフォントになる場合があります。

• Microsoft .NET Framework 4.5 以上の言語パックをインストールしていない場合，一部

の表示言語が英語になることがあります。

• モニタの解像度は 1920×1080以上を推奨します。それ未満では操作性が悪化する可能性

があります。

• 本書に記載している画面表示例は，仕様やバージョンの違いなどによって実際の表示と異

なる場合があります。

■安全上のご注意

ご使用（接続，配線，運転，保守点検など）の前に必ずこの取扱説明書と，必要な場合は，RS-485通

信ユーザーズマニュアル，インバータのユーザーズマニュアルおよび取扱説明書をお読みになって，

取扱い方を十分理解し，関連機器を正しくご使用ください。間違った取扱いは，正常な運転を妨げた

り，ご利用のインバータの寿命の低下や故障の原因になります。 

機器の知識，安全の情報，そして注意事項のすべてについて習熟してから使用してください。 

この取扱説明書では，安全注意事項のランクを下記のとおりに区別してあります。 

取扱いを誤った場合に危険な状況が起こる可能性があり，死亡または重傷を受ける可能

性が想定される場合 

取扱いを誤った場合に危険な状況が起こる可能性があり，中程度の傷害や軽症を受ける

可能性が想定される場合，および物的損害の発生が想定される場合 

なお，注意に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 
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配線について 

・ RS-485の配線やケーブルの接続は，電源 OFF（開）を確認してから行ってください。

感電のおそれあり

・ インバータ本体の RJ-45コネクタ（タッチパネル接続用 RJ-45コネクタ， RS-485通信カードの RJ-45

コネクタ, インバータ本体の RS-485通信用 RJ-45コネクタ など）に配線を接続する場合は，接

続する機器の配線を確認してから接続してください。詳しくは「RS-485 通信ユーザーズマニュアル」

を参照してください。

故障のおそれあり

操作運転について 

・ 運転指令を入れたままアラームリセットを行うと，アラーム解除と同時に予期しないインバータの

運転が開始されますのでご注意ください。

 事故のおそれあり

・ ローダの試運転画面で運転中に，ローダが動かなくなったり強制終了した場合は，ローダでインバ

ータの運転を停止できなくなるため，以下のいずれかの操作を行って，停止してください。

事故のおそれあり

<ローダが動かなくなったり，強制終了した時の操作>

1) 緊急停止用スイッチを別に用意し，このスイッチを使用し停止する。

2) インバータの電源を OFFにする。

3) インバータ側の運転指令を OFFの状態にして，「通信からの指令モード」から「インバータか

ら指令モード」に切り換えてください。 

具体的には，以下のいずれかの方法があります。 

・『LE』指令を割付けた端子を OFFにする。

・支援用リンク機能（機能コード y99）のデータを 0にする。

・リンク機能（機能コード H30）のデータを 0にする。

・ ローダの試運転画面で運転中に，RS-485ケーブル，および USBケーブル，タッチパネルを抜かない

でください。ローダでインバータの運転を停止できなくなるため危険です。

事故のおそれあり
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第１章 

ご使用の前に 

この章では，インバータ支援ローダソフトウェア FRENIC Loader（以下，ローダと表記します）の概

要説明，および，ローダをご使用になる前の準備事項，導入作業などについて説明します。 
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１.１. 概要 

１.１.１. 特徴 

・ このローダは，弊社インバータと RS-485通信ポート， USB接続（タッチパネル[TP-E1U]経

由含む）を使用して，パーソナルコンピュータ（以下，パソコンと表記します）からの遠隔

操作を支援するソフトウェアで，Windowsオペレーティングシステム上（以下，OS と表記し

ます）で動作します。 

・ 簡単な操作でインバータの機能コードの設定・管理などを行うことができます。 

 

 

[機能コード設定] 

インバータの動作を設定するパラメータ（機能コード設定データ）

について，読み書き・編集・比較・初期化・保存・印刷等を行う

ことができます。 

 

[運転モニタ] 

外部 I/O の状況（I/O モニタ）・本体情報やメンテナンス情報（シ

ステムモニタ）・アラーム発生時の情報（アラームモニタ）・現在

の周波数など（運転モニタ）を確認できます。 

 

[カスタマイズロジック] 

インバータの機能を拡張し，お客様専用にカスタマイズすること

ができます。 

 

[スケジュール運転] 

カレンダー設定に基づいてインバータの運転パターンを設定する

ことができます。 

 

[リアルタイムトレース] 

運転状況などを，連続した波形情報として，アナログ最大 4 チャ

ネル，デジタル最大 8 チャネル（合計最大 8 チャネル）で観測が

できます。 

 

[ヒストリカルトレース] 

インバータの運転状況を，リアルタイムトレースより更に短いサ

ンプリング時間で波形情報として観測できます。（サンプリング数

は制限されます。） 

 

[試運転] 

ローダ画面上から，周波数指令や運転指令を操作し，インバータ

の試運転などを行うことができます。 

 

[通信設定] 

パソコンとインバータ本体，または USB 端子付き遠隔タッチパネ

ルとの通信設定を行うことができます。 

  



 

 １-２ 

１.１.２. FRENIC シリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧 

各 FRENICシリーズインバータで使用可能なローダの機能を示します。 

 

表 １-１ FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応表 

機能 

FRENIC シリーズインバータ 
Mini 
(C1) 

Mini 
(C2) 

Eco 
(F1) 

Multi 
(E1) 

Ace 
(E2) 

VP 
(F2S) 

eHVAC 
(F2E) 

Lift 
(LM2) 

eFIT 
(EF1) 

MEGA 
(G1) 
(GX1) 
*5 

HVAC 
(AR1) 

AQUA 
(AQ1) 

 

[標準の機能コード一覧] 
○ 
*1 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

[カスタマイズロジックの 

機能コード一覧] 
× × × ◎ ◎ × × 

 
[運転モニタ]  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

[カスタマイズロジック]  × × × ◎ ◎ × 
○ 
*2 

 
[スケジュール運転]  × × × × × × ◎ 

 
[リアルタイムトレース] 

○ 
*3 

◎ 
○ 
*3 

◎ ◎ ◎ ◎ 

 
[ヒストリカルトレース]  × × × ◎ ◎ ◎ × 

 
[試運転]  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 
[通信設定] 

RS-485 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

USB 

(直結) 
× × × × × × ◎ 

USB 

(TP-E1U 経由) 
× ◎ × ◎ × ◎ × 

 

USB 付遠隔タッチパネル 

(TP-E1U)  コピー機能 
× ◎ × 

◎ 
*4 

× ◎ × 

 

◎：対応 ○：対応(機能制限有) ×：非対応 

*1 オートチューニングを使用できません。 
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*2 入出力確認，ロジック確認，トレースモニタを使用できません。 

オンラインモニタは 1つの機能ブロックのみで使用できます。機能ブロックの入力をモニタ

することはできません。入力端子，出力端子をモニタすることはできません。 

ユーザ設定領域・記憶領域(機能コード U121～U140，U171～U175)の設定を使用できません。 

*3 専用の通信コマンドを使用したトレースができません。Eco Plus(F1S) はトレースを使用で

きません。 

*4 USB付き遠隔タッチパネル ROMバージョン 1600以降で対応しています。 

*5 MEGA(G1)は誘導電動機駆動用，MEGA(GX1)は永久磁石形同期電動機駆動用です。 

 

ローダからタッチパネルのメモリにアクセスしたとき，使用可能なローダの機能を示します。 

 

表 １-２ タッチパネル・ローダ機能対応表 

機能 
タッチパネル 

TP-E1U - - - - - 

 
[機能コード設定]  

○ 
*1 

- - - - - 

 
[運転モニタ設定]  ◎ - - - - - 

 

[カスタマイズロジック] 
○ 
*6 

- - - - - 

 
[スケジュール運転]  × - - - - - 

 
[リアルタイムトレース] × - - - - - 

 
[ヒストリカルトレース]  × - - - - - 

 
[試運転]  × - - - - - 

 
[通信設定] 

USB 

(タッチパネル内 

のデータ) 

◎ - - - -  

 

◎：対応 ○：対応(機能制限有) ×：非対応 

*1 オートチューニングを使用できません。 

*6 カスタマイズロジックの起動/停止，モニタ機能を使用できません。 
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１.１.３. 本製品の入手方法について 

以下の手順で入手できます。（インターネット接続可能なパソコンが必要です） 

 

１） 当社 WEBサイト-技術サポートページ Fe Library にアクセスします。 

 

https://felib.fujielectric.co.jp/download/ 

 

会員登録が必要となります。アカウントをお持ちでない方は新規登録が必要です。 

（無料で登録できます） 

 

 

 

 

２） Fe Libraryにログインし『資料を探す』の中から『ソフトウェア』を選択します。 
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３） 検索メニューにおいて，以下の設定を行います。 

 

 

 

 

『タイトル』欄に『loader 4』 

と入力します。 

(r と 4 の間には半角スペースを

入れます。) 

 

『絞込む』ボタンをクリックしま

す。 

 

ローダソフトのタイトル部をクリ

ックすると，ダウンロードを問合せ

る画面が表示されます。 

 

 
 

「ファイルをダウンロード」ボタン

を押下すると，ダウンロードが開始

されます。 

 

 「保存」を選択し，お使いのパソコ

ンに保存してください。 

 

※ WEBサイト以外からの入手方法について 

お買い上げいただいた販売店，または最寄の当社営業所にご依頼ください。 

  

 

 

 

 

 

 



 

 １-６ 

１.１.４. 製品保証 

責任の制限 富士電機株式会社は，本ソフトウェア製品およびドキュメントの使用，また

は使用不能から生じる一切の損害（逸失利益，事業の中断，事業情報の喪失

またはその他の金銭的損失を含みますが，これらに限定されません。）に関

して一切責任を負いません。 

 

 

１.１.５. メニューコマンドと操作ボタンの表記方法 

本使用説明書では，各画面のメニューコマンドと操作ボタンを下記のように表記しています。 

例えば「ファイル(F)」は，(F)を省略し［ファイル］と表記します。 

（(F)は，ショートカットキー：[Alt] + [F]を示します。） 

 

画面の操作ボタンは，例えば「開く（O）…」ボタンは，(O)および「…」を省略して［開く］と

表記します。（(O)は，ショートカットキー：[Alt] + [O]を示します。） 

ただし，章，節およびキャプション見出しでは［ ］を省略しボールド字体（太字）で表記しま

す。 
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１.２. パソコンとインバータとの接続 

１.２.１. 接続方法 

下記に基本的な接続方法を示します。接続するインバータ本体によって利用可能な接続方法が

異なります。インバータ本体の取扱説明書をご確認いただき,正しい接続方法によって接続して

ください。 

接続数 パソコン側 インバータ側 接続方法 参照項 

１対 n 
(n=1,2, 
…,32) 

USB RS-485 
USB - RS-485 変換器を介し
て接続。 (注１) 

１.２.２.１ 
COMポート 
(RS-232C) 

RS-485 
RS-232C - RS-485変換器を
介して接続。 (注１) 

１対１ 

USB 

TP-E1U 
(注２) 

(注３) 

USBケーブルで接続。 

TP-E1U をインバータに取り
付けできない場合，TP-E1U
とインバータを LAN ケーブ
ルで接続。 

１.２.３.１.[1] 

USB 
USB 

(注４) 
USBケーブルで接続。 １.２.３.１.[2] 

 

(注１)RJ-45コネクタを使用する場合，2台目以降は，マルチドロップ接続用分岐アダプタを使用してく

ださい。 

(注２)TP-E1Uは，図 １-１に示す USBコネクタ付き遠隔タッチ

パネルです。 

(注３)TP-E1Uをサポートしているインバータのみ可能な 

接続方法です。TP-E1Uのサポート状況につきましては， 

[１.１.２.表 １-１ FRENIC シリーズインバータ機種別

ローダ機能対応表]，または各インバータ機種のカタログ

等を参照してください。 

(注４)USBを搭載しているインバータのみ可能な接続方法 

です。USB の搭載につきましては，[１.１.２.表 １-１ 

FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応表]，ま

たは各インバータ機種のカタログ等を参照してくださ

い。 

 

 

図 １-１ TP-E1U 

 

 
1) RS-232C - RS-485 変換器，USB - RS-485 変換器は，「１.２.２.２.RS-485 接続用機器」を

参照してください。 

2) RJ-45 コネクタを利用し LAN ケーブルで結線する場合は，「１.２.２.２.[ 2 ] ケーブル」

及びマルチドロップ接続用分岐アダプタ「１.２.２.２.[ 3 ] マルチドロップ接続用分岐

アダプタ」を参照してください。 

3) RS-485(RJ-45 コネクタ)がタッチパネル接続用コネクタと兼用となっているインバータ機

種の場合,タッチパネルを取り外す必要があります。 

4) ノイズの影響を受けにくくするため，電力線との同一束線を避け，配線を分離してくださ

い。（「１.２.２.３．RS-485ノイズ対策」参照） 

  



 

 １-８ 

 
5) ローダと PLC 等のホスト機器を同時に使用することはできません。ローダ使用時は他のホ

スト機器との接続ケーブルを取り外してご使用ください。 

6) マルチドロップ接続するためには，接続インバータにはすべて異なった局番（ステーショ

ンアドレス）を割り付けてください。 

 

 

• RS-485の配線やケーブルの接続は，電源 OFF（開）を確認してから行ってください。 

感電のおそれあり 

 

 

• パソコンの LAN端子とインバータ本体の RJ-45コネクタを LANケーブルで直接接続しない

でください。 

インバータ本体の RJ-45コネクタは LAN通信用ではありません。 

パソコンの LAN端子とは電圧レベル，ピン配置が異なります。 

電源短絡や信号線の衝突が発生し，破損する可能性があります。 

故障のおそれあり 

 

 

• インバータ本体の RJ-45 コネクタ（タッチパネル接続用 RJ-45 コネクタ，および RS-485

通信カードのコネクタ RJ-45コネクタ, インバータ本体の RS-485通信用 RJ-45コネクタ）

に配線を接続する場合は，接続する機器の配線を確認してから接続してください。詳しく

は「RS-485 通信ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

故障のおそれあり 
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１.２.２. RS-485 通信ポート接続 

１.２.２.１. 基本接続図 

[ 1 ] RJ-45コネクタを使用したマルチドロップ接続 

RJ-45 コネクタでマルチドロップ接続する場合の例を示します。 

 

図 １-２ RS-485接続図（RJ-45コネクタ接続） 

 

接続に使用する機器は以下のとおりです。推奨機器は，[１.２.２.２. RS-485接続用機器]を参

照してください。 

使用する機器 説明 

変換器 通常，パソコンは RS-485ポートを備えていません。そのため，RS-232C - RS-485

変換器または USB - RS-485変換器が必要になります。 

インバータの RJ-45コネクタと接続するためには，RS-485ポート側に RJ-45コネ

クタを備えた変換器が必要です。 

ケーブル 1 変換器の仕様に従ってください。 

ケーブル 2 遠隔操作用延長ケーブル（CB-5S，CB-3S，CB-1S）または市販の LAN ケーブル（ス

トレート）を使用します。 

マルチドロップ用

分岐アダプタ 

マルチドロップ接続を RJ-45 コネクタ付きのケーブルで行うとき，あると便利で

す。機能拡張用 RJ-45 コネクタを備えたインバータの場合，分岐アダプタは不要

です。 

 

 

• RS-485通信（通信ポート１）RJ-45コネクタにはタッチパネル用電源（1，2，7，8ピン）

が接続されています。他の機器と接続する場合，電源に割り当てられているピンには接続

しないなどの注意が必要です。4ピンと 5 ピンのみを接続してください。 

• パソコンの LAN端子とインバータ本体の RJ-45コネクタを LANケーブルで直接接続しない

でください。 

故障のおそれあり 

  

パソコン 

FRENIC Loader 変換器 

マルチドロップ用 

分岐アダプタ 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

RJ-45 コネクタ 

RS-485 

 通信デバイス 

RJ-45 コネクタ 

RJ-45 コネクタ 

終端抵抗を接続 

(100～120Ω) 
終端抵抗挿入 SW 

OFF 

終端抵抗挿入 SW 

OFF 

終端抵抗挿入 SW 

ON 

ケーブル 2 

ケーブル 2 

ケーブル 1 
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RS-485 通信の設定については，以下を参照してください。 

インバータ側： １.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定 

ローダ側： １.５.５.ローダの通信設定と接続設定 

 

インバータの終端抵抗挿入スイッチについては，各インバータ機種の取扱説明書，または，

RS-485通信ユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

 
• 外部ノイズによる制御プリント基板回路の破損や誤動作の防止，コモンモードノイ

ズの影響を除去するための接続用機器の選定には，必ず[１.２.２.２.RS-485 接続

用機器]を参照してください。 

• 配線長は全長で最大 500mとしてください。 
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[ 2 ] 端子台を使用したマルチドロップ接続 

端子台でマルチドロップ接続する場合の例を示します。 

 

図 １-３ RS-485接続図（端子台接続） 

 

接続に使用する機器は以下のとおりです。推奨機器は，[１.２.２.２.RS-485接続用機器]を参

照してください。 

使用する機器 説明 

変換器 通常，パソコンは RS-485ポートを備えていません。そのため，RS-232C - RS-485

変換器または USB - RS-485変換器が必要になります。 

インバータの端子台と接続するためには，RS-485ポート側に端子台を備えた変換

器が必要です。 

ケーブル 1 変換器の仕様に従ってください。 

ケーブル 2 長距離伝送用ツイストペアシールド線を使用します。 

 

RS-485 通信の設定については，以下を参照してください。 

インバータ側： １.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定 

ローダ側： １.５.５.ローダの通信設定と接続設定 

 

 
• 外部ノイズによる制御プリント基板回路の破損や誤動作の防止，コモンモードノイ

ズの影響を除去するための接続用機器の選定には，[１.２.２.２.RS-485接続用機

器]を参照してください。 

• 配線長は全長で最大 500mとしてください。 

  

パソコン 

FRENIC Loader 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

DX(+) 

DX(-) 

DX(+) 

DX(-) 

DX(+) 

DX(-) 

変換器 DX(+) 

DX(-) 

シールド 

終端抵抗を接続 
(100～120Ω) 

終端抵抗挿入 SW 
OFF 

終端抵抗挿入 SW 
OFF 

終端抵抗挿入 SW 
ON 

ケーブル 1 

ケーブル 2 
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１.２.２.２. RS-485 接続用機器 

RS-485インタフェースを備えていないパソコンと接続する場合に必要となる機器について説明

します。 

[ 1 ] 変換器 

通常，パソコンは RS-485ポートを備えていません。そのため，RS-232C - RS-485変換器または

USB - RS-485変換器が必要になります。正しく利用していただくために，必ず下記推奨仕様を

満たした変換器を使用してください。なお，推奨品以外の変換器では，正しく動作しない場合

がありますのでご注意ください。 

推奨変換器仕様 

送受信切換え方式： パソコン側（RS-232C）の送信データ監視による自動切換え 

絶縁(アイソレート)： RS-485側と絶縁分離されていること 

フェールセーフ： フェールセーフ機能付き(※) 

その他： 耐ノイズ性に優れていること 

※ フェールセーフ機能とは，RS-485レシーバ入力がオープンまたは短絡状態の時や，RS-485

のドライバがすべて非アクティブな場合にも，RS-485レシーバ出力がロジックハイを保証で

きる機能のことです。 

推奨変換器 

メーカ： システムサコム工業㈱ 

形式： KS-485PTI（RS-232C - RS-485変換器） 

 USB-485I RJ-45-T4P（USB - RS-485変換器） 

 

送受信切換方式について 

RS-485 通信は半 2重方式（2線式）であるため，変換器に送信と受信の切換機能が必要になり

ます。その切換方式として，以下の２つの方式があります。 

（1） 送信データ監視による自動切換え 

（2） パソコンから RS-232C のフロー制御信号（RTS または DTR）による切換え 

FRENIC Loader4 の場合，（2）の切換方式には対応していませんので，（1）の切換方式の変換

器を使用してください。 
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[ 2 ] ケーブル（RJ-45コネクタ接続用） 

接続の信頼性を確保するために，接続ケーブルの仕様は，下記のようになっています。 

 仕様 

共通仕様 米国 ANSI/TIA/EIA-568A カテゴリ 5 の規格を満足する 

10BASE-T/100BASE-TX 用ストレート（市販の LAN ケーブル） 

遠隔操作用延長ケーブル（CB-5S） 同上，８芯，長さ 5m，RJ-45 コネクタ（両端共） 

遠隔操作用延長ケーブル（CB-3S） 同上，８芯，長さ 3m，RJ-45 コネクタ（両端共） 

遠隔操作用延長ケーブル（CB-1S） 同上，８芯，長さ 1m，RJ-45 コネクタ（両端共） 

タッチパネルを接続する場合は，８芯のストレートケーブルを使用します。遠隔操作用延長ケ

ーブル（CB-5S，CB-3S，CB-1S）または市販の LAN ケーブル（20m 以内）を使用してください。 

 

推奨 LAN ケーブル 

メーカ： サンワサプライ株式会社 

形式： KB-10T5-01K（1m） 

  KB-STP-01K（1m シールドケーブル：EMC 指令への適合可能） 

 

 
• RS-485通信（通信ポート１）RJ-45コネクタにはタッチパネル用電源（1，2，7，8

ピン）が接続されています。他の機器と接続する場合，電源に割り当てられているピ

ンには接続しないなどの注意が必要です。4 ピンと 5ピンのみを接続してください。 

 

 

[ 3 ] ケーブル（端子台接続用） 

接続の信頼性確保のために接続ケーブルは，長距離伝送用ツイストペアシールド線，AWG16～26

を使用してください。 

推奨ケーブル 

メーカ： 古河電気工業株式会社 

形式： AWM 2789 長距離接続用ケーブル 

 

 

[ 4 ] マルチドロップ接続用分岐アダプタ 

通信用コネクタとして，RJ-45コネクタを使用しています。標準の LANケーブルを使用し，マル

チドロップ接続する場合，RJ-45コネクタ用の分岐アダプタが必要になります。 

メーカ： エスケイ工機製 

形式： MS8-BA-JJJ 
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１.２.２.３. RS-485 ノイズ対策 

使用環境によっては，インバータから発生するノイズによって誤動作を起こすことがあります。

このような誤動作を防止するために，配線の分離，シールド付きケーブルの使用，電源の絶縁，

インダクタンスの追加などの対策があります。例として，インダクタンスの追加を以下に示し

ます。 

インダクタンス追加 

信号回路に直列にチョークコイルを挿入したり，フェライトコアに貫通させるなどして，回路

にインダクタンス成分を入れて高周波ノイズに対して高インピーダンスにします。 

 
図 １-４ インダクタンスの追加 
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１.２.３. USB 通信ポート接続 

１.２.３.１. 基本接続図 

[ 1 ] TP-E1U標準搭載インバータ機種との接続 

パソコンと USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U標準搭載インバータ機種を接続する場合を示しま

す。 

 

図 １-５ USB接続図（TP-E1U標準搭載インバータ機種との接続） 

 

使用する機器 説明 

ケーブル 市販の USBケーブル(ミニ B コネクタ)を使用します。 

 

USB 通信の設定については，以下を参照してください。 

インバータ側： １.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定 

ローダ側： １.５.５.ローダの通信設定と接続設定 

ローダ側は，[通信設定]ウィンドウの[ポート]で，USB接続[インバータ内のデータ(TP経由)]

を選択する必要があります。 

 

 
• USB ドライバをご利用のパソコンにインストールする必要があります。インストー

ル方法については[１.４.１.５.USBドライバの確認]を参照してください。 

• USB 通信ポートでインバータをパソコンローダと接続する場合は，１対１の接続に

してください。（USBハブは，使用しないでください。） 

 

  

FRENIC シリーズ 

インバータ 

USB A コネクタ 

FRENIC Loader 

ケーブル 

USB mini B コネクタ 

パソコン 
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[ 2 ] TP-E1U経由によるインバータとの接続 

パソコンとインバータを USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由で接続する場合を示します。

TP-E1Uとインバータのタッチパネル接続コネクタを通信ケーブルで接続します。タッチパネル

接続コネクタ以外と接続すると通信できませんのでご注意ください。 

 

FRENIC-Mini(C2)以外の TP-E1U対応インバータ 

インバータに標準搭載されているタッチパネルを取り外す必要があります。 

 

図 １-６ USB接続図（TP-E1U経由によるインバータ(C2を除く)との接続） 

 

FRENIC-Mini(C2) 

 

図 １-７ USB接続図（TP-E1U経由による FRENIC-Mini(C2)との接続） 

 

使用する機器 説明 

USB付き遠隔 

タッチパネル 

TP-E1Uがオプション扱いとなっているインバータ機種の場合，TP-E1Uをご購入い

ただく必要があります。 

ケーブル 1 市販の USBケーブル(ミニ B コネクタ)を使用します。 

ケーブル 2 遠隔操作用延長ケーブル（CB-5S，CB-3S，CB-1S）または市販の LAN ケーブル(ス

トレート)を使用します。 

 

USB 通信の設定については，以下を参照してください。 

インバータ側： １.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定 

ローダ側： １.５.５.ローダの通信設定と接続設定 

ローダ側は，[通信設定]ウィンドウの[ポート]で，USB接続[インバータ内のデータ(TP経由)]

を選択する必要があります。 

USB A コネクタ 

FRENIC Loader 

ケーブル 1 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

USB mini B コネクタ 

裏面の RJ-45 コネクタ 

ケーブル 2 

USB付き遠隔タッチパネル 

TP-E1U 

パソコン 

タッチパネル接続コネクタ 

(RJ-45) 

USB A コネクタ 

FRENIC Loader 

ケーブル 1 

FRENIC-Mini(C2) 

USB mini B コネクタ 

裏面の RJ-45 コネクタ 

ケーブル 2 

USB付き遠隔タッチパネル 

TP-E1U 

パソコン 

タッチパネル接続コネクタ(RJ-45) 
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• TP-E1Uをサポートしているインバータ機種のみ可能な接続方法です。TP-E1Uのサポ

ート状況につきましては，[１.１.２.表 １-１ FRENICシリーズインバータ機種別

ローダ機能対応表]，または各インバータ機種のカタログ等を参照してください。 

• TP-E1Uは，必ずインバータのタッチパネル接続コネクタと接続してください。 

例えば，FRENIC-Ace の場合，タッチパネル接続コネクタは RS-485 通信ポート 1の

みのため，TP-E1Uを RS-485 通信ポート 2と接続すると通信できません。 

 • USB ドライバをご利用のパソコンにインストールする必要があります。インストー

ル方法については[１.４.１.５.USBドライバの確認]を参照してください。 

• USB 通信ポートでインバータをパソコンローダと接続する場合は，１対１の接続に

してください。（USBハブは，使用しないでください。） 

 

 

[ 3 ] USB搭載インバータ機種との接続 

パソコンを USB搭載インバータ機種の USBコネクタと接続する場合を示します。 

 

図 １-８ USBケーブル接続図（USB搭載インバータ機種の場合） 

 

使用する機器 説明 

ケーブル 各インバータの取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

USB 通信の設定については，[１.５.５.ローダの通信設定と接続設定]を参照してください。 

インバータ側は，設定不要です。 

ローダ側は，[通信設定]ウィンドウの[ポート]で，USB接続[インバータ内のデータ(直結)]を選

択する必要があります。 

 

 
• USB搭載インバータ機種のみ可能な接続方法です。USBの搭載につきましては，[１.

１.２.表 １-１ FRENIC シリーズインバータ機種別ローダ機能対応表]，または各

インバータ機種のカタログ等を参照してください。 

• インバータの USB コネクタの位置，USB コネクタの形状，接続方法等につきまして

は，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してくだ

さい。 

  

USB A コネクタ 

ケーブル 

FRENIC シリーズ インバータ 

USB コネクタ 

パソコン 

 FRENIC Loader 



 

 １-１８ 

 
• USB ドライバをご利用のパソコンにインストールする必要があります。インストー

ル方法については[１.４.１.５.USBドライバの確認]を参照してください。 

• USB 通信ポートでインバータをパソコンローダと接続する場合は，１対１の接続に

してください。（USBハブは，使用しないでください。） 

 • インバータ停止中は通信できて運転中は通信できない場合，ノイズの影響が考えら

れます。USB ケーブルをフェライトコアに貫通させるなど，ノイズ対策を行ってく

ださい。USB ケーブルをパソコンの USB 3.0 端子に接続してみてください。それで

も改善しない場合，RS-485通信を使用してください。 

 

 

１.２.３.２. USB 仕様 

[ 1 ] TP-E1Uの USB仕様 

表 １-３ TP-E1Uの USB仕様 

仕様 USB1.1準拠 

転送速度 12Mbps 

配線長 最大 5m 

コネクタ USB Mini B コネクタ 

電源 
インバータと接続時 ：セルフパワー 

パソコンと接続時 ：バスパワー 

 

 

[ 2 ] USB搭載インバータ機種の USB仕様 

各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 
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１.３. パソコンとタッチパネルとの接続 

１.３.１. TP-E1U との接続 

１.３.１.１. TP-E1U のメモリ機能について 

USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uを一時的なメモリ媒体として使用できます。インバータの運

転状態を TP-E1Uに取り込み，TP-E1Uを外し，事務所などの現場以外の場所で TP-E1Uとローダ

をインストールしたパソコンを接続します。ローダにて，取り込んだ機能コードデータを編集・

設定・確認できます。 

また，ローダで編集した設定を TP-E1Uに取り込み，現場で TP-E1Uからインバータに書き込み

することもできます。 

インバータが TP-E1U経由の USB通信（１.２.３.１.基本接続図 [2] を参照）をサポートして

いない場合であっても，遠隔タッチパネルのコピー機能をサポートしていれば TP-E1Uを一時的

なメモリ媒体として使用できます。 

 

１.３.１.２. パソコンと TP-E1U の接続 

TP-E1Uを一時的なメモリ媒体として使用する場合のパソコンと TP-E1Uとの接続を示します。 

 

図 １-９ パソコン-TP-E1U接続図 

 

使用する機器 説明 

USB付き遠隔 

タッチパネル 

TP-E1Uがオプション扱いとなっているインバータ機種の場合，TP-E1Uをご購入い

ただく必要があります。 

ケーブル 市販の USBケーブル(ミニ B コネクタ)を使用します。 

 

USB 通信の設定については，[１.５.５.ローダの通信設定と接続設定]を参照してください。 

タッチパネル側に通信設定の機能はありません。 

ローダ側は，[通信設定]ウィンドウの[ポート]で，USB接続[タッチパネル内のデータ]を選択す

る必要があります。 

 

 
• USB ドライバをご利用のパソコンにインストールする必要があります。インストー

ル方法については[１.４.１.５.USBドライバの確認]を参照してください。 

• USB 通信ポートでインバータをパソコンローダと接続する場合は，１対１の接続に

してください。（USBハブは，使用しないでください。） 

  

USB付き遠隔タッチパネル 

TP-E1U 
USB A コネクタ 

FRENIC Loader 

ケーブル 

USB mini B コネクタ 

パソコン 



 

 １-２０ 

１.３.１.３. TP－E1U とインバータの接続 

USB 付き遠隔タッチパネル TP-E1U を一時的なメモリ媒体として使用する場合の TP-E1U とイン

バータの接続を示します。 

インバータから TP-E1Uへのデータの取り込み，TP-E1Uからインバータへの機能コード設定デー

タの書き込みには，タッチパネルのコピー機能を使用します。コピー機能については各インバ

ータ機種の取扱説明書を参照してください。 

 

TP-E1U標準搭載インバータ機種の場合， 

所定位置に取り付けます。 

図 １-１０ TP-E1Uとインバータの接続図（インバータに取り付けの場合） 

 

インバータに取り付け場所がない場合，TP-E1Uとインバータのタッチパネル接続コネクタを通

信ケーブルで接続します。タッチパネル接続コネクタ以外と接続すると通信できませんのでご

注意ください。 

 

FRENIC-Mini(C2)以外の TP-E1U対応インバータ 

インバータに標準搭載されているタッチパネルを外す必要があります。 

 

図 １-１１ TP-E1Uとインバータ(C2を除く)の接続図（通信ケーブルで接続） 

  

TP-E1U標準搭載 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

取り付け 

遠隔タッチパネル 

TP-E1U 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

裏面の RJ-45 コネクタ 

ケーブル 

遠隔タッチパネル 

TP-E1U 

タッチパネル接続コネクタ 

(RJ-45) 

 

取り外し 

標準搭載 

タッチパネル 
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FRENIC-Mini(C2) 

 

図 １-１２ TP-E1Uと FRENIC-Mini(C2)の接続図（通信ケーブルで接続） 

 

使用する機器 説明 

USB付き遠隔 

タッチパネル 

TP-E1Uがオプション扱いとなっているインバータ機種の場合，TP-E1Uをご購入い

ただく必要があります。 

ケーブル 遠隔操作用延長ケーブル（CB-5S，CB-3S，CB-1S）または市販の LAN ケーブル(ス

トレート)を使用します。 

 

 
• TP-E1Uとインバータの接続方法につきましては，各インバータ機種の取扱説明書，

またはユーザーズマニュアルを参照してください。 

  

裏面の RJ-45 コネクタ 

ケーブル 

遠隔タッチパネル 

TP-E1U 

タッチパネル接続コネクタ(RJ-45) 

FRENIC-Mini(C2) 



 

 １-２２ 

１.４. 導入作業 

１.４.１. インストール方法 

１.４.１.１. インストール手順のフローチャート 

インストールは以下の手順で行います。  

 

  

START 

END 

インストール前の確認 

FRENIC Loader 4 と 

必要なアプリケーション一式の 

インストール 

USB ドライバのインストール 

  

[いいえ] 

[はい] 

FRENIC Loader 4 で 

USB 通信(*1)を使用しますか？ 

  

(*1) FRENIC Loader4 と USB 通信可能な機器は以下の 

とおりです。 

・USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U 

・USB搭載 FRENIC シリーズインバータ 

(*2) USBドライバのインストールは，パソコンと USB機器

を接続して行います。そのため，以下の機器が必要です。 

・USB機器 

（USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U，または USB 搭載

FRENIC シリーズインバータ） 

・USBケーブル 

（パソコンと USB 機器との接続に使用） 

(１.４.１.２.項参照) 

(１.４.１.３.項参照) 

(１.４.１.４.項参照) 

 

USB ドライバ インストール前の確認 

(*2) (*3) (１.４.１.４.項参照) 

(*3) FRENIC Loader4 とメッセージマネージャを終了する

必要があります。 
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１.４.１.２. インストール前の確認 

インストールの前に以下の事項を実施してください。 

実施事項 説明 

Windowsのバージョンの確認 下記のいずれかであることを確認してください。 
Windows 7 (32bit/64bit) 
Windows 8.1 (32bit/64bit) 
Windows 10 (32bit/64bit)  

実行中のアプリケーションの終了 実行中のアプリケーションがあれば，すべて終了してください。 

 

FRENIC Loader3.3など，他の FRENIC Loader のアンインストールは特に必要ありません。 

 

 
• 本ローダソフトウェアをインストールするには，ソフトウェアのインストール可能な

権限のあるアカウントで実行してください。 

 

  



 

 １-２４ 

１.４.１.３. FRENIC Loader のインストール手順 

本アプリケーションは，以下のアプリケーションが必要です。 

インストール時に，必要に応じてインストールされますので，画面の指示に従ってインストー

ルをしてください。 

１ Microsoft .NET Framework  4.5.2 Full 

２ Microsoft Visual C++ 2015 Redistributable Package 

３ メッセージマネージャ (MsgMgr USB Setup) 

 

FRENIC Loader4のインストール手順を以下に示します。 

 

  

 

START 

END 

必要なアプリケーションのインストール 

メッセージマネージャ 

インストール作業 

FRENIC Loader4 

インストール作業 

自動で実行します。 

(a)で選択されていない場合，実行しません。 

ウィザードの指示に従って作業します。 

(a)で選択されていない場合，実行しません。 

インストーラー 

FRENIC Loader4_□□□□ setup.exe 

を実行 

Microsoft Visual C++ 2015 

Redistributable Package 

インストール 

ウィザードの指示に従って作業します。 

インストール作業の言語選択 

必要なアプリを選択 
自動で選択します。 

インストール済みのアプリを選択しません。 

(a) 

自動で実行します。 

(a)で選択されていない場合，実行しません。 
Microsoft .NET Framework 4.5.2 Full 

インストール 
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ウィザードに従って，インストールしてください。 

以下は，日本語でのインストール手順です。 

 

 

 

[FRENIC-Loader4_□□□□
_setup.exe]を右クリックし， 
表示されるメニューから[管理者と
して実行]を選択してください。 
セットアップは，自動的にインスト
ールウィザードを起動します。 

 

 

 

インストール作業で使用する言語を， 

[日本語]，[英語]から選択できます。 

選択した言語は，スタートメニューの

登録にも影響します。 

ここでは，[日本語]を選択します。 

 

 

[OK]をクリックします。 

 
 

[ 1 ] 必要なソフトウェアのインストール 

必要な全てのソフトウェアが既にインストール済みであれば，下の画面は表示されません。 

[[ 3 ] FRENIC Loader のインストール]へ進んでください。 

 

 

 

 

 

インストールの必要なソフトウェアが

表示されます。 

 

 

 

 

[インストール]をクリックしてくださ

い。 

 



 

 １-２６ 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら，[はい]をク

リックしてください。 

 

 

 

 

[ 2 ] メッセージマネージャのインストール 

 

 

[FRENIC Loader4_□□□□ 
setup.exe]をクリックして表示され

る左の画面に， 

MsgMgr USB Setup 

が表示されていれば，メッセージマネ

ージャのインストールを行います。 

 

表示がなければ，メッセージマネージ

ャは既にインストール済みです。 

 

メッセージマネージャが既にインストール済みであれば，下の画面は表示されません。 

[[ 3 ] FRENIC Loader のインストール]へ進んでください。 
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最初にメッセージマネージャのインス

トール作業で使用する言語を選択しま

す。 

 

ここでは，[日本語]を選択します。 

 

[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[次へ]をクリックします。 

 

 

使用許諾契約を良くお読みください。 

契約文書の全文を見るには， 

[Page Down]キー，[Page Up]キーを押

してください。 

スクロールバーでも全ページを表示で

きます。 

 

 

契約に同意いただければ，[はい]をク

リックします。 

 

 

インストール先のフォルダを選択して

ください。 

 

 

別のフォルダにインストールする場合

は[参照]ボタンをクリックして，イン

ストールするフォルダを選択してくだ

さい。 

 

 

選択が終了したら，[次へ]をクリック

してください。 

 
既定のフォルダは，32ビット OSの場合 

C:\Program Files\Common Files\Fuji Electric Shared\Message Manager 

です。 

ここで，C:は，Windowsがインストールされているディスクまたはパーティションのドライブ文字です。

他のドライブに Windowsをインストールしている場合は，そのドライブ文字に読み替えてください。 

64ビット OSの場合，Program Filesは Program Files (x86) となります。 

 



 

 １-２８ 

 
 

 

プログラムフォルダを設定してくださ

い。 

既定のフォルダ名は，Message Manager

です。 

 

 

 

設定が終了したら，[次へ]をクリック

してください。 

 

 

 

確認画面が出ます。 

 

 

変更が必要なら，[戻る]をクリックし

て前画面に戻ってください。 

 

よければ，[次へ]をクリックしてくだ

さい。 

 

 

 

メッセージマネージャのインストール

が終了すると，左の画面が表示されま

す。 

 

 

 

[完了]をクリックしてください。 

 
 

必要な全てのソフトウェアのインストールが完了すると，FRENIC Loader4のインストールを開

始します。 
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[ 3 ] FRENIC Loader のインストール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[次へ]をクリックしてください。 

 

 

 

使用許諾契約を良くお読みください。 

契約文書の全文を見るには， 

[Page Down]キー，[Page Up]キーを押

してください。 

スクロールバーでも全ページを表示で

きます。 

 

 

 

契約に同意いただければ，[使用許諾契

約の条項に同意します(A)]を選択し

て，[次へ]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

ユーザ名と会社名を入力してくださ

い。 

 

入力が終了したら，[次へ]をクリック

してください。 

 



 

 １-３０ 

 

インストール先のフォルダを選択して

ください。 

既定のフォルダは，Cまたは Dドライブ

の \Fujielectric\FRENIC Loader4 で

す。 

(注意：選択されるドライブは，ハード

ディスクの空き容量が一番多いドライ

ブが選択されます。) 

 

別のフォルダにインストールする場合

は[変更]ボタンをクリックして，イン

ストールするフォルダを選択してくだ

さい。 

 

選択が終了したら，[次へ]をクリック

してください。 

 

 

 

選択内容の確認画面が出ます。 

 

 

 

変更が必要なら，[戻る]をクリックし

て前画面に戻ってください。 

 

良ければ，[インストール]をクリック

してください。 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら，[はい]をク

リックしてください。 
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インストールが終了すると，左の画面

が表示されます。 

 

 

 

 

 

インストール作業を終了して Windows

に戻るには，[完了]をクリックしてく

ださい。 
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１.４.１.４. USB ドライバのインストール手順 

USB機器（USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uまたは USB搭載 FRENICシリーズインバータ）と接

続して通信を行う場合，初めに USBドライバのインストール作業を行う必要があります。この

インストール作業は，お使いのシステムでご利用開始時に一回だけ行います。 

 

 
• USBドライバを正しくインストールしていない場合，TP-E1Uまたはインバータ

の USBコネクタと接続した通信ができません。 

 

インストール手順は，USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uと USB搭載インバータで同じです。 

 

[ 1 ] USBドライバをインストールする前に 

機器を用意 

USBドライバのインストールはパソコンと USB機器を接続して行います。 

以下の機器を用意してください。 

USB機器  : USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U， 

または USB搭載 FRENICシリーズインバータ 

USBケーブル : パソコンと USB機器の接続に使用します。 

 

FRENIC Loader4をインストール 

事前に FRENIC Loader4をインストールしておいてください。 

FRENIC Loader4のインストールフォルダに，USBドライバのインストールに必要なファイルが

展開されます。 

インストール方法は[１.４.１.３.FRENIC Loader のインストール手順]を参照してください。 

 

FRENIC Loader4を終了 

FRENIC Loader4をインストール後に起動させていた場合は，終了させてください。 

 

メッセージマネージャを終了 

メッセージマネージャを終了させてください。メッセージマネージャは，FRENIC Loader4や他

のローダを起動すると自動で起動しますが，自動で終了しません。 

以下にメッセージマネージャの終了方法を示します。 

メッセージマネージャの終了方法 

 
 

ここを左クリックすると下記のように隠れているアイコンが表示します。 



 

第１章 ご使用の前に 

 １-３３ 

メッセージマネージャアイコンを右クリックすると，終了するための表示がでます。 

この表示にマウスカーソルを持っていき，左クリックするとメッセージマネージャが 

終了します。 

     

 

 
 

ここにアイコンが表示されている場合もあります。 

 

 
• メッセージマネージャを起動したまま USBドライバをインストールすると，メ

ッセージマネージャが USBドライバを認識できず，ローダが接続先と通信でき

ない，といった通信障害の原因となります。この場合，ローダとメッセージマ

ネージャを終了し，再度，ローダを起動する必要があります。 

 

 

[ 2 ] USBドライバのインストール 

 

Windows 10 の場合 

パソコンと USB機器（USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uまたは USB搭載インバータ）を USBケ

ーブルで接続してください。 

OSが本ローダの USBデバイスを認識した場合，下記のような表示が現れます。 

 
USBドライバをインストールするためのウィザードは自動的に起動されませんので，下記の操作

によって USBドライバをインストールしてください。 

 

 

 

[スタート]→[コントロールパネル]を

選択し，左クリックします。 

 

 



 

 １-３４ 

 

 

コントロールパネルホームの画面が表

示されたら, [デバイス マネージャ

ー]を選択し，左クリックします。 

 

 

 

 

 

デバイスマネージャーの画面が表示さ

れたら,「不明なデバイス」を選択，右

クリックすると選択肢が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

「ドライバーソフトウェアの更新」を

選択し，左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら,「コンピュー

ターを参照してドライバーソフトウェ

アを検索します」をクリックしてくだ

さい。 
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左の画面が表示されたら,「参照」をク

リックしてください。 

 

 

 

 

FRENIC Loaderのインストール先のフォ

ルダの中にある「･･･

\Driver\MICREXSX」を選択して，[OK]

をクリックしてください。 

 

既定のフォルダは，インストールドラ

イブが Cのとき 

C:\Fujielectric\FRENIC 

Loader4\Driver\MICREXSX 

です。 

(注意：選択されるドライブは，ハード

ディスクの空き容量が一番多いドライ

ブが選択されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[次へ]をクリックしてください。 

 



 

 １-３６ 

 

 

インストールが開始されます。 

 

 

 

インストールが終了すると，左の画面

が表示されます。 

 

 

 

インストール作業を終了して Windows

に戻るには，[閉じる]をクリックして

ください。 
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Windows 8.1 の場合 

パソコンと USB機器（TP-E1Uまたは USBを搭載したインバータ）を USBケーブルで接続してく

ださい。 

OSが本ローダの USBデバイスを認識した場合，下記のような表示が現れます。 

 
USBドライバをインストールするためのウィザードは自動的に起動されませんので，下記の操作

によって USBドライバをインストールしてください。 

 

 

[コンピューター]のアイコンを選択

し，右クリックすると選択肢が表示さ

れます。 

「プロパティ」を選択し，左クリック

します。 

 

 

 

コントロールパネルホームの画面が表

示されたら, [デバイス マネージャ

ー]を選択し，左クリックします。 

 

 

  



 

 １-３８ 

 

 

デバイスマネージャーの画面が表示さ

れたら,「不明なデバイス」を選択，右

クリックすると選択肢が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

「ドライバーソフトウェアの更新」を

選択し，左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら,「コンピュー

ターを参照してドライバーソフトウェ

アを検索します」を選択して，クリッ

クしてください。 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら,「参照」をク

リックしてください。 
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FRENIC Loaderのインストール先のフォ

ルダの中にある「･･･

\Driver\MICREXSX」を選択して，[OK]

をクリックしてください。 

 

既定のフォルダは，インストールドラ

イブが Cのとき 

C:\Fujielectric\FRENIC Loader4 

\Driver\MICREXSXです。 

(注意：選択されるドライブは，ハード

ディスクの空き容量が一番多いドライ

ブが選択されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら,[次へ]をク

リックしてください。 

 

  



 

 １-４０ 

 

 

インストールが開始されます。 

 

 

 

インストールが終了すると，左の画面

が表示されます。 

 

 

 

インストール作業を終了して Windows

に戻るには，[閉じる]をクリックして

ください。 
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Windows 7 の場合 

パソコンと接続対象機器（TP-E1Uまたは USBを搭載したインバータ）を USBケーブルで接続し

てください。 

OSが本ローダの USBデバイスを認識した場合，下記のような表示が現れます。 

 

USBドライバをインストールするためのウィザードは自動的に起動されませんので，下記の操作

によって USBドライバをインストールしてください。 

 

 

 

[スタート]→[コンピューター]を選択

し，右クリックすると選択肢が表示さ

れる。 

「プロパティ」を選択し，左クリック

する。 

 

 

 

コントロールパネルホームの画面が表

示されたら, [デバイス マネージャ

ー]を選択し，左クリックする。 

 

 



 

 １-４２ 

 

 

デバイスマネージャーの画面が表示さ

れたら,「不明なデバイス」を選択，右

クリックすると選択肢が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

「ドライバーソフトウェアの更新」を

選択し，左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら，「コンピュ

ーターを参照してドライバーソフトウ

ェアを検索します」を選択して，クリ

ックしてください。 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら，「参照」を

クリックしてください。 
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FRENIC Loaderのインストール先のフォ

ルダの中にある「･･･

\Driver\MICREXSX」を選択して，[OK]

をクリックしてください。 

 

既定のフォルダは，インストールドラ

イブが Cのとき 

C:\Fujielectric\FRENIC 

Loader4\Driver\MICREXSX 

です。 

(注意：選択されるドライブは，ハード

ディスクの空き容量が一番多いドライ

ブが選択されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[次へ]をクリックしてください。 

 

 

 

左の画面が表示されれば，インストー

ルは完了です。 

 

 

 

 

[閉じる]をクリックしてください。 
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１.４.１.５. USB ドライバの確認 

USBドライバが正しくインストールされているかどうかは，Windowsの[デバイス マネージャ

ー]で確認します。 

 

Windows 10の場合 

[スタート]→[コントロールパネル]→[デバイス マネージャー]を開きます。 

 

Windows 8.1 の場合 

[コンピューター]のアイコン を右クリックして「プロパティ」を選択→[デバイス マネ

ージャー]を選択します。 

 

Windows 7の場合 

[スタート]→[コントロールパネル]→[ハードウェアとサウンド]→[デバイス マネージャ

ー]を開きます。 

 

[デバイスマネージャー]に[Loader USB device]→[FRENIC]と表示されていることを確認してく

ださい。 

 

○：インストール成功の場合 ×：インストール失敗の場合 
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１.４.１.６. メッセージマネージャのインストール 

通常，FRENIC Loader4をインストールすればメッセージマネージャもインストールされるため，

メッセージマネージャのインストールは不要です。 

ただし，FRENIC Loader4をインストール後，FRENIC Loader3.3をアンインストールしたときに

メッセージマネージャも同時にアンインストールされた場合や，通信障害の復旧手段としてメ

ッセージマネージャをアンインストールし，インストールし直す場合には，メッセージマネー

ジャだけをインストールすることもできます。 

 

 

メッセージマネージャだけをイン

ストールするには， 

[MsgMgr USB Setup.exe] 

をダブルクリックしてください。 

自動的にインストールウィザード

を起動します。 

 

ウィザードの指示に従ってインス

トールしてください。 

 

 
• メッセージマネージャのアンインストール後であれば，FRENIC Loader4のインス

トーラーを使用してメッセージマネージャをインストールすることも可能です。 

その場合，[１.４.１.３.FRENIC Loader のインストール手順]に従いメッセージ

マネージャをインストールした後，[[ 3 ] FRENIC Loader のインストール]で[キ

ャンセル]をクリックしてください。 

 • メッセージマネージャがアンインストールされているにもかかわらず，FRENIC 

Loader4のインストーラーがメッセージマネージャをインストール対象に含めな

かった場合，[MsgMgr USB Setup.exe]を使用してメッセージマネージャをインス

トールしてください。 

 
  



 

 １-４６ 

１.４.２. アンインストール方法 

１.４.２.１. FRENIC Loader のアンインストール手順 

Windows 10 の場合 
[Windowsアイコン ][  スタート][Fujielectric][FRENIC-Loader4のアンイン

ストール]を選択します。 

Windows 8.1の場合 
[すべてのアプリ]のアイコン を左クリック[Fujielectric][FRENIC-Loader4のアン

インストール]を選択します。 

Windows 7の場合 

Windowsの[スタート][すべてのプログラム][Fujielectric][FRENIC-Loader4] 

[FRENIC-Loader4のアンインストール]を選択します。 

 
 

 

 

アンインストールを確認する画面が表

示されます｡ 

 

確認の上，[はい]をクリックしてくだ

さい。 
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アンインストール進行状況が表示され

ます。 

アンインストールを中止する場合は， 

[キャンセル]をクリックしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

左の画面が表示されたら，[はい]をク

リックしてください。 

 

 

アンインストールを継続します。 

 

以上の操作でアンインストールが実行されます。 

 
 
  



 

 １-４８ 

１.４.２.２. メッセージマネージャのアンインストール手順 

メッセージマネージャのアンインストールは以下の手順で行います。 

 

 

  

START 

全てのローダを終了 

スタートメニューの 

[Message Manager のアンインストール] 

をクリック 

メッセージマネージャを終了 

ウィザードによるアンインストール 

の実行 

(a) 
 

アンインストールの前に必要な作業 

Windows の再起動 

[ある] 

  

  

スタートメニューに 

[Message Manager]があるか？ 

[ない] 

スタートメニューの 

[FRENIC Loader3 

FRENIC Loader3.3 のアンインストール] 

をクリック 

END 
 

  

スタートメニューに 

[FRENIC Loader3 

メッセージマネージャーの起動] 

があるか？ 

[ない] 

[ある] 

A 
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END 

メッセージマネージャの 

インストールフォルダを削除 

(a)でメッセージマネージャを終了 

させましたか？ 

  
[はい] 

[はい] 

メッセージマネージャの 

インストールフォルダが 

存在しますか？ 

  

  

[いいえ] 

[いいえ] 

アンインストールの後に必要な作業 
A 



 

 １-５０ 

[ 1 ] メッセージマネージャをアンインストールする前に 

ローダを終了 

メッセージマネージャをアンインストール（削除）する前に，ローダが起動していないことを

確認してください。もしローダが起動している場合は，必ずローダを終了させてください。 

 

メッセージマネージャを終了 

メッセージマネージャをアンインストール（削除）する前に，必ずメッセージマネージャを終

了させてください。メッセージマネージャは，FRENIC Loader4や他のローダを起動すると自動

で起動しますが，自動で終了しません。 

以下にメッセージマネージャの終了方法を示します。 

メッセージマネージャの終了方法 

 
  

ここを左クリックすると下記のように隠れているアイコンを表示します。 

 

メッセージマネージャアイコンを右クリックして，コンテキストメニューの[メッセージマ

ネージャを終了]を選択すると，ダイアログを表示します。[はい]をクリックするとメッセ

ージマネージャが終了します。 

   
 

 
 

 

 
• 上の方法でメッセージマネージャを終了できないときは，Windowsをシャットダ

ウンするか，ログアウトしてください。 

 
• メッセージマネージャを終了せずにアンインストールすると，一部のファイルが

削除されません。この状態で，再びメッセージマネージャをインストールすると，

インストールが不完全となり，ローダが接続先と通信できない，といった通信障

害の原因となります。必ずメッセージマネージャを終了してからアンインストー

ルしてください。 

メッセージマネージャを実行した状態でアンインストールしたときは，アンイン

ストール後に[[ 3 ] メッセージマネージャをアンインストールした後に]を実行

してください。 
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[ 2 ] メッセージマネージャのアンインストール 

スタートメニューの[Message Manager]→[Message Managerのアンインストール]でメッセージ

マネージャをアンインストールする方法を示します。 

なお，スタートメニューに[Message Manager]が存在しない，または[Message Manager]の下に

[Message Managerのアンインストール]が存在せず，[FRENIC Loader3.3]→[メッセージマネー

ジャーの起動]が存在する場合，FRENIC Loader3.3 ENのアンインストールを行うことでメッセ

ージマネージャをアンインストールできます。FRENIC Loader3.3 のアンインストールについて

は，FRENIC Loader3.3 の使用説明書を参照してください。 

 

Windows 10 の場合 

Windowsの[スタート]→[すべてのアプリ]→[Message Manager]→[Message Managerのアン

インストール]を選択します。 

Windows 8.1の場合 
[すべてのアプリ]のアイコン を左クリック→[Message Manager]→[Message Managerのア

ンインストール]を選択します。 

Windows 7の場合 

Windowsの[スタート]→[すべてのプログラム]→[Message Manager]→[Message Managerの

アンインストール]を選択します。 

Windowsの[スタート] →[すべてのプログラム] →[Message Manager] →[Message Managerの

アンインストール]を選択します。 

 

 

 

[Message Managerのアンインスト

ール]を選択すると，アンインスト

ールを確認する画面が表示されま

す｡ 

 

 

 

確認の上，[はい]をクリックしてく

ださい。 
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以上の操作でアンインストールが実行されます。 

 

 

アンインストール完了後，再起動を

行っても良い状態であれば，[完了]

をクリックしてください。 

 

再起動は，特にメッセージマネージ

ャを終了せずにアンインストール

した場合は重要です。必ず再起動し

てください。 
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[ 3 ] メッセージマネージャをアンインストールした後に 

以下は，メッセージマネージャを終了せずにアンインストールした場合に必要です。 

パソコンの再起動 

前ページの[[ 2 ] メッセージマネージャのアンインストール]の最後で，必ずパソコンを再

起動してください。 

メッセージマネージャのインストールフォルダの確認

パソコンが起動したら，Windowsエクスプローラーで，メッセージマネージャのインストールフ

ォルダへ移動し，メッセージマネージャのインストールフォルダが削除されていることを確認

してください。 

• メッセージマネージャのインストールフォルダは，メッセージマネージャを

FRENIC Loader4でインストールしている場合，[１.４.１.３.[ 2 ] メッセージ

マネージャのインストール]で指定したフォルダです。

既定のフォルダは以下のとおりです。 

・32 ビット OS の場合

C:\Program Files\Common Files\Fuji Electric Shared\Message Manager

・64 ビット OS の場合

C:\Program Files (x86)\Common Files\Fuji Electric Shared\Message Manager

ここで，C:は，Windowsがインストールされているディスクまたはパーティショ

ンのドライブ文字です。他のドライブに Windowsをインストールしている場合は，

そのドライブ文字に読み替えてください。 

メッセージマネージャのインストールフォルダの削除

メッセージマネージャのインストールフォルダが存在している場合，フォルダを削除してくだ

さい。 
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[ 4 ] 補足:アンインストール作業中のファイルの存在状況 

アンインストール作業中の，メッセージマネージャのインストールフォルダ内に存在するファ

イルの存在状況を示します。 

 

アンインストール 

作業 

インストールフォルダ内のファイル存在状況 

メッセージマネージャを 

停止した場合 

メッセージマネージャを 

実行していた場合 

アンインストール 

開始前 

 

必要な全てのフ

ァイルが存在し

ます。 

   

アンインストール 

完了 

インストールフォルダが

存在しません。 

 

一部のファイル

が存在します。 

   

パソコン再起動後 インストールフォルダが

存在しません。 

インストールフォルダが

存在しません。 
 

 一部のファイル

が存在すること

があります。 

 
   

手動で 

インストール 

フォルダを削除 

  
インストールフォルダが

存在しません。 

 

 
• 一部のファイルが存在している状態で，メッセージマネージャをインストールし

ないでください。インストールが不完全となり，ローダが接続先と通信できない，

といった通信障害の原因となります。 
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１.５. ご使用になる前に必要な設定について 

１.５.１. インバータ側の通信関連機能コードの設定 

ローダとの通信に関連するインバータ側の機能コードを以下に示します。必ずローダとインバ

ータを接続する際に設定をしておいてください。 

 

表 １-４ ローダとの通信に関連するインバータの機能コード一覧表 

機能コード 名称 設定可能範囲 

y01,y11 ステーションアドレス 1～255  

y04,y14 伝送速度 

0：2400 bps 

2：9600 bps 

4：38400 bps 

1：4800 bps 

3：19200 bps 

y10,y20 プロトコル選択 

0：Modbus RTUプロトコル 

1：SXプロトコル(ローダプロトコル) 

など 

使用するインバータによって設定範囲や内容が異なる場合があります。 

 

設定の必要な機能コードはローダの接続先により異なります。接続先別の機能コード設定範囲

と設定指針を以下に示します。 

 

表 １-５ ローダ接続先別の機能コード設定範囲表 

 

ローダの接続先 

インバータの 

RS-485通信ポート 1 

(変換器経由) 

インバータの 

RS-485通信ポート 2 

(変換器経由) 

TP-E1Uの 

USBコネクタ 

USB搭載インバータ

の USBコネクタ 

機
能
コ
ー
ド 

y01 1～255 - 1～255 - 

y04 0～4 - - - 

y10 1 - - - 

y11 - 1～255 - - 

y14 - 0～4 - - 

y20 1以外 1 - - 

- : 使用しません。 

 

  



 

 １-５６ 

 

設定指針 

表 １-６ RS-485 Ch.1，RS-485 Ch.2接続時の設定指針 

機能コード 設定指針 ローダ設定の参照項 

y01,y11 

ローダの[RS-485局番]と合わせてください。 

マルチドロップ接続の場合，他のインバータと重複しないよ

う設定してください。 

１.５.５.２. 

接続設定 

y04,y14 ローダの[通信速度]と合わせてください。 
１.５.５.１ 

通信設定 

y10,y20 

RS-485通信ポート 1の場合 

y10に 1を設定し，y20に 1以外を設定してください。 

RS-485通信ポート 2の場合 

y20に 1を設定してください。 

- 

 

 

 
• ローダをインバータの複数の通信ポートで同時に使用することはできません。複数

の通信ポートで同時に SXプロトコル(ローダプロトコル)を使用した場合，ローダ

は優先順位の高い通信ポートのみと接続できます。 

通信ポートの優先順位は，RS-485 通信ポート 1が最も低く，以下，RS-485通信ポ

ート 2，USB(TP-E1U経由または USB搭載インバータとの USB接続)の順に高くなり

ます。 

例えば，y10と y20の両方に 1を設定した場合，ローダは RS-485通信ポート 1と通

信できませんのでご注意ください。 

 

表 １-７ TP-E1Uの USBコネクタ接続時の設定指針 

機能コード 設定指針 ローダ設定の参照項 

y01 ローダの [RS-485局番]と合わせてください。 
１.５.４.２ 

接続設定 

y11 使用しません。 - 

y04,y14 使用しません。 - 

y10,y20 使用しません。 - 

 

USB搭載インバータ機種の USBコネクタと接続する場合，機能コード設定は必要ありません。 
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１.５.２. パソコンの通信ポートの確認 (変換器を使用する場合) 

パソコン上のローダソフトとインバータとのインタフェースは，通信ポート(COM)を使用します。 

この為，利用する変換器では，仮想通信ポート(COM)として動作する機能が必要で，接続したパソ

コンの通信ポート(COM)番号を確認する必要があります。

（接続する変換器の詳細については「１.２.２.２.RS-485接続用機器」を参照ください） 

各オペレーティングシステムで通信ポート番号を確認する方法を以下に示します。 

Windows 10の場合 

[Windowsアイコン ]を右クリックして[デバイス マネージャー]を選択します。 

Windows 8.1 の場合 

[コンピューター]のアイコン を右クリックして「プロパティ」を選択→[デバイス マネ

ージャー]を選択します。 

Windows 7の場合 

[スタート]→[コントロールパネル]→[ハードウェアとサウンド]→[デバイス マネージャ

ー]を開きます。 

「ポート(COMと LPT)」の マークをク

リックして開き，「USB Serial Port (COM

□)」の□の部分に表記されている番号

を確認してください。

左図の例では，(COM3)に割り付けられ

ています。 
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１.５.３. ローダの起動 

Windows 10 の場合 

[Windowsアイコン ][  スタート] [Fujielectric][FRENIC-Loader4 開始]を選択

します。 

Windows 8.1の場合 

[すべてのアプリ]のアイコン を左クリック[Fujielectric][FRENIC Loader4 開始]を

選択します。 

Windows 7の場合 

Windowsの[スタート][すべてのプログラム][Fujielectric][FRENIC-Loader 4] 

[FRENIC Loader4 開始]を選択します。 
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動作環境の設定 

この機能は Version 1.0.1.0 以降で動作します 

インストール後，初めてローダを起動すると言語選択と地域選択のウィンドウが表示されます。 

このウィンドウは，お使いのシステムでご利用開始時に一回だけ表示されます。 

 

 

[Select language]ウィンドウでは， 

以降の表示で使用する言語を選択します。 

 

 
• 言語は，メインメニューの[セットアップ]→[言語]から変更することができます。 

詳しくは，[２.４.３.言語]を参照してください。 

 

 

 

次に，使用するインバータに合わせて仕向けを選択し

ます。 

 

 
• インバータの仕向けは，インバータの定格銘板に記載されているインバータ形式から

知ることができます。詳しくは，[２.２.１.[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，容量]，

または，各インバータ機種の取扱説明書を参照してください。 

 

 
• 設定した仕向けは，メインメニューの[セットアップ]→[仕向け] から変更すること

ができます。詳しくは，[２.４.４.仕向け]を参照してください。 
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１.５.４. メッセージマネージャについて 

メッセージマネージャは，ローダの通信を制御するソフトウェアです。 

メッセージマネージャが起動していないとローダは接続先と通信できません。 

 

 

１.５.４.１. メッセージマネージャの起動確認 

ローダを起動すると，メッセージマネージャが自動で起動します。 

タスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示されることを確認してください。 

以下にメッセージマネージャアイコンの表示例を示します。 

 

メッセージマネージャアイコンの表示例 

 
  

ここを左クリックすると下記のように隠れているアイコンを表示します。 

 

 

 
 

ここにアイコンが表示されている場合もあります。 

 

 
• ローダを起動してもタスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示され

ない場合，メッセージマネージャを再インストールしてください。 

方法は，[１.４.１.６.メッセージマネージャのインストール]を参照してくださ

い。 
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１.５.４.２. メッセージマネージャの終了方法 

ローダを終了しても，メッセージマネージャは自動で終了しません。 

通常，メッセージマネージャを終了させる必要はありませんが，メッセージマネージャをアン

インストールする場合，USBドライバをインストールする場合，通信障害の復旧手段としてメ

ッセージマネージャを再起動させる場合には，終了させる必要があります。 

 

メッセージマネージャを終了させる方法は，[１.４.１.４.[ 1 ] USBドライバをインストー

ルする前に]，または[１.４.２.２.[ 1 ] メッセージマネージャをアンインストールする前に]

を参照してください。 

 

 
• ローダの実行中にメッセージマネージャを終了すると，ローダに通信障害が発生

します。メッセージマネージャを終了させるときは，先にローダを終了してから

行ってください。 
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１.５.５. ローダの通信設定と接続設定 

ローダを起動すると下図のウィンドウ（簡単メニュー）を表示します。 

このウィンドウのアイコンをクリックすると，対応する機能が起動します。各機能の詳細は後

述します。 

はじめに，「通信設定」について説明します。 

 
 

 

 
• 簡単メニューが表示されていない場合には，ツールバー（メインメニューの下に各種

アイコンが表示されているバー。下図参照）の アイコンをクリックすると，簡単メ

ニューを表示します。 

 

 

 

 
  

通信設定 

簡単メニュー 
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１.５.５.１. 通信設定 

簡単メニューの左列にある[通信設定]アイコンをクリックすると，[通信設定]ウィンドウを表

示します。 

 

 

メインメニューの[セットアップ]→[通信設定]と選択する，または，ツールバーの  アイコ

ンをクリックすることによって，簡単メニューを使わずに[通信設定]ウィンドウを表示するこ

ともできます。 

 

 

 

次の説明を参考にして，[通信設定]ウィンドウを設定してください。 

 

 

[接続設定]をクリックすると 

[接続設定]ウィンドウを表示 

します。 

[接続設定]ウィンドウは 

「１.５.５.２.接続設定」 

で説明します。 

 

  

通信設定 
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[ 1 ] 接続方式 

ローダを接続する手段を選択します。 

・インバータと直接接続 

パソコンとインバータを接続する場合に選択します。 

・MICREX-SX 経由で通信する 

使用できません。 

 

[ 2 ] ポート 

通信に関する設定を行います。 

 

RS-485 接続 

パソコンとインバータを RS-485によって，直接接続する場合に選択します。 

接続の例は，[１.２.２.１.[ 1 ] RJ-45コネクタを使用したマルチドロップ接続]，または[１.

２.２.１.[ 2 ] 端子台を使用したマルチドロップ接続]を参照してください。 

・COM ポート 

USB - RS-485変換器，RS-232C - RS-485変換器を接続したパソコンの通信ポートを選択し

ます。 

 
• パソコンの通信ポートは，OSのデバイスマネージャーで確認します。 

[１.５.２.パソコンの通信ポートの確認 (変換器を使用する場合)]を参照して 

ください。 

 

・通信速度 

通信速度を設定します。インバータに設定した伝送速度と同じ値を選択する必要がありま

す。 

 
• インバータの通信設定については，[１.５.１.インバータ側の通信関連機能コード

の設定]を参照してください。 

 

・データ長 

設定できません。内部で「8bit」固定になります。 

・パリティ 

設定できません。内部で「偶数」固定になります。 

・ストップビット 

設定できません。内部で「1bit」固定になります。 

 

 

 
• RS-232C - RS-485変換器または USB - RS-485変換器の推奨条件は[１.２.２.

２.[ 1 ] 変換器]を参照してください。 
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USB 接続 

・インバータ内のデータ(制御 Pt板) または インバータ内のデータ(直結) 

パソコンと USB搭載インバータ機種を USBケーブルで接続する場合に選択します。 

接続の例は，[１.２.３.１.[ 3 ] USB搭載インバータ機種との接続]を参照してください。 

TP-E1Uの USBコネクタを使用してインバータに接続する場合，[インバータ内のデータ(TP

経由)]を選択してください。 

・インバータ内のデータ(TP 経由) 

TP-E1Uの USBコネクタを使用してインバータに接続する場合に選択します。 

接続の例は，[１.２.３.１.[ 1 ] TP-E1U標準搭載インバータ機種との接続]，または 

[１.２.３.１.[ 2 ] TP-E1U経由によるインバータとの接続]を参照してください。 

・タッチパネル内のデータ 

TP-E1Uのメモリにアクセスする場合に選択します。 

TP-E1Uを一時的なメモリ媒体として使用する場合，こちらを選択してください。 

接続の例は，[１.３.１.２.パソコンと TP-E1Uの接続]を参照してください。 

 

通信ボード 

使用できません。 

 

[ 3 ] 通信条件 

通信リトライに関する設定を行います。 

・リトライ回数 

通信が失敗したときのやり直しの回数です。この回数を多くすると通信が成功する可能性

が高まる場合がありますが，エラーダイアログが表示されるまでの時間がかかります。 

1回以上を推奨します。 

・タイムアウト設定 

ここで設定した時間内にインバータから応答が返らない場合，通信エラーダイアログが開

きます。短く設定した方が早くエラー表示できますが，短くし過ぎると，通信のエラーで

はなくインバータの処理に時間がかかるなどの場合，正常通信でも通信エラーになること

があります。 

 

 

[ 4 ] 接続チェックを行う 

接続チェックとは，接続設定で登録したインバータとの通信状態を常時監視する機能です。チ

ェックボックスにマークを入れると，インバータとの接続のチェックを自動的に行い，ステ

ータスバーに通信状態を表示します。接続設定で登録したインバータが 1台でも断線等で通信

できなくなると，応答が非常に遅くなります。通信できなくなったインバータは，接続設定か

ら削除してください。 
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１.５.５.２. 接続設定 

簡単メニューの左列にある[通信設定]→[通信設定]ウィンドウの[接続設定]ボタンをクリック

すると，[接続設定]ウィンドウを表示します。 

[接続設定]ウィンドウは下図に示すように表の行ごとに接続されている設備名（インバータ）

に対応させた情報を表示します。変更または追加したい設備に対応する行をダブルクリックを

すると次ページの[詳細設定]ウィンドウを表示します。 

通信対象インバータの選択 

No.欄の左にあるチェックボックスにマークを付けたインバータが通信対象になります。

通信状態 

ローダとインバータ間の通信状態を表示します。

状態不明 : 通信状態を確認していない状態です。 

接続中 : 通信が確立している状態です。 

未接続 : 通信が未確立の状態です。 

機種 

インバータから読み出した形式を

表示します。 

一度も通信確立していない場合，

[機種不明]と表示します。 

設備名，RS-485 局番 

[詳細設定]ウィンドウで設定 

した内容を表示します。 

表示行数 

行数は[通信設定]ウィンドウのポ

ートの選択に依存します。 

[RS-485接続]を選択している 

場合，複数行を表示します。 

[USB接続]を選択している場合， 

1 行のみ表示します。 

接続確認 

ローダと No.欄の左にマークを付けたインバータ間の接続が確立されているかを確認できます。

結果は，通信状態の列に表示されます。

設定 

編集したい行を選択して[設定]ボタンをクリックすると，下図の[詳細設定]ウィンドウを表示

します。 

編集したい行をダブルクリックして[詳細設定]ウィンドウを表示させることもできます。 

[詳細設定]ウィンドウの設定については，次ページに示します。 

削除 

選択した行に登録されたインバータを削除します。 

ローダに接続しなくなったインバータがある場合などに利用します。
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[詳細設定]ウィンドウでは，[設備名]と[RS-485局番]を設定します。 

 

設備名 

接続先インバータを設置している設備の名称を入力 

できます。 

通信で使用しません。 

下の表示例に示すとおり，各画面の対象インバータ 

を選択するリストメニューで使用します。 

 

 
対象インバータの表示例 

 

 設備名 

RS-485 局番 

RS-485 局番 

[通信設定]ウィンドウのポートの設定に合わせて，以下の設定指針で設定してください。 

[通信設定]ウィンドウのポート設定 設定指針 

RS-485 接続 

通信で使用します。 

インバータのステーションアドレス（機能コード y01 ま

たは y11）と合わせてください。 

USB 接続 

インバータ内のデータ(直結) 通信で使用しません。設定の必要はありません。 

インバータ内のデータ(TP 経由) 

通信で使用します。 

インバータのステーションアドレス（機能コード y01）

と合わせてください。 

タッチパネル内のデータ 通信で使用します。1を設定してください。 
 

 

 

 
• インバータのステーションアドレスについては，[１.５.１.インバータ側の通信関

連機能コードの設定]を参照してください。 

 

 
• [接続設定]で登録したインバータが 1 台でも断線等で通信できなくなると，応答

が非常に遅くなります。通信できなくなったインバータは，接続設定から削除し

てください。 

• Version 1.0.0.0でトレース機能を使用する場合は，必ず，トレース対象インバー

タを No.1 に登録してください。トレースは，[接続設定]で No.1 に登録したイン

バータとのみ可能です。 

• 運転モニタを使用する場合は，必ず，モニタ対象インバータを No.1に登録してく

ださい。マルチドロップ接続で接続した複数の機器をモニタする場合は，モニタ

対象インバータを No.1, No.2, No.3, ... と連番で登録してください。 

例: 2機のインバータを運転モニタでモニタする場合 

良い例 

 No 通信状態 機種 

 1 接続中 G1S 

 2 接続中 E2S 

 3   
 

 

  



 

 １-６８ 

 

 
悪い例 

 No 通信状態 機種   No 通信状態 機種 

 1 接続中 G1S   1   

 2 状態不明 E1S   2 接続中 G1S 

 3 接続中 E2S   3 接続中 E2S 

 

• リアルタイムクロック(RTC)を搭載したインバータ機種に対しローダから日付と

時刻を設定する場合，対象インバータを No.1に登録して，ローダとインバータを

1 対 1 の接続にしてください。日付と時刻の設定は，メインメニューの[セットア

ップ]→[日付・時刻]から行います。詳しくは，[２.４.５.日付・時刻]を参照し

てください。 

 

 



第２章 

機能説明 

この章では，ローダの代表的な機能について説明します。 
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２.１. メインウィンドウ 

ローダを起動すると最初に表示されるウィンドウです。ローダを起動したときには，この画面

に簡単メニューを表示します。（ここでは表示を省略しています。） 

メインメニュー 

ローダのすべての機能が選択可能 

ツールバー 

ローダの主要な機能が選択可能 

 

ステータスバー 

選択する機能説明の表示 

右端のボックスに，インバータとの接続状態を表示 

メインメニュー 

ここで選択できる 6つの機能，[ファイル]，[メニュー]，[セットアップ]，[表示]，[ウィンド

ウ]，[ヘルプ]があります。 

（[機能コード一覧]ウィンドウを表示させると，メインメニューに[編集]と[一覧編集]が追加

されます。） 

 

ツールバー 

よく使われる機能を容易に選択できるようにするものです。例えば，機能コードデータが保存

されているファイルを開く場合，メインメニューの[ファイル]をクリックして，そのサブメニ

ューの[開く]をクリックするという 2つの動作が必要です。ツールバーを使うと， アイコン

をクリックするだけでファイルを開くことができます。 

 

ステータスバー 

表示されている機能のアイコンやメニューの位置にマウスポインタを合わせると，そのアイコ

ンやメニューの意味を説明する文を表示します。 

 

表示例: ツールバーの[接続チェック]アイコンにマウスポインタを合わせたとき 

 

 

 

 

説明文を表示。 
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右端のボックスは，通信設定([１.５.５.１.通信設定]参照)，または，ツールバーの[接続チェ

ック]アイコン(前ページの表示例参照)で「接続チェックを行う」ように設定されていると有効

になります。 

[接続設定]ウィンドウ([１.５.５.２.接続設定]参照)でマークのついている機器の状態を No

の昇順に一定時間おきに確認し，結果を表示します。 

 

表示例 

 

 No[番号]:アラーム状態 No[番号]:通信状態 

 

No[番号] : 状態を確認する機器を表しています。 

[番号]は，[接続設定]ウィンドウの No欄に対応しています。 

アラーム状態 : インバータのアラーム状態を表示します。 

表示内容 説明 

表示なし インバータが正常の状態です。 

アラーム検出 

(点滅) 
インバータにアラームが発生している状態です。 

 

接続チェックが無効，または，接続対象機器がタッチパネルのときは表示し

ません。 

通信状態 : ローダと接続対象機器との通信状態を表示します。 

表示内容 説明 

接続中 通信が確立している状態です。 

未接続 通信ができない状態です。 

 

接続チェックが無効のときは“状態不明”と表示します。 
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２.２. ファイル 

[ファイル]には以下のサブメニューがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

[選択シンボルの印刷] 

[選択シンボルの印刷プレビュー] 

は[カスタマイズロジック]ウィンドウを開くと 

表示されます。 

 

[ファイル]の主な機能について次に説明します。 

 

 

２.２.１. 新規作成 

機能コードデータの新規ファイルを作成します。 

 

メインメニューの[ファイル]で[新規作成]をクリックすると，[新規作成データ 選択]ウィン

ドウを表示します。 

 
 

標準の機能コード一覧 

標準的な機能コード（F,E,C など）を編

集するとき選択します。 

 

カスタマイズロジックの機能 

コード一覧 

カスタマイズロジック用機能コード

（U,U1,UA,UB など）を編集するとき選択

します。 

ボタンをクリックすると[初期設定]ウィンドウを表示します。 
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[初期設定]ウィンドウでは機能コード編集の対象となるインバータの情報を設定します。 

 

 

機種 

機種の形式を選択します。 

 

地域仕様 

メインメニューの[セットアップ]→[仕向け]

で選択した地域を表示します。 

 

電圧 

インバータ電圧を選択します。 

 

容量 

インバータ容量を選択します。 

変更 

インバータの ROM バージョンに合わせて定義

ファイルを変更します。 

次ページの[[ 2 ] 定義ファイルの選択指針]

を参照してください。 

定義ファイル 

インストールされている定義ファイルの中から自動的

に最新の定義ファイルが選択されます。 

 

 

[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，容量 

機能コード編集の対象となるインバータに合わせて正しく設定してください。 

これらの情報は，インバータの定格銘板に記載されているインバータ形式から知ることができ

ます。 

以下はインバータ形式の書式例です。詳細は各インバータの取扱説明書を参照してください。 

 

例： FRENIC-MEGAの場合。実際の製品形式とは異なります。 

 

 

(*1) インバータの型番が地域仕様 G（グローバル）の場合，地域仕様は接続先設定（機能

コード H101）で選択されたものになります。 

 

インバータ入力電源系列 

インバータ容量 (kW表示) 

または電流表記 (A表示) 

2：3相 200V 

4：3相 400V 

FRN 5.5 G1S－2J 
 地域仕様(インバータ仕向先) 

J：日本 

A：アジア 

C：中国 

E：欧州 

U：USA 

T：台湾 

K：韓国 

G：グローバル (*1) 

機種形式 

6：単相：100V 

7：単相：200V 
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地域仕様の変更は，メインメニューの[セットアップ]→[仕向け]から行います。変更後は，ロ

ーダを終了し，再度起動させる必要があります。詳しくは，[２.４.４.仕向け]を参照してくだ

さい。 

 

 
• 機種，地域仕様，電圧，容量がインバータと異なる場合，機能コード属性の違いな

どにより，機能コードの読み出し，書き込み時にエラーが発生する可能性がありま

す。 

 

 

[ 2 ] 定義ファイルの選択指針 

定義ファイルとは，各インバータ機種およびその機能を識別するために必要な情報をまとめた

ファイルになります。 

定義ファイルの選択には，定義ファイルのバージョン，改定インデックス，およびインバータ

の ROMバージョンを使用します。 

 

定義ファイルのバージョンと改定インデックス 

表示中の 4桁の数字がバージョン，その右のアルファベット 1文字が改定インデックスです。 

• 簡易表示の場合 

 

表示例： 

 
バージョン 1300，改定インデックス aです。 

 

• ファイル名表示の場合 

定義ファイル名の書式 (例：FRENIC-MEGAの場合) 

 

表示例： 

 バージョン 3900，改定インデックス fです。 

 

 

□□□□○_XXXXXX 

バージョン 

 

改定インデックス 

(省略,a,b,c, ... の順に新しくなります) 

  

fnc_E_ x_3 _□□□□○_XXXXXX．csv 

バージョン 

 

言語（省略：日本語，E：英語） 

 

インバータ機種を表すコード 

 

改定インデックス 

(省略,a,b,c, ... の順に新しくなります) 

    



 

 

 ２-６ 

インバータの ROMバージョン 

インバータのタッチパネルで確認できます。確認方法は，各インバータ機種の取扱説明書を参

照してください。 

 

 
• FRENIC Loader4 とインバータが接続されている場合，インバータの ROMバージョ

ンは，簡単メニューの[運転モニタ]→[システムモニタ]タブに表示されている[イ

ンバータ ROMバージョン]で確認できます。 

• FRENIC Loader4 とインバータが接続されている場合，[メニュー]→[機能コード

設定]→[編集データ選択]ウィンドウの[インバータから読み出し]を選択してイ

ンバータから設定を読み出すと，最適な定義ファイルが自動で選択されます。 

 

 
• インバータの ROMバージョンに対して適切な定義ファイルが選択されていない場

合，機能コード数の不一致などにより，目的の機能コードを読み出せない，目的

の機能コードに設定できない，といった障害が発生する可能性があります。この

ような場合，インバータのタッチパネルなど，他の方法で目的の機能コードにア

クセスする必要があります。  

 

 
• 新規作成時にインバータの ROMバージョンが確認できない場合，後で定義ファイ

ルを変更できます。方法は，[２.３.１.３.[ 3 ] 定義ファイルの変更]を参照し

てください。 

ただし，定義ファイルを変更すると，定義ファイル間の差異により，エラーが発

生する可能性があります。新規作成時はできる限り適切な定義ファイルを選択す

ることを推奨します。 

 

 

定義ファイルの選択指針 

定義ファイルの選択指針を示します。 

• インバータの ROMバージョンと同じバージョンの定義ファイルが存在する場合 

定義ファイルには，インバータの ROMバージョンと同じバージョンで，改定インデックスが最

も新しいファイルを選択してください。 

 

インバータの ROM バージョンと同じバージョンの定義ファイルが存在しない場合，以下の要領

で選択してください。 

• FRENIC-Ace(E2S)，FRENIC-VP，FRENIC-eHVACで ROMバージョンが 5000以降の場合 

[３.２.７.インバータ ROMバージョンの読み替え]に従って読み替えた ROMバージョンと同じ

バージョンで，改定インデックスが最も新しいファイルを選択してください。 

 

• インバータの ROMバージョンが全ての定義ファイルのバージョンよりも大きい場合 

ご使用のローダのリリース日以降に，インバータがバージョンアップした可能性があります。

当社 WEBサイト-技術サポートページ Fe Libraryにアクセスして，ローダのバージョンアップ

ファイルが存在するか確認してください。もしも存在する場合，ダウンロードして使用してく
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ださい。 

ローダ，または，定義ファイルが最新の状態であってもなお，インバータの ROMバージョンが

全ての定義ファイルのバージョンよりも大きい場合，インバータの ROMバージョンよりもバー

ジョンが小さい定義ファイルの中から，インバータの ROMバージョンに最も近く，改定インデ

ックスが最も新しいファイルを選択してください。 

 

 
• 当社 WEBサイト-技術サポートページ Fe Libraryへのアクセス方法は[１.１.３.

本製品の入手方法について]を参照してください。 

 

 

• インバータの ROMバージョンよりもバージョンの大きい定義ファイルが存在するが，同じバ

ージョンの定義ファイルが存在しない場合 

インバータの ROMバージョンよりもバージョンが小さい定義ファイルの中から，インバータの

ROMバージョンに最も近く，改定インデックスが最も新しいファイルを選択してください。 

 

以下は，機種 G1S（FRENIC-MEGA）の定義ファイルの選択例です。 

インバータの ROM バージョンが 3500，選択可能な定義ファイルが下表のとおりであった場合，

定義ファイルには fnc_x_3_3000b.csv を選択します。 

定義ファイル 対応するインバータの 

ROMバージョン 簡易表示 ファイル名表示 

0000o fnc_x_3_0000o.csv 0000～0499 

0500d fnc_x_3_0500d.csv 0500～0999 

1000 fnc_x_3_1000.csv 1000～1999 

2000 fnc_x_3_2000.csv 2000～2999 

3000a fnc_x_3_3000a.csv 3000～3599 

3000b fnc_x_3_3000b.csv 3000～3599 

3600 fnc_x_3_3600.csv 3600～3699 

3700 fnc_x_3_3700.csv 3700～3799 

3800 fnc_x_3_3800.csv 3800～3899 

3800a fnc_x_3_3800a.csv 3800～3899 

3900 fnc_x_3_3900.csv 3900～3999 

3900a fnc_x_3_3900a.csv 3900～3999 

4000 fnc_x_3_4000.csv 4000～ 

4000a fnc_x_3_4000a.csv 4000～ 

 

 
• 上の定義ファイル選択指針に従って定義ファイルを選択したにもかかわらず，機

能コードの読み出し，書き込み時にエラーが発生する場合，弊社技術相談窓口ま

でお問い合わせください。 

  



 

 

 ２-８ 

２.２.２. 開く 

既に作成され，パソコンに保存された機能コード，リアルタイムトレース，ヒストリカルトレ

ース，カスタマイズロジック，スケジュール運転の保存ファイルを読み出し，そのファイルの

データを編集，閲覧するウィンドウを開きます。 

 

 

 

 

 

 

フィルタ 

表示するファイルの種類を選択し

ます。FRENIC Loader4 以外のロー

ダの保存ファイルを表示させるに

は，フィルタを変更します。 

 

開く 

選択したファイルを開きます。 

 
ファイルの種類 

 
FRENIC 

Loader4 

FRENIC 

Loader3.3 

FRENIC-HVAC/ 

AQUA Loader 

FRENIC Visual 

Customizer 

機能コードデータ 
*.FNL 

*.FBL 

*.FNC 

*.FNB 

(*1) 

*.FN1 - 

リアルタイムトレースデータ 
*.RT2 

(*2) 

*.RTM 

(*3) 

*.RT1 

(*4) 

*.RT1 

(*2) 

(*4) 

ヒストリカルトレースデータ *.HT2 
*.HIM 

(*3) 
- - 

カスタマイズロジック 

プロジェクトデータ 
*.CML - *.CMX *.CMX 

スケジュールデータ *.CSV - *.CSV - 

 

(*1) FNCファイル，FNBファイルを開いた場合，ユーザ定義とコメントは復元されません。 

 
• ユーザ定義については[２.３.１.１.[ 7 ] ユーザ定義]を参照してください。 

• コメントについては[２.３.１.３.ファイル情報]を参照してください。 

 

(*2) トレースモニタ機能で追加した信号をトレースした RT2ファイル，または RT1ファイルを

開いて，信号名，単位，データの刻み幅を正しく表示させるには，トレースモニタ情報保

存を行ったカスタマイズロジックのプロジェクトデータが必要です。 

 
• トレースモニタ機能については[２.３.５.１１.カスタマイズロジック機能

との組み合わせ]を参照してください。 
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(*3) FRENIC Loader4では，トレース機能の一部を FRENIC Loader3.3から仕様変更しています。

例えば，グラフ位置調整機能の“スケール”と“表示する範囲”は，1 DIV あたりの数値

で設定する方法に変更しました。 

 FRENIC Loader4 FRENIC Loader3.3 

スケール 
  

表示する範囲 

  

 

そのため，RTM ファイル，HIM ファイルを開いた場合，“スケール”と“1 画面に表示する

範囲”は復元されません。また，[リアルタイムトレース]ウィンドウ，[ヒストリカルトレ

ース]ウィンドウの[波形詳細設定]ボタン，[START/STOP]ボタンを使用できません。 

 

(*4) RT1 ファイルを開いた場合，[リアルタイムトレース]ウィンドウの[START/STOP]ボタンを

使用できません。 

 

 

 
• 前ページに示したファイルの種類は，[開く]ダイアログで使用できるファイルで

す。FRENIC Loader4が使用するファイルの種類については，[３.２.３.使用ファ

イルの種類]を参照してください。 

 

 

開きたいファイルをローダ画面上にドラッグ&ドロップして開くこともできます。 

 

 
 

 
 

 

  



 

 

 ２-１０ 

FRENIC Loader4 以外のローダの保存ファイルを開くには 

FRENIC Loader4 以外のローダの保存ファイルを開くには，[開く]ダイアログのフィルタで

[FRENIC Loader4以外のファイル]を選択します。 

 

FRENIC Loader4 以外のローダの保存ファイルが表示可能になりますので，目的のファイルを選

択してください。 
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２.２.３. 閉じる 

アクティブになっているウィンドウを閉じます。 

 

 

２.２.４. 上書き保存 

[機能コード一覧]，[カスタマイズロジック]，[リアルタイムトレース]，[ヒストリカルトレー

ス]のいずれかのウィンドウがアクティブになっている場合に有効です。アクティブになってい

るウィンドウのデータを上書き保存します。 

一度も保存したことがないデータに対しては，[２.２.５.名前を付けて保存]と同様の動作を行

います。 

 

 

２.２.５. 名前を付けて保存 

以下のようなダイアログが開き，アクティブになっているウィンドウのデータを，ファイル名

称を記入して保存できます。 

 

※保存できるファイルの種類は以下のとおりです。 

・機能コードデータ   ：*.FNL，*.FNB 

・リアルタイムトレースデータ   ：*.RT2，*.CSV 

・ヒストリカルトレースデータ   ：*.HT2，*.CSV 

・トレースデータ(グラフ画像)   ：*.JPG，*.BMP 

・カスタマイズロジックプロジェクトファイル ：*.CML 

 

 
• パスとファイル名を合わせた長さを，半角文字で 200字以内，全角文字で 100字以

内にしてください。この長さを超えると保存できません。 

 

  



 

 

 ２-１２ 

２.２.６. 印刷 

データを印刷するためのプリンタ，プロパティ，印刷範囲，印刷部数の設定ができます。 

 

 

プリンタ名 

使用できるプリンタの 

選択 

プロパティ 

選択したプリンタ固有 

の詳細な設定 

印刷範囲 

[すべて]のみ選択可能 

です。 

印刷部数 

印刷する枚数を設定 

OK 

クリックすると印刷が開

始されます。 

 
 
 
 

２.２.７. 印刷プレビュー 

アクティブになっている[機能コード一覧]ウィンドウ，[トレース]ウィンドウ，または[カスタ

マイズロジック]ウィンドウの印刷イメージを表示します。 

 

例: [機能コード一覧]ウィンドウの印刷プレビュー 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１３ 

２.２.８. ページ設定 

[機能コード一覧]ウィンドウ，[トレース]ウィンドウがアクティブのとき使用できます。 

用紙に関する設定を行います。 

 

 

 

２.２.９. 終了 

ローダを終了します。 

  



 

 

 ２-１４ 

２.３. メニュー 

[メニュー]には以下のサブメニューがあります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

[端子操作]と[簡単メニュー]以外は，[簡単メニュー]ウィンドウからも選択できます。 

[メニュー]の主な機能について次に説明します。 
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２.３.１. 機能コード設定 

メインメニューの[メニュー]で[機能コード設定]を選択する，または，メインウィンドウのツ

ールバーより を選択し，[機能コード設定]をクリックすると[編集データ選択]ウィンドウが

開きます。 

 

[編集データ選択]ウィンドウから，表示・編集する機能コードデータを選択します。 

 

 

標準の機能コード一覧 

標準的な機能コード（F,E,C など）を編集すると

き選択します。 

カスタマイズロジックの機能コード一覧 

カスタマイズロジック用機能コード（U,U1,UA,UB

など）を編集するとき選択します。 

新規作成 

新規で[機能コード一覧]ウィンドウを開きます。 

「２.２.１. 新規作成」を参照してください。 

パソコンからファイル読み出し 

以前に保存した機能コードデータファイルを開

きます。 

「２.２.２.開く」を参照してください。 

対象インバータ 

（対象タッチパネル） 

[接続設定 ]で登録しているインバータの中か

ら，機能コードを読み出すインバータを選択し

ます。 

「１.５.５.２.接続設定」を参照してください。 

 

[通信設定]ウィンドウで[USB 接続]の 

[タッチパネル内のデータ]を設定している場合， 

[対象タッチパネル]と表示します。 

インバータから読み出し 

（タッチパネルから読み出し） 

接続したインバータから機能コードデータを読

み出して，[機能コード一覧]ウィンドウを開きま

す。 

 

[通信設定]ウィンドウで[USB 接続]の[タッチパ

ネル内のデータ]を設定している場合，[タッチパ

ネルから読み出し]と表示します。 

タッチパネルから機能コードデータを読み出し

て，[機能コード一覧]ウィンドウを開きます。 

  



 

 

 ２-１６ 

２.３.１.１. 一覧編集 

以下に[機能コード一覧]ウィンドウの[一覧編集]ウィンドウを示します。 

ここでは機能コードの設定値，設定範囲などを一覧表示しながら編集ができます。 

機能コードをさまざまな分類によって表示させることができます。 

メインメニューの[編集]と[一覧編集]は，[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示します。 

ツリー表示 

グループ別 ：機能コードをグループ別に表示します。 

工場出荷値から変更 ：工場出荷値と異なる設定値の機能コードを表示します。 

(通信コードを除く) 

編集箇所(青色部分) ：インバータまたはタッチパネルに書き込む前の編集した機能コードを表示します。 

読み 書き失敗 (桃 色 部 分 ) ：インバータまたはタッチパネルへの読み書きに失敗した機能コードを表示します。 

ユーザ定義 ：ユーザが自由に表示項目を定義可能です。 

通信コード ：通信用機能コードのみ表示します。 

比較結果 ：インバータまたはタッチパネルの機能コード設定値または保存ファイルとの比較結

果のみ表示します。 

検索結果 ：[編集]→[検索]の実行結果のみ表示します。 

 

編集 

[機能コード一覧]ウィンドウを開くと 

表示します。メニューには，[元に戻す]， 

[工場出荷値]([２.５.編集]参照)， 

[検索]([２.３.１.１.[ 8 ] 検索]参照) 

があります。 

一覧編集 

[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示します。 

機能コード設定値を CSV 形式で保存し，読み出せます。 

機能コード設定値を Microsoft Excel などで編集して 

取り込みたい場合に使用すると便利です。 

詳しくは[２.７.一覧編集]を参照してください。 

表示 

[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示メニューに以下が追加されます。 

[機能コード情報] :下部の[機能コード情報]ボタンと同じです。 

[文字サイズ] :機能コード名などのフォントを変更できます。 

詳しくは，[２.６.３.機能コード情報，文字サイズ] 

を参照してください。 

設定値の変更 

ドロップダウンメニュー， 

編集ウィンドウから機能 

コードのデータが選択 

可能です。 
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[一覧編集]ウィンドウの下部について示します。 

 

[読出] ：インバータまたはタッチパネルの機能コードを，ロ

ーダへ読み出します。 

[書込] ：編集した機能コードを，インバータまたはタッチパ

ネルへ書き込みます。 

[工場出荷値] ：選択している機能コードを工場出荷値に戻します。 

[設定] ：選択している機能コード設定値を[設定値]ウィンド

ウに表示します。ただし，設定値をリストから選択

する機能コードでは，[設定値]ウィンドウは表示さ

れません。 

[機能コード情報] ：選択している機能コード情報を機能コード情報 

ウィンドウに表示します。 

[初期化] ：対象がインバータの場合，使用できます。インバー

タ内の機能コード設定値を初期化します。 

対象がタッチパネルの場合，使用できません。 

[詳細設定] ：表示項目，印刷設定を変更するためのダイアログを

表示します。エラークリアは，読み書きに失敗した

機能コードのリストを削除し，ツリー表示の[読み書

き失敗(桃色部分)]を機能コードが表示されていな

い状態にします。 

[印刷] ：左側のツリーで選択している機能コードの一覧表 

を印刷します。 

[比較] ：インバータデータと一覧表，タッチパネルと一覧表，

または保存ファイルと一覧表の機能コード設定値を

比較します。 

比較結果をツリー表示の[比較結果]に表示します。 

[対象インバータ] 

([対象タッチパネル]) 

下記を参照してくださ

い。 

 

[閉じる] 

機能コード設定ウィン

ドウを閉します。 

 

 

対象インバータ（対象タッチパネル） 

読出し，書込み動作を行う対象を選択します。リスト数が 1の場合，選択の必要はありません。

RS-485マルチドロップ接続の場合，リストから選択する必要があります。 

読出し，書込み動作を行う対象がインバータかタッチパネルかは，下表のとおり，[通信設定]

ウィンドウのポート設定で決まります。リストは，[接続設定]ウィンドウの No.欄にマーク

のついた行に対応しており，リスト数はマークの数と同じです。 

[通信設定]ウィンドウは，[１.５.５.１.通信設定]を参照してください。 

[接続設定]ウィンドウは，[１.５.５.２.接続設定]を参照してください。 

 

表 ２-１ [通信設定]と対象インバータ（対象タッチパネル）の関係表 

[通信設定]ウィンドウのポート設定 
対象インバータ（対象タッチパネル） 

対象 リスト数 

RS-485接続 インバータ 1以上 

USB接続 

インバータ内のデータ(直結) インバータ 1 

インバータ内のデータ(TP経由) インバータ 1 

タッチパネル内のデータ タッチパネル 1 
  



 

 

 ２-１８ 

[ 1 ] インバータまたはタッチパネルから機能コード設定値を読み出す 

対象がインバータの場合，[読出]ボタンをクリックと下記のダイアログが開きます。 

[OK]をクリックすると，インバータから機能コード設定値を読み出します。 

 
 

対象がタッチパネルの場合も同様です。[OK]をクリックすると，タッチパネルから機能コード

設定値を読み出します。 

 

 
• タッチパネルからの読み出しには，データの書き込まれているタッチパネルを使用

してください。購入したばかりのタッチパネルなど，データの書き込まれていない

タッチパネルからは読み出せません。 

 

 

・パスワードで保護された機能コードの読み出し、書き込みについて 

 

 
• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータからの機能コー

ド読み出しは，行わないでください。読み出しを行うときは，パスワード保護を解

除してから行ってください。パスワード保護が有効のままで読み出すと，目的の機

能コードが読み出せない，読み出しに時間がかかる，といった障害が発生する可能

性があります。 

書き込みのときも同様です。パスワード保護を解除してから行ってください。 

 

 
• パスワード機能については，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズ

マニュアルを参照してください。 
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 ２-１９ 

[ 2 ] ローダからインバータまたはタッチパネルへ機能コードを書き込む 

機能コードをインバータまたは USB付き遠隔タッチパネルへ書き込むには，機能コードの編集

で表示されている[一覧編集]ウィンドウの下方左側の[書込]ボタンをクリックします。 

[機能コード書き込み動作選択]ウィンドウを表示します。 

 

 

この選択は機能コード y97の存在するインバータ機種で有効です。機能コード y97の存在しな

いインバータ機種，または，書き込み先が USB付き遠隔タッチパネルの場合，選択できません(下

図参照)。 

 

 

 

以下，“インバータまたは USB付き遠隔タッチパネル”を対象機器と表記します。 

 

・編集された機能コード設定値(青色部分)のみ 

ローダで編集された機能コードの設定値が対象機器に書き込まれていない状態(青色部

分)の設定値のみ，対象機器へ書き込みます。 

 

・ユーザ定義に登録した機能コードのみ 

一覧編集でユーザ定義に登録した機能コードの設定値のみ，対象機器へ書き込みます。 

 

・工場出荷値と異なる機能コード(*付き)のみ 

機能コードの設定値が工場出荷値と異なっている場合(*付き)の設定値のみ，対象機器へ

書き込みます。(Read only機能コードを除く。) 

 

・全ての機能コード 

機能コードの設定値を対象機器へ書き込みます。(Read only機能コードを除く。) 

 

  



 

 

 ２-２０ 

・設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97 に 2の書き込み) 

対象機器が機能コード y97の存在しないインバータ機種，または USB付き遠隔タッチパネ

ルの場合，選択できません。 

以下のような目的で書き込みを行う場合はこちらを選択します。 

• 一時記憶メモリに保存する設定(y97が 1)のインバータに対し，編集した機能コードを

不揮発性メモリへ保存し，保持させたい 

• 機能コード y97の設定自体を変更 (0から 1へ，または 1から 0へ変更)したい 

• 不揮発性メモリに保存する設定(y97が 0)のインバータに対し，書き込む機能コード設

定値の変更数が多い 

書き込んだ機能コード設定値をインバータの不揮発性メモリに保存するため，y97に 2を

書き込みます。そのため，y97が 1(一時記憶メモリに書き込み)のときでも，機能コード

設定値は不揮発性メモリに保存されます。 

(ただし，S01など一部の機能コードは一時記憶メモリに保存されます。) 

さらに，機能コード y97の存在する[一覧編集]ウィンドウから書き込みを行う場合，y97

の設定値を書き込みます。 

 
• 機能コード y97の存在する[一覧編集]ウィンドウから書き込みを行う場合，必ず[一

覧編集]ウィンドウの y97を設定してください。例え y97を書き込み対象として選択

していない場合であっても，必ず y97 を書き込みます。y97 を変更しないときは，

書き込み先インバータの y97と同じ値に設定してください。 

 

 
• 不揮発性メモリに保存する設定(y97が 0)のインバータに対し，書き込む機能コード

設定値の変更数が多い場合，本書き込み方法を選択してください。[不揮発性メモリ

への保存方法はインバータ本体の y97の設定に従います(y97は書き込みません)]を

選択した場合と比較して，書き込み時間を短縮できます。 

 

 
• 書き込み対象として選択していない機能コードも不揮発性メモリに保存されます。 

 

 
• 一時記憶メモリに保存する設定(y97が 1)のインバータに対し，選択した機能コード

のみを不揮発性メモリに保存したいときは，以下の手順で書き込みしてください。 

最初に，[設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97に 2の書き込み)]を選択して，

y97へ 0を書き込みます。 

次に，[不揮発性メモリへの保存方法はインバータ本体の y97の設定に従います(y97

は書き込みません)]を選択して，変更したい機能コードへ設定値を書き込みます。 

最後に，[設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97に 2の書き込み)]を選択して，

y97へ 1を書き込みます。 
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以下に，[設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97に 2の書き込み)]を選択したときの

ローダの書き込みフローを示します。 

 

 

 
• 上のフローの(b)-(c)間で書き込みをキャンセルすると機能コード y97が 1となりま

す。キャンセル後に設定値を書き込み前に戻すときは，y97も戻す必要があります。 

 

  

標準の機能コードの[一覧編集]ウィンドウ 

からインバータへ書き込み 

 

START 

y97 に 1 を書き込み 

指定された全ての機能コードに 

設定値を書き込み 

y97 に 2 を書き込み 

y97 に設定値を書き込み 

y97 に 2 を書き込み 

END 
  

カスタマイズロジックの機能コードの 

[一覧編集]ウィンドウ 

からインバータへ書き込み 

START 

y97 に 1 を書き込み 

指定された全ての機能コードに 

設定値を書き込み 

y97 に 2 を書き込み 

y97 に(a)の読み出し値を書き込み 

y97 に 2 を書き込み 

END 
  

インバータから y97 を読み出し (a) 

(b) 

(c) 



 

 

 ２-２２ 

・不揮発性メモリへの保存方法はインバータ本体の y97 の設定に従います(y97 は書き込みませ

ん) 

対象機器が機能コード y97の存在しないインバータ機種，または USB付き遠隔タッチパネ

ルの場合，選択できません。 

以下のような目的で書き込みを行う場合はこちらを選択します。 

• 一時記憶メモリに保存する設定(y97が 1)のインバータに対し，編集した機能コードを

一時記憶メモリに保存したい。(不揮発性メモリに保存したくない。) 

• 不揮発性メモリに保存する設定(y97が 0)のインバータに対し，書き込む機能コード設

定値の変更数が少ない 

書き込んだ機能コード設定値がインバータの不揮発性メモリと一時記憶メモリのどちら

に保存されるかは，インバータの y97の設定に従います。 

不揮発性メモリに保存する設定(y97が 0)のインバータに対し書き込みを行う場合，設定

値は一つずつインバータの不揮発性メモリに保存されます。そのため，書き込む機能コー

ド設定値の変更数が多い場合，[設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97に 2の書き込

み)]を選択した場合と比較して，書き込み時間が長くなります。 

書き込み対象機能コードに y97が含まれていても y97に書き込みません。y97に書き込む

ときは，[設定値を不揮発性メモリへ保存します(y97に 2の書き込み)]を選択してくださ

い。 

 
• 書込み後に最新の設定値に更新したい場合は「書込み動作後，インバータより機能

コード設定値を読み出します。」にマークを付けてください。 

対象がタッチパネルの場合も同様です。「書込み動作後，タッチパネルより機能コ

ード設定値を読み出します。」にマークを付けてください。 

 

 

・書き込みに失敗した場合の動作 

ローダは，書き込み属性(書き込み許可／禁止)が動的に変化する機能コード(例えば運転中

変更不可の機能コード)の書き込み属性を識別できません。このような機能コードに対し書

き込みを行うと，書き込みに失敗することがあります。 

書き込み対象機能コードの中に書き込みできない機能コードが含まれているときは，全て

の書き込み対象機能コードの書き込みを行い，書き込み終了後に，書き込みに失敗した機

能コードを一覧表示します。 

 

画面右下の[ファイル出力]をクリックすると，表示内容を CSVファイルに保存できます。 
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 ２-２３ 

エラーウィンドウを閉じた後は，メインメニューの[一覧編集]([２.７.一覧編集]参照)に

ある[最終エラー情報 CSV出力]で保存できます。 

 

[一覧編集]のツリーで[読み書き失敗(桃色部分)]を選択すると，書き込みに失敗した機能

コードを確認できます。 

 

書き込みに失敗した機能コードの設定値は，桃色で表示されます。 

 

 

 

桃色で表示。 

書き込みの失敗には，以下のような要因が考えられます。 

• インバータ運転中に，運転中変更不可の機能コードに書き込みした。 

• リンク(通信)編集不許可の機能コードに書き込みした。 

例：RS-485 通信ポート 1の周波数指令が有効(H30が 1)のとき，RS-485 通信ポート 2

に接続したローダから S01(周波数指令)に書き込みした。 

• パスワード保護中の機能コードに書き込みした。 

• 書き込み中にキャンセルした。 

 

[読み書き失敗(桃色部分)]を機能コードが表示されていない状態にするには，[一覧編集]

のツリーで[読み書き失敗(桃色部分)]を右クリックします。 

 
 

コンテキストメニューの[クリア]をクリックすると，読み書き

失敗機能コードを表示しなくなります。 

 

[一覧編集]の下の[詳細設定]で[エラークリア]をクリックした場合も同様に，読み書き失

敗機能コードを表示しなくなります。 

 

  



 

 

 ２-２４ 

・カスタマイズロジックの機能コード一覧からの書き込みについて 

 

 
• カスタマイズロジック用機能コード(U，U1，UA，UBなど)の[一覧編集]ウィンドウで

機能コードを編集して[全ての機能コード]で書き込む場合，カスタマイズロジック 

Step 1から Step 14は，U01から U70ではなく，UA00から UA69を編集してください。 

 

U01と UA00，U02と UA01，... ，U70と UA69は，それぞれインバータの同じメモリアドレ

スに書き込みされます。[全ての機能コード]を選択して書き込みすると，U01から U70 は，

後から書き込まれる UA00から UA69で上書きされます。 
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[ 3 ] 設定値を変更する 

機能コードによって，設定値を変更する手段が異なります。 

(1) 周波数，時間，電圧など数値そのものを設定する機能コードの場合は，変更する機能コー

ドの設定値の欄をクリックして数値を設定します。 

 
 

変更する機能コードを選択して画面下の[設定]ボタンをクリックする，または，上記の状

態からさらに設定値の欄をダブルクリックすると，[設定値]ウィンドウが表示されるので

数値を設定します。 

 

 

ただし，設定値をリストから選択する機能コードでは，[設定値]ウィンドウは表示されま

せん。 

 

 

(2) 設定する値をリストから選択する機能コード（例えば，F00データ保護，F01周波数設定 1

など）の場合は，変更する機能コードの設定値の欄をクリックすると ボタンが表示され

ます。 をクリックし，リストの中から設定するデータを選択します。 

 
 
 

 
• 変更された機能コードのデータがインバータに書き込まれていない状態では，青色

表示されています。 

 • 変更された機能コードのデータが工場出荷値と異なっている場合，[一覧編集]ウィ

ンドウの[変更]列に“＊”マークが付きます。 

 

  



 

 

 ２-２６ 

[ 4 ] 保存する 

ローダ上に開いている機能コード設定をパソコン内に保存するには，メインメニューの[ファイ

ル]→[上書き保存]，または[名前を付けて保存]を選択します。 

 
 

初めて保存する場合は，[上書き保存]を選択した場合も，[名前を付けて保存]と同様に下記の

ダイアログが開きます。 

［保存する場所］を選択し，［ファイル名］に保存するファイルの名前を入力した後，[保存]

をクリックして入力を確定してください。 

 
 

*.FNL：ローダ専用形式。標準の機能コード(F，E，Cなど)データ。FRENIC Loader4 でのみ開く

ことができます。 

*.FBL：ローダ専用形式。カスタマイズロジック機能コードデータ。FRENIC Loader4 でのみ開

くことができます。 

 

 
• 標準の機能コード(F，E，Cなど)データを CSV形式で保存することもできます。 

方法については，[２.７.一覧編集]を参照してください。 

 

 
• パスとファイル名を合わせた長さを，半角文字で 200字以内，全角文字で 100字以

内にしてください。この長さを超えると保存できません。 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-２７ 

[ 5 ] 印刷する 

[一覧編集]ウィンドウの左側画面のツリーで選択された項目が印刷対象になります。 

[一覧編集]ウィンドウの左側画面のツリーで“機能コード”，または“グループ別”を選択す

ると F，E，C，･･･等の各機能コード，またはグループを表示します。 

[一覧編集]ウィンドウの右下に表示されている[印刷]ボタンをクリックする，またはメインメ

ニューの[ファイル]→[印刷]を選択すると，[印刷]ウィンドウを表示します。 

「２.２.６.印刷」を参照してください。 

 

簡易印刷を設定するには･･･ 

一覧編集画面に表示されている項目のうち，機能コード番号と設定値のみ印刷する場合は，[一

覧編集]ウィンドウの最下行に表示されている[詳細設定]をクリックして，詳細設定ダイアログ

を開き，[印刷設定]をクリックします。[印刷設定]ダイアログが表示されるので，[簡易印刷]

にマークを付けて，[OK]をクリックします。ただしこの操作では，設定のみで印刷はできませ

ん。 

 
 

 
 

実際に印刷をする前に，印刷される状態を画面で確認するには･･･ 

メインメニューの[ファイル]→[印刷プレビュー]を選択します。 



 

 

 ２-２８ 

[ 6 ] 比較 

現在編集中の機能コード設定値を，[対象インバータ]で選択したインバータの機能コード設定

値，タッチパネルの機能コード設定値，ファイルに保存されている機能コード設定値のいずれ

かと比較し，結果を表示します。 

 

 

インバータと比較 

(タッチパネルと比較) 

対象がインバータの場合，編集中の機能コー

ド設定値とインバータの機能コード設定値と

を比較します。 

対象がタッチパネルの場合，[タッチパネルと

比較]と表示します。編集中の機能コード設定

値とタッチパネルの機能コード設定値とを比

較します。 

 

保存ファイルと比較 

編集中の機能コード設定値とファイルに保存

されている機能コード設定値を比較します。 

 

比較結果に ReadOnly を含める 

チェック BOX にチェックを付けると，「Read 

Only」の機能コードも比較対象に含めます。 

 

比較結果に通信コードを含める 

チェック BOX にチェックを付けると，「通信

コード」の機能コードも比較対象に含めます。 

 

閉じる 

この比較先選択のダイアログを閉じます。 

 

※ 比較対象のインバータは，あらかじめ[一覧編集]ウィンドウの最下行に表示されている[対

象インバータ]の をクリックして選択しておく必要があります。 

 

比較が終了すると[一覧編集]ウィンドウの左側画面ツリーの[比較結果]へ自動的に移動し，結

果を一覧表示します。 
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 ２-２９ 

[ 7 ] ユーザ定義（任意の機能コードのみ表示する） 

登録する 

機能コードをユーザ定義に登録するには，[一覧編集]ウィンドウに表示されている機能コード

の中から登録したい機能コードを選択し（複数選択可能），右クリックします。サブメニュー

にユーザ定義グループ名称（下図の場合，ユーザ定義１～５）が表示されるので，登録したい

名称を左クリックします。選択中の機能コードがユーザ定義に登録されます。 

 

 

表示する 

左側画面のツリーに表示されているユーザ定義グループ名称（下図の場合，ユーザ定義１～５）

の中から表示させたいグループを選んで左クリックすると，登録されている機能コードが表示

されます。 

 

 

解除する 

登録を解除するには，解除したい機能コードを選択し（複数選択可能），右クリックします。

サブメニューに表示されるマークの付いたユーザ定義グループ名称の中から，削除したいユ

ーザ定義グループを選んで左クリックします。選択中の機能コードの登録が解除されます。 

選択した機能コードが複数のユーザ定義グループに登録されている場合，サブメニューの「ユ

ーザ定義解除」を左クリックすると，全てのユーザ定義グループから登録が解除されます。 

  



 

 

 ２-３０ 

ユーザ定義名称を変更する 

 

左側画面のツリーでユーザ定義１～５を左ク

リック，または右クリックし[名前の変更]を

左クリックすると，ユーザ定義名称を変更で

きます。 

 

[ 8 ] 検索 (機能コードを用語検索する) 

メインメニューの[編集]→[検索]を選択すると，[検索] ダイアログを表示します。 

 

一覧編集画面に含まれる用語の中から，検索

したいキーワードを入力して[OK]ボタンをク

リックします。 

 

[一覧編集]ウィンドウの左側画面ツリーの

[検索結果]へ自動的に移動し，入力した用語

を含む機能コードを一覧表示します。 

 

下図はキーワード「電圧」と「電流」を OR条件で検索した例です。 

 

 

キーワードである[電圧]と[電流]の間を半角

スペースで区切ります。 

 

[OR]を選択します。 

 

「電圧」または「電流」を含む機能コードが一覧表示されます。 

 
 

 
• 検索の対象範囲は，全ての項目(変更，No.，機能コード名，設定値，･･･)です。 

ただし，[詳細設定]→[表示項目]で非表示にした項目も対象になります。 

• 機能コード情報の内容は，検索の対象範囲ではありません。 
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 ２-３１ 

２.３.１.２. オートチューニング 

自動的にモータ定数を測定し，インバータに保存します。 

 

 
• チューニングを行う前に，各インバータ機種のユーザーズマニュアルでチューニン
グに関する事項（チューニング前に必要な設定，機械系の準備，注意事項など）を
よく確認してください。 

 

 
• FRENIC-Mini(C1S)では，[オートチューニング]タブを表示しません。 

• [通信設定]ウィンドウで[USB接続]の[タッチパネル内のデータ]を設定している場

合，[オートチューニング]タブを表示しません。 

 
 

オートチューニング動作選択 

チューニング方法の選択です。 

機械系の状態を確認し，「停止チューニング」と「回転チューニング」のどちらを行うか決定してください。 

（詳細については，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで確認してください。） 

対象モータ 

現在選択中のモータ 

が表示されます。 

チューニング結果 

チューニング終了後に 

チューニング結果を表示 

します。 

チューニング結果 

[START]ボタンをクリックすると，インバータからモータ

定数を読み出して[チューニング前]列に表示します。 

チューニング終了後にインバータからモータ定数を読み

出して[チューニング後]列に表示します。 

 

 

回転方向 

FWD(ローダ):正回転 

REV(ローダ):逆回転 

機械設備が実際に回転す

る方向に合わせて回転方

向を設定してください。 

モータ定数 

[START]ボタンをクリッ

クすると，インバータか

らモータ定数を読み出し

て表示します。 

オートチューニング操作 

チューニング動作の開始ボタン 

です。 

[START]をクリックすると確認ダ

イアログを表示します。確認ダイ

アログで[OK]をクリックすると，

回転方向で選択した方向で，チュ

ーニングを開始します。 

対象インバータ 

チューニング対象

インバータの選択

です。 

  



 

 

 ２-３２ 

２.３.１.３. ファイル情報 

開いている機能コード一覧に関する情報を表示します。また，「電圧」，「容量」，「現在の

定義ファイル」は任意に変更することも可能です。 

 

プロパティ 

・インバータから機能コードを読み出した場合， 

インバータの情報を表示します。 

・タッチパネルから機能コードを読み出した場合， 

タッチパネルが取り込んでいるインバータの情報を 

表示します。 

・「新規作成」で機能コード設定を開いた場合， 

新規作成時の初期設定を表示します。 

・「ファイルを開く」で保存したデータを開いた場合， 

保存ファイルの情報を表示します。 

コメント 

必要な情報をコメントとして 

保存できます。 

 

設定 

クリックすると，右図の[設定]ダイアログを表示しま

す。 
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 ２-３３ 

[ 1 ] インバータ入力電圧系列の変更 

現在開いている機能コード一覧のインバータ入力電源系列を変更します。 

機能コード編集の対象となるインバータに合わせて正しく設定してください。 

 

 
• 入力電圧系列はインバータの定格銘板に記載されているインバータ形式から知るこ

とができます。詳しくは，[２.２.１.[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，容量]を参照し

てください。 

 

「電圧」の選択値を変更すると電圧系列により異なる工場出荷値をもつ機能コード（データコ

ピー属性「１」の機能コードなど）の「設定値」，「最小値」，「最大値」，「工場出荷値」

が変更されます。 

  

 
• 上記のダイアログに表記されているように，電圧に関連する機能コードの「設定

値」は初期化されるので，問題がある場合は，編集中のファイルを保存するよう

にしてください。 

 

  



 

 

 ２-３４ 

[ 2 ] インバータ容量の変更 

現在開いている機能コード一覧のインバータ容量を変更します。 

機能コード編集の対象となるインバータに合わせて正しく設定してください。 

 

 
• インバータ容量はインバータの定格銘板に記載されているインバータ形式から知

ることができます。詳しくは，[２.２.１.[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，容量]を

参照してください。 

 

「容量」を変更すると容量により異なる工場出荷値をもつ機能コード（データコピー属性が「２」

の機能コードなど）の「設定値」，「工場出荷値」が，選択された容量の値に変更されます。 

  

※機種により，( )内に電流形式が表記されます。例：11 kW (0022) 

 

 
• 上記の確認ダイアログに表記されているように，容量に関連する機能コードの「設

定値」は初期化されるので，問題がある場合は，編集中のファイルを保存するよ

うにしてください。 
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 ２-３５ 

[ 3 ] 定義ファイルの変更 

定義ファイルは，インバータの ROMバージョンに対応した適切なファイルを選択してください。 

例えば，機能コード一覧の新規作成時にインバータの ROMバージョンが確認できず，初期設定

の定義ファイルを使用していた場合には，適切な定義ファイルが選択されていない可能性があ

ります。このような場合，定義ファイルを選択し直す必要があります。 

 

 
• インバータの ROMバージョンに対して適切な定義ファイルが選択されていない場

合，機能コード数の不一致などにより，機能コードの読み出し，書き込み時にエ

ラーが発生する可能性があります。 

 

 
• [メニュー]→[機能コード設定]→[編集データ選択]ウィンドウの[インバータか

ら読み出し]を選択してインバータから設定を読み出した場合には，最適な定義フ

ァイルが自動で選択されるため，通常，定義ファイルを選択し直す必要はありま

せん。 

 

「定義ファイル」を変更するには，[設定]ダイアログの[変更]ボタンをクリックます。 

 

 

 

 

 

Version 1.0.1.0以降の場合 

表示されている定義ファイルの中か

ら，インバータの ROMバージョンに

対応する定義ファイルを選択して

[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

Version 1.0.0.0の場合 

ダイアログに表示されている定義

ファイルの中から，インバータの

ROMバージョンに対応する定義ファ

イルを選択して[開く]ボタンをク

リックします。 

 

定義ファイルの選択については，

[２.２.１.[ 2 ] 定義ファイルの選

択指針]を参照してください。 

 

  



 

 

 ２-３６ 

定義ファイルを変更すると，変更前と変更後の定義ファイル間の差異により，エラーが発生する

可能性があります。 

下図は，「fnc_x_3_3900a.csv」から「fnc_x_3_3000b.csv」に変更した場合に発生するエラーの例

です。ファイル読み込みエラーが発生していない機能コード設定値は，編集したものがそのまま

適用されます。 

 

 

 

 

 
• 定義ファイルの変更前に存在して変更後に存在しない機能コードは[一覧編集] 

ウィンドウから削除されます。 
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 ２-３７ 

２.３.２. 運転モニタ 

運転中のインバータの状態がモニタできます。 

メインメニューの[メニュー]で[運転モニタ]を選択する，または，メインウィンドウのツール

バーより を選択し，[運転モニタ設定]をクリックすると[運転モニタ]ウィンドウが開きます。 

 

 

 
• [運転モニタ]は，インバータまたはタッチパネルと接続中のときのみ使用してく

ださい。未接続の状態で[運転モニタ]ウィンドウを開くと信号を表示しません。 

• 通信状態によっては通信対象の検出に時間がかかる場合があります。通信対象の

検出が終わるまで画面操作ができません。長時間，画面操作ができなくなること

を防止するため，できるだけ通信状態の良い環境で使用してください。 

• [運転モニタ]を使用する場合は，必ず，モニタ対象インバータを[通信設定]→[接

続設定]ウィンドウの No.1 に登録してください。マルチドロップ接続で接続した

複数の機器をモニタする場合は，モニタ対象インバータを No.1, No.2, No.3, ... 

と連番で登録してください。[接続設定]については，「１.５.５.２.接続設定」

を参照してください。 

 

[通信設定]ウィンドウで[USB接続]の[タッチパネル内のデータ]を設定し，かつ，タッチパネル

と接続中の場合，[運転モニタ]には，タッチパネルのメモリに保存されているインバータの情

報を表示します。USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uのメモリ機能については，[１.３.１.

１.TP-E1Uのメモリ機能について]を参照してください。 

 

 
• タッチパネルからの読み出しには，データの書き込まれているタッチパネルを使用

してください。購入したばかりのタッチパネルなど，データの書き込まれていない

タッチパネルからは読み出せません。 

 

  



 

 

 ２-３８ 

２.３.２.１. Ｉ／Ｏモニタ 

(インバータの入力端子／出力端子の状態をモニタする) 

インバータの入力端子，出力端子の状態をモニタできます。 

 
 

CSV 保存 

I/O モニタのデータを 

CSV 形式で保存します。 

更新 

端子機能，ステータス，

値を最新状態に更新し

ます。 

設定 

信号の表示／非表示と 

表示順序の入れ替えが 

できます。 

対象インバータ 

モニタ対象の選択で

す。 

 
 

ステータスの色 

“ノーマル”と“ステータス”が同じ場合は緑，異なる場合はオレンジに変化します。 

ノーマル ステータス(Open) ステータス(Close) 

Open 緑 オレンジ 

Close オレンジ 緑 

 

特殊な値 

出力端子の値に 3276.7 と表示されている場合は，その端子が，単位で表現される出力形態(電

圧出力(V)，電流出力(mA)，パルス出力(p/s))ではないことを意味します。 

例 :右の表示の場合，端子 FMは

電流出力(単位 mA)ではあり

ません。 
 

 

 
• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータと接続している

場合，端子機能が表示されない([READ_ERR]表示になる)場合があります。このよう

な場合，端子機能を正しく表示させるにはパスワード保護を解除する必要がありま

す。パスワード機能については，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザー

ズマニュアルを参照してください。 
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 ２-３９ 

信号の表示／非表示と表示順序の入れ替え 

[設定]ボタンをクリックと[I/Oモニタ表示項目選択]ウィンドウが開きます。 

ここでは[I/Oモニタ]ウィンドウに表示する信号の選択と表示順序の変更ができます。 

 

 
 

 
初期化 

設定内容を初期化します。 

選択 

保存した設定ファイルを読

み込みます。 

保存 

設定をテキスト形式で 

ファイルに保存します。 

閉じる 

ウィンドウを閉じます。 

 

 

非表示にする 

 

 

非表示にしたい信号を左クリックします。 

 

 

 

もう一度左クリックするとリストボックスに変わります 

 

 

 

リストから空白を選択します。 

 

 

 

[保存]をクリックして，設定を

ファイルに保存します。 

 

  



 

 

 ２-４０ 

表示順序を変更する 

例として，[FWD]を[X1]に移動させます。 

 

 

移動させたい信号を非表示にします。 

（上の[非表示にする]を参考にしてください。） 

 

左の例では，[FWD]を非表示にしました。 

 

 

移動先を左クリックします。 

 

左の例では，[X1]を左クリックしました。 

 

 

もう一度左クリックするとリストボックスに変わります 

 

 

リストから移動させたい信号を選択します。 

（リストには，現在選択中の信号と非表示にした信号が表示

されます。） 

 

左の例では，[FWD]を選択しています。 

 

 

[保存]をクリックして，設定を

ファイルに保存します。 

 

 

 
• 保存せずに[I/Oモニタ表示項目選択]ウィンドウを閉じると，変更が[I/Oモニタ]

ウィンドウに反映されません。 
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 ２-４１ 

２.３.２.２. システムモニタ 

(インバータの内部情報，メンテナンス状態をモニタする) 

インバータの ROMバージョン，形式，内部設定情報およびメンテナンス情報が確認できます。 

 
 

ＣＳＶ保存 

システムモニタのデータを CSV形式で保存できます。 

 

対象インバータ 

(対象タッチパネル) 

モニタ対象の選択です。 
 
  



 

 

 ２-４２ 

２.３.２.３. アラームモニタ (インバータのアラーム情報をモニタする) 

インバータのアラーム状態を表示します。発生中のアラーム内容および発生時の各種運転情報

を確認することができます。 

 
アラームリセット 

発生中のアラームを 

リセットします。 

アラーム履歴の初期化 

対象インバータのアラーム履歴を 

初期化します。 

アラーム発生時のデータ 

リストボックスで選択したアラーム発生当時

の運転情報を表示します。 

 

 
 

ＣＳＶ保存 

アラーム発生時のデータを CSV形式で保存できます。 

対象インバータ 

(対象タッチパネル) 

モニタ対象の選択です。 

 

 

・ 運転指令を入れたままアラームリセットを行うと，アラーム解除と同時に予期しない 

インバータの運転が開始することがあるのでご注意ください。 

 事故のおそれあり 

 

 
• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータに対しては，[ア

ラーム履歴の初期化]が効かない場合があります。このような場合，[アラーム履歴

の初期化]を行うためにはパスワード保護を解除する必要があります。パスワード機

能については，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参

照してください。 
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 ２-４３ 

16進数値 

項目欄の後ろに(Hex)の表示がある場合，値欄には 16 進数を表示し，単位欄には機能コードを

表示します。機能コードは左から順に，最新アラーム，1 回前アラーム，2 回前アラーム，3 回

前アラームです。 

Version 1.0.1.0以降の場合 

単位欄の  シンボルをクリックすると詳細情報を表示します。 

例 :FRENIC-Ace(E2S)に接続して，最新アラームの運転状態の値が“0021”(下の値)の場合 

 

詳細情報 

 

 

  



 

 

 ２-４４ 

Version 1.0.0.0の場合 

詳細情報を知るためには，RS-485 通信マニュアルで当該機能コードのデータフォーマットを参

照する，または，[一覧編集]ウィンドウ([２.３.１.１.一覧編集]参照)で当該機能コードの機

能コード情報を参照してください。 

 

[一覧編集]ウィンドウで X25の機能コード情報を参照します。 

 

機能コード情報は，[一覧編集]ウィンドウの機能コード名をダブルクリックするか，また

は，機能コードを選択した状態で[一覧編集]ウィンドウの下にある[機能コード情報]ボタ

ンをクリックすると表示します。 

 

16進数の“0021”は 2進数で次のように表現されます。 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

 

従って，正転中(bit0が 1)と直流中間確立(bit5が 1)の状態であることが分かります。 
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 ２-４５ 

２.３.２.４. 運転状態モニタ (インバータの運転状態をモニタする) 

現在の出力周波数や出力電圧などの情報を確認することができます。 

 
 

ＣＳＶ保存 

運転情報を CSV形式で保存でき

ます。 

設定 

信号の表示／非表示と表示順序の 

入れ替えができます。 

方法は「２.３.２.１.信号の表示／

非表示と表示順序の入れ替え」を参

照してください。 

対象インバータ 

(対象タッチパネル) 

モニタ対象の選択です。 

 

特殊な値 

トルク制限値の値 32767は，不動作を意味します。 

 

16進数値 

項目欄の後ろに(Hex)の表示がある場合，値欄には 16進数を表示します。(Hex)の左側の( )は，

機能コードを表しています。 

  



 

 

 ２-４６ 

Version 1.0.1.0以降の場合 

項目欄の  シンボルをクリックすると詳細情報を表示します。 

例 :FRENIC-Ace(E2S)に接続して，運転状態の値が“0028”(下の値)の場合 

 

詳細情報 
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 ２-４７ 

Version 1.0.0.0の場合 

詳細情報を知るためには， RS-485通信マニュアルで当該機能コードのデータフォーマットを参

照する，または，[一覧編集]ウィンドウ([２.３.１.１.一覧編集]参照)で当該機能コードの機

能コード情報を参照してください。 

 

[一覧編集]ウィンドウで M14の機能コード情報を参照します。 

 

 

機能コード情報は，[一覧編集]ウィンドウの機能コード名をダブルクリックするか，また

は，機能コードを選択した状態で[一覧編集]ウィンドウの下にある[機能コード情報]ボタ

ンをクリックすると表示します。 

 

16進数の“0028”は 2進数で次のように表現されます。 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 

 

従って，インバータ遮断(bit3 が 1)と直流中間確立(bit5 が 1)の状態であることが分かり

ます。 

 

  



 

 

 ２-４８ 

２.３.３. カスタマイズロジック 

グラフィカルな編集ツールでカスタマイズ機能のロジック回路を作成し，インバータへ転送す

ることができます。 

また，作成した回路を画面上でデバッグすることができます。 

メインメニューの[メニュー]で[カスタマイズロジック]を選択する，または，メインウィンド

ウのツールバーより を選択し，[カスタマイズロジック]をクリックすると[編集データ選択]

ウィンドウが開きます。 

 

[編集データ選択]ウィンドウから，表示・編集するカスタマイズロジックを選択します。 
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 ２-４９ 

２.３.３.１. 編集データ選択 

エディタを起動すると最初に下図の[編集データ選択]ウィンドウを表示します。 

 

 

・新規作成 

カスタマイズロジックのプロジェクトを新規に作成します。 

機種とバージョンは，使用可能なステップ数，回路の種類などに影響しますので，対象

となるインバータに合わせて正しく設定してください。 

 

機種 

対象とするインバータの形式を選択 

します。 

ステップ数 

最大ステップ数を表示します。 

 

バージョン 

対象とするインバータの ROMバージョンを選択します。 

FRENIC-Ace(E2S)の ROMバージョン 5600以降は，[３.２.７.インバータ ROMバージョンの読み替え]に従って ROMバ

ージョンを読み替えて選択してください。 

選択肢の中にインバータと同じバージョンが存在しない場合，インバータの ROM バージョンよりも小さく，インバ

ータの ROMバージョンに最も近いバージョンを選択してください。 

インバータの ROM バージョンが選択肢のバージョンよりも大きい場合，ご使用のローダのリリース日以降に，イン

バータがバージョンアップした可能性があります。当社 WEBサイト-技術サポートページ Fe Libraryにアクセスし

て，ローダのバージョンアップファイルが存在するか確認してください。もしも存在する場合，ダウンロードして

使用してください。 

 

 
• 機種の選択に表示されるインバータの形式は，インバータの定格銘板に記載され

ているインバータ形式から知ることができます。詳しくは，[２.２.１.[ 1 ] 機

種，地域仕様，電圧，容量]を参照してください。 

• インバータの ROMバージョンは，インバータのタッチパネルで確認できます。 

確認方法は，各インバータ機種の取扱説明書を参照してください。 

FRENIC Loader4 とインバータが接続されている場合，簡単メニューの[運転モニタ]

→[システムモニタ]タブに表示されている[インバータ ROMバージョン]で確認でき

ます。 

  



 

 

 ２-５０ 

 
• 新規作成時にインバータの ROMバージョンが確認できない場合，後でバージョン

を変更できます。方法は，[２.３.３.１２.プロジェクトのプロパティ]を参照し

てください。 

ただし，バージョンを変更すると，使用可能なステップ数，回路の種類などが変

わり，ステップ No.割付を行った際，エラーが発生する可能性があります。新規

作成時はできる限り適切なバージョンを選択することを推奨します。 

 

 

・パソコンからファイル読み出し 

パソコンに保存されたカスタマイズロジックのプロジェクトファイルを読み出し，そのファ

イルデータを編集するウィンドウを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィルタ 

表示するファイルの種類を選択し

ます。 

 

開く 

選択したファイルを開きます。 

 

ファイルの種類 

 
FRENIC 

Loader4 

FRENIC-HVAC/ 

AQUA Loader 

FRENIC Visual 

Customizer 

カスタマイズロジックデータ *.CML *.CMX 

 

 
• [開く]ダイアログに FRENIC Loader4以外のローダの保存ファイルを表示させるに

は，フィルタを変更します。 
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 ２-５１ 

２.３.３.２. エディタ画面 

 

プロジェクト管理ウィンドウ 

プロジェクトファイルやファンクションブロック 

のプロパティを管理します。 

 

ツールボックス 

カスタマイズ機能のシンボルです。 

 

カスタマイズロジック用アイコン群 

 

対象インバータ 

(対象タッチパネル) 

接続対象を選択します。 

 

更新 

ステップの最新の数を 

更新します。 

グリッド 

グリッドサイズ 

を変更します。 

拡大 / 縮小 

レイアウト領域を 

拡大/縮小します。 

 

ログ消去 

出力ウィンドウのメッ

セージを消去します。 

実行サイクル 

あるステップが実行されてから次

に同じステップが実行されるまで

のおおよその時間です。 

機種と最大ステップNo.により決

まります。 

実行サイクルを自由に設定するこ

とはできません。 

出力ウィンドウ 

機能コード自動割付の

結果等を表示します。 

レイアウト領域 

シンボルをレイアウトして，

カスタマイズ機能回路を描画

します。 

 

カスタマイズロジック用アイコン群 

(1)   (2)   (3)  (4)     (5)  (6)    (7)     (8)    (9)  (10)  (11)   (12)  (13) 

 

 

No. アイコン名 機能 関連項 

(1) ツールボックス ツールボックスの表示，非表示を切り替えます。 ２.６.４ 

(2) 
プロジェクト管理 

ウィンドウ 

プロジェクト管理ウィンドウの表示，非表示を

切り替えます。 
２.６.４ 

(3) 出力ウィンドウ 出力ウィンドウの表示，非表示を切り替えます。 ２.６.４ 

(4) シンボル検索 
エディタ画面に配置したシンボルを，キーワー

ドで検索します。 
２.３.３.５ 



 

 

 ２-５２ 

No. アイコン名 機能 関連項 

(5) ステップNo.自動割付 
ステップNo.の自動割り付けと回路のチェック

を行います。 
２.３.３.７ 

(6) ステップNo.割付画面 ステップNo.を管理する画面を表示します。 ２.３.３.７ 

(7) 

ユーザ設定領域・カスタマイ

ズロジック記憶領域への設

定 

機能コードU121～U140，U171～U175の一覧画面，

入出力端子のプロパティの一覧画面，各ステッ

プの機能コード設定一覧画面を表示します。 

２.３.３.６ 

(8) 
インバータへ書き込み 

(タッチパネルへ書き込み) 

編集した回路をインバータまたはタッチパネル

へ書き込みます。 
２.３.３.９ 

(9) 比較 
編集した回路を，インバータ，タッチパネル，

保存ファイルの回路と比較します。 
２.３.３.１０ 

(10) モニタ 
インバータに書き込んだ回路の動作状況をモニ

タします。 
２.３.３.１１ 

(11) トレースモニタ情報保存 

インバータに書き込んだ回路の動作状態をリア

ルタイムトレースでモニタするための信号情報

を作成し保存します。 

２.３.５.１１ 

(12) 
カスタマイズロジック起動/

停止 

インバータに書き込んだ回路を起動，停止しま

す。 
- 

(13) オンライン一括操作 

[ステップNo.割付]→[インバータへ書込]→[カ

スタマイズロジックを起動]→[モニタ開始]と

いった一連の操作を簡素化します。 

２.３.３.１１ 

 

ツールボックス 

 

  

シンボル選択タブ 

このタブではシンボルのロジックタイプグル

ープを選択します。 

シンボル選択リストボックス  

このコンボボックスではシンボルのタイプを

選択します。 

 
共通シンボル 

入力 / 出力 

入出力端子に使用されるシンボルです。 

分岐 

回線を分岐するために使用するシンボルです。 

コメント 

コメントを書き込むために使用するシンボル

です。 

ロジックシンボル 

タブとリストボックスで選択されたタイプの

機能シンボルを表示します。 
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 ２-５３ 

２.３.３.３. 回路作成 

カスタマイズロジックの作成手順は概ね以下のとおりです。本節では回路の作成について説明

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

START 

END 

カスタマイズ機能の設計 

カスタマイズ機能の回路作成 

ステップ No.割付 

インバータまたはタッチパネル 

へ書き込み 

デバッグ 

オンラインモニタ 

リアルタイムトレース 

グラフィカルな 

編集ツールで 

ロジック機能を 

描画します。 

(２.３.３.３.項参照) 

(２.３.３.９.項参照) 

(２.３.３.１１.項参照) 

(２.３.３.７.項参照) 



 

 

 ２-５４ 

[ 1 ] カスタマイズ機能シンボルの配置 

ツールボックスからシンボルを選択し，レイアウト領域にドラッグ＆ドロップします。 

 

カスタマイズ機能の実行順序は，レイアウトの位置によって決定します。 

詳しくは「２.３.３.７.ステップ No.割付」を参照してください。 

 

[ 2 ] カスタマイズ機能シンボルの設定 

シンボルの信号選択やタイマ値等のパラメータの設定は，シンボルを選択し，ダブルクリック

して表示されるダイアログで行います。 

またはシンボルを選択し右クリックで表示されるコンテキストメニューの「プロパティ」を選

択して表示されるダイアログで行います。 

 

 

各シンボルのプロパティは次ページのとおりです。 
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 ２-５５ 

・入力端子のプロパティ 

 

機能コード 

ステップ No.自動割付に 

成功すると表示します。 

信号名称 

設定した信号のコードと名称を表示します。 

 

ボタン 

信号をリストから選択できます。 

 

信号コード設定欄と[SET]ボタン 

信号をコードで設定できます。 

コードは，機能コード U02，U03の 

設定範囲を参照してください。 

 

信号の内容は，[２.３.３.１６.入力端子の

信号コード一覧]を参照してください。 

カスタマイズロジック専用信号にする 

信号に端子入力信号(4000 番台，5000 番台)を選択すると有効になります。 

チェックするとインバータへの書き込み時，端子機能を設定する機能コードに対し，機能無効を書き込みます。 

例えば，X1端子の場合，X1端子機能 E01 に 100[NONE]を書き込みます。 

 

 
• 入力端子のプロパティの[カスタマイズロジック専用信号にする]にチェックを

して書き込みした後，チェックを外して書き込みしたとき，端子機能は書き戻さ

れません。端子機能を書き込み前に戻すときは，ローダの機能コード一覧編集，

インバータのタッチパネルなど，他の方法で行ってください。 

 

 
• [カスタマイズロジック専用信号にする]ではアナログ入力端子(12端子など)の

端子機能への書き込みは行いません。アナログ入力端子の機能を無効にするとき

は，ローダの機能コード一覧編集，インバータのタッチパネルなど，他の方法で

関連機能コード(F01,E61など)を設定してください。 

 

  



 

 

 ２-５６ 

・出力端子のプロパティ 

 

プロパティの出力選択で，内部ステップ出力『SO01』～『SO200』を接続す

るカスタマイズロジック出力信号 1『CLO1』～10『CLO10』を設定します。 

プロパティの機能選択で，カスタマイズロジック出力信号 1『CLO1』～10『CLO10』を接続

するインバータの信号を設定します。 

カスタマイズロジック出力信号を，以下では CLOと略します。 

出力選択   

CLO 割り付け 

割り付けされた CLO を表示します。 

出力端子シンボルを配置したとき， 

未使用の CLOを自動で割り付けます。 

ボタンで変更できます。 

 ボタン 

CLO をリストから選択します。 

他の出力端子が使用している CLO

は選択できません。 

CLO を他の出力端子が使用してい

る CLO に付け替える場合，他の出

力端子の CLO を一時的に未選択に

設定してください。 

CLO を設定すると，自動で[固定]

にチェックがつきます。 

 
内部ステップ出力 

ステップ No.自動割付に成功したとき，

ステップ No.を自動で表示します。 

機能コード 

CLO を設定したとき，CLO に対応する機

能コードを自動で表示します。 

 固定 

ステップ No.自動割付による CLO の 

自動割り付け許可を選択します。 

 :自動割り付け許可 

 :自動割り付け禁止 

 

 機能選択 

 機能コード 

CLO を設定した 

とき，対応する 

機能コードを 

自動で表示します。 

信号名称 

CLO を接続する 

インバータの信号 

コードと名称を 

表示します。 

ボタン 

信号を 

リストから 

選択します。 

信号コード設定欄と[SET]ボタン 

信号をコードで設定できます。 

コードは，機能コード U81の 

設定範囲を参照してください。 

 デジタル出力 

次ページを参照してください。 

アナログ出力 

次ページを参照してください。 
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 ２-５７ 

 

 デジタル出力 

CLO を接続するデジタル出力端子(Y端子)を選択します。 

チェックするとインバータへの書き込み時，端子機能を設定する機能コードに対し， 

[CLO割り付け]を書き込みます。 

例えば，出力選択の[CLO 割り付け](前ページ参照)が CLO1，[デジタ

ル出力]に E20:[Y1]を選択した場合(右図参照)，E20 に 111 [CLO1]を

書込みます。  

 アナログ出力 

CLO を接続するアナログ出力端子の設定です。 

チェックするとインバータへの書き込み時，端子機能を設定する機能コードに対し， 

[CLO割り付け]を書き込みます。 

例えば，出力選択の[CLO 割り付け](前ページ参照)が CLO1，[アナロ

グ出力]に F31:[FM]を選択した場合(右図参照)，F31 に 111[CLO1]を

書込みます。  

 

 
• 出力端子プロパティの[デジタル出力]または[アナログ出力]にチェックをして

書き込んだ後，チェックを外して書き込みしたとき，出力端子機能は書き戻され

ません。端子機能を書き込み前に戻すときは，ローダの機能コード一覧編集，イ

ンバータのタッチパネルなど，他の方法で設定を戻してください。 

 

  



 

 

 ２-５８ 

・連携端子(出力)のプロパティ 

 

 

端子番号 

シンボルを識別する番号を設定します。 

他の出力端子と重複しない番号を設定し

てください。 

他の出力端子が使用している番号を設定

するとステップ No.自動割付でエラーとな

ります。 

コメント 

コメントを設定できます。 

設定したコメントをシンボルの横に表示

します。 

 

・連携端子(入力)のプロパティ 

 

 

端子番号 

接続元となる連携端子(出力)の端子番号

を設定します。 

出力端子選択 

接続元となる連携端子(出力)の端子番号

をリストから選択します。 

リストには，レイアウト領域に存在する連

携端子(出力)の端子番号とコメントを表

示します。 
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 ２-５９ 

・機能ブロックのプロパティ 

 など 

ステップ 

ステップ No. 

ステップ No.自動割付に成功したとき， 

自動で表示します。 

カスタマイズロジックは，ステップ No. 

の小さい方から順に実行されます。 

出力 

ステップ No.自動割付に成功したとき， 

内部ステップ出力『SO01』～『SO200』 

を自動で表示します。 

 

 

 

ロジック機能 

機能コード 

ステップ No.自動割付に成功したと

き，機能コードを自動で表示します。 

機能名称 

ブロック選択コードと機能ブロック

名称を表示します。 

機能ブロックの内容は，[２.３.３.

１８.ロジックシンボル一覧]を参照

してください。 

機能 1，機能 2 

ロジックシンボルによって 

機能が異なります。 

例えば，AND＋ON ディレイロジック

は，機能 1 で ONディレイ時間を設定

します。 

Function Code ロジックは，機能コ

ード種別，機能コード番号を設定し

ます。 

説明 

ロジックシンボルの機能説明です。 

論理選択 

入力 1，入力 2 

デジタル入力のあるロジックシンボルで有効です。入力端子の論理を選択します。 

例えば，内部ステップ出力を論理反転して入力する場合に使用すると便利です。 

以下は，Step2の入力 1 に負論理を使用した例です。 

 

接点シンボルは， 

が正論理， が負論理 

を表します。 
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・コメントのプロパティ 

 

 

 

 

コメント 

コメントを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

[フォント] 

コメントシンボルを右クリックして 

コンテキストメニューの[フォント] 

を選択すると，[フォント]ウィンドウを表

示します。 

 

[フォント]ウィンドウでは，コメントの文

字サイズを変更できます。 

設定した文字サイズは，全てのコメントに

対し適用されます。 

文字サイズの設定範囲は 8から 99 です。 

8 未満は 8 に，99 超過は 99になります。 
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 ２-６１ 

[ 3 ] ロジックの結線 

ロジックとロジックを接続するために，シンボルを選択し，右クリックで表示されるコンテキ

ストメニューの「結線」を選択します。 

 
 

結線が表示されるので，結線の端の赤い四角の部分にカーソルを合わせて，マウスの左ボタン

を押しながら，接続させる対象のシンボルまで移動させてください。 

 

 
シンボルと接続されると結線の端が赤い四角→黒い四角に変化します。 

 
マウスの選択を外すと結線の端が黒い四角→グレー丸に変化し，結線完了です。 
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[ 4 ] ファンクションブロック（FB）の作成 

ファンクションブロック（FB）を作成するには，ツリーの[FB（共通）]を選択し，右クリック

で表示されるコンテキストメニューの[新規作成]を選択します。 

FBの[プロパティ]が表示されるので，必要な情報を入力し，[OK]をクリックします。 

 

 

名称 

任意の名前を付けることができます。 

入力の数 

FB の入力数を設定します。使用する数を過不足

なく設定してください。0 を設定することで入

力なし FBを作成することも可能です。 

出力の数 

FB の出力数を設定します。使用する数を過不足

なく設定してください。0 を設定することで出

力なし FBを作成することも可能です。 

 

説明 

任意の文字を記述することができます。 

 

 
• これらのパラメータは登録後でも，変更することが可能です。変更するには，プ

ロジェクト管理ウィンドウの FB(共通)の下に付加された FB シンボルまたは名称

を右クリックし，コンテキストメニューの[プロパティ]を選択します。 

 

 
• 入力の数，出力の数には使用する数を過不足なく設定してください。 

例えば，入力の数が 5，出力の数が 2の FBを作成して，レイアウト領域に配置す

ると，下のようなシンボルが表示されます。 

 

このとき，FBの回路で入力を 4つ，出力を 1つしか

使用していない場合，ステップ No.自動割付を実施

すると，入力端子数の設定と実ロジックの入力端子

数が異なります，出力端子数の設定と実ロジックの

出力端子数が異なります，といったエラーが発生し

ます。 

 

 
• FBの各入出力端子は，上から順番に 1，2…の番号となります。 

上図の場合  左側の上から順に[Input1] [Input2]…[Input5]， 

       右側の上から順に[Output1] [Output2] となります。 
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 ２-６３ 

[FB001]（もしくは任意の名前）が追加されるので選択し，ダブルクリックすると[FB001*FB(共

通)編集*]のタブを表示します。 

 

 

 

 

新しいファンクションブロックの内部カスタマイズ機能を編集するには，次の手順が必要とな

ります。 

 (1)入力/出力シンボルをレイアウトします。 

 (2)入力/出力シンボルに要求する機能を割り付けます。 

 (3)ツールボックスからロジックシンボルで論理を構成し，それらを接続します。 

以下に例を示します。 

FBの入力は[Function block input → Input1]を選択します。 

 

  



 

 

 ２-６４ 

FBの出力は「Function block output → Output1」を選択します。 

 

 

 
• [Function block input]と[Function block output]は FB 編集タブでのみ選択でき

ます。 

 

FBの編集が完了したら，プロジェクト管理ウィンドウの FB（共通）を選択し，右クリックで表

示されるコンテキストメニューの「保存」を選択します。 
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FB（共通）を「保存」するとツールボックス[FB]タブに FBのシンボルを表示します。 

 

 

 
• FB（共通）を「保存」すると同じ FBを別のプロジェクトでも使用できます。 

 

「Program00」のシートに戻り，ツールボックスから FB シンボルを選択しレイアウト領域にド

ラッグ＆ドロップします。 

 
  



 

 

 ２-６６ 

「FB001_1」をレイアウトするとプロジェクト管理ウィンドウに「FB001_1」が追加されるので

選択し，ダブルクリックすると「FB001_1」の編集用タブを表示します。 

 

 

 
• 「FB001_1」はプロジェクトに付属する FBなので，FB（共通）の「FB001」とは

別扱いになります。どちらか片方を変更しても，もう片方に連動して変更内容が

反映されません。 

 

 
• ステップ No.自動割付で編集した回路をチェックできます。 

ステップ No.自動割付は，[２.３.３.７.ステップ No.割付]を参照してください。 

 

 
• FB(共通)のファンクションブロック（FB）は，ステップ No.自動割付でチェック

されません。FB(共通)のファンクションブロック（FB）チェックするには，FB

をプロジェクトで使用する必要があります。 
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２.３.３.４. 回路作成時の注意事項 

[ 1 ] タイマ時間 

タイマを使用する回路において，以下の場合，タイマ時間設定値どおりに動作しません。 

タイマ時間設定値＜実行サイクル 

タイマ時間設定値が実行サイクルよりも小さい場合，タイマ時間は実行サイクルと同じにな

ります。 

例: 実行サイクル 20msのとき，タイマ時間設定値 0.01sは 0.02s でタイマ動作します。 

 

タイマ時間設定値≠実行サイクルの倍数 

タイマ時間設定値が実行サイクルの倍数でない場合，タイマ時間は実行サイクルの倍数に切

り上げられます。 

例: 実行サイクル 20msのとき，タイマ時間設定値 0.03s，0.05sはそれぞれ 0.04s，0.06s で

タイマ動作します。 

 

[ 2 ] 汎用入力端子の『CLC』，『CLTC』機能 

汎用入力信号の『CLC』，『CLTC』はカスタマイズロジック用の信号です。 

『CLC』 :カスタマイズロジックの動作を停止することができます。 

『CLTC』 :カスタマイズロジックの全タイマをクリアすることができます。 

ただし，エディタ画面から機能選択『CLC』，『CLTC』(E01=80，81)を設定できません。 

使用する場合，ローダの機能コード一覧編集，インバータのタッチパネルなど，他の方法で設

定してください。 

 

[ 3 ] 回路の読み出し 

回路をインバータから読み出してエディタ画面に表示することはできません。 

ただし，簡単メニューの[機能コード設定]→[インバータから読み出し](機種によっては[カス

タマイズロジックの設定画面を開く]にチェック)で機能コードとして読み出すことはできます。 

 

[ 4 ] 機能ブロック 3001:換算 1，3002:換算 2 

回路をタッチパネルへ書き込み，タッチパネルのコピー機能でインバータへ書き込む場合，[換

算係数手動設定]を使用してください。 

[換算係数自動計算]の設定はタッチパネルコピーの対象外です。設定してもインバータへ書き

込むことができません。 

ローダからインバータへ直接書き込む場合は，[換算係数手動設定]，[換算係数自動計算]のど

ちらも使用できます。 

  



 

 

 ２-６８ 

２.３.３.５. 便利な機能 

[ 1 ] 元に戻す/やり直し 

元に戻す/やり直しは，シンボル以外のレイアウト領域上で右クリックするとコンテキストメニ

ューから選択できます。 

 
元に戻す 

シンボル，結線の移動，削除など，レイアウトに関する 

操作を過去３回分まで戻すことができます。 

[Ctrl]+[Z]でもできます。 

プロパティの設定を戻すことはできません。 

やり直し 

やり直しを復旧します。[Ctrl]+[Y]でもできます。 

 

 

[ 2 ] コピー/貼り付け 

 

コピーは，シンボルを右クリックするとコン

テキストメニューから選択できます。

[Ctrl]+[C]でもできます。 

貼り付けは，コピー後にシンボル以外のレイ

アウト領域上で右クリックすると，コンテキ

ストメニューから選択できます。[Ctrl]+[V]

でもできます。 
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 ２-６９ 

[ 3 ] 範囲選択 

レイアウト領域でマウスを左クリックまたは右クリックしたままドラッグすると，範囲を選択

できます。 

 

マウスボタンを離すと範囲内のシンボルが選択状態になります。 

 

 

 
• [Ctrl]+[A]で全選択できます。 
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[ 4 ] シンボル検索 

[シンボル検索]を使用して，レイアウト領域のシンボルを検索することができます。 

ツールバーの[シンボル検索]をクリックしてください。 

 

[検索]ダイアログを表示します。 

 

条件 

コンボボックス 

検索キーワードを入力します。 

チェックボックス 

検索条件の選択です。 

複数選択した場合，OR 条件となります。 

少なくとも 1つを選択すると，[次へ]，[前へ]，

[検索]の各ボタンが有効になります。 

検索結果 

[検索]ボタンをクリックした結果を表示しま

す。 

検索結果をダブルクリックすると，該当するシ

ンボルにフォーカスが移動します。 

 

以下は，入力端子に X端子を使用しているシンボルを検索した例です。 

 
 

ダブルクリックすると，レイアウト領域のフォーカスが

該当シンボルに移動します。 
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 ２-７１ 

２.３.３.６. ユーザ設定領域・記憶領域への設定 

機能コード U121～U140，U171～U175は，ユーザが自由に使用できる機能コードです。 

これらの機能コードは，機能コード読出しロジックで読み出すことでアナログ入力として使用

できます。 

例えば 12端子入力を 2倍する場合，定数となる 2.00を U121に設定しておき，下図のような使

い方ができます。 

 

 

機能コード U121～U140，U171～U175 を使用するには，ツールバーの[ユーザ設定領域・カスタ

マイズロジック記憶領域への設定]をクリックしてください。 

 

 

[ユーザ設定領域・記憶領域や入力，ロジック確認への設定]ウィンドウを表示します。 

ロジックバージョン 

[ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域]タブの[インバータから読出]ボタンをクリックすると， 

インバータから読み出した機能コード U197，U199 の設定値を表示します。 

 

 

ロジック確認 

各ステップの設定状態を一覧表で

確認できます。 

ユーザ設定領域 

・カスタマイズロジック記憶領域 

機能コード U121～U140，U171～U175 を 

編集できます。 

入出力確認 

入力端子，出力端子の設定状態を一覧表で確認できます。 

 

  

U121から2を読み出し 
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[ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域]タブを開きます。 

初期化前インバータ設定値 

機能コード U121～U140，U171～U175 の設定値を設定します。 

ツールバーの[ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域への設定]をクリックして当ウィンドウを表示したと

きは，0.00を表示します。 

[書込]または[インバータへ書込]をクリックし，書き込み完了後に自動で当ウィンドウを表示したときは，書き込み

開始前にインバータから読み出した設定値を表示します。 

 

 

インバータへ書込 

(タッチパネルへ書込) 

インバータまたはタッチパネルの

機能コード U121～U140，U171～U175

へ設定値を書き込みます。 

パラメータ保存 

設定を CSV形式で 

ファイルに保存します。 

パラメータ読出 

保存した設定ファイルを 

読み出します。 

インバータから読出(タッチパネルから読出) 

インバータまたはタッチパネルから設定値を 

読み出します。 

 

初期化前インバータ設定値欄に必要な設定をしてください。 

設定後は，[パラメータ保存]でパラメータを保存してください。 

 

 
• [ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域への設定]ウィンドウを閉じる

と設定が消え，再度ウィンドウを開いても復元されません。設定を保持しておき

たい場合，必ず[パラメータ保存]で保存してください。 

 

インバータへ書き込みするときは，機能コード U121～U140，U171～U175を書き込みしてもイン

バータに支障がないことを確認の上，インバータへ書き込みしてください。 

 

 
• 機能コード U121～U140，U171～U175はインバータ運転中とカスタマイズロジッ

ク起動中の書き込みができますが，万一，意図しない動作をした場合に危険です。 

安全が確認できない場合，インバータを停止し，カスタマイズロジックを停止し

てから書き込みを行ってください。 

 

 
• [ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域への設定]は，機能コード U121

～U140，U171～U175が存在しないインバータでは使用できません。 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-７３ 

２.３.３.７. ステップ No.割付 

カスタマイズ機能の回路を作成した後は，各シンボルや FB にステップ No.を割り付ける必要が

あります。割付方法は 3種類あります。 

 
• カスタマイズ機能は，ステップ No.の小さい方から大きい方へと実行されます。 

 

割付方法 1. ステップ No.自動割付（機能チェック） 

ツールバーの[ステップ No.自動割付]をクリックすると，ステップ No.の自動割付と回路の

チェックを行います。 

 

チェックでエラーがなければ，ステップ No.が割り付けられます。 

 

警告が発生した場合でもステップ No.が割り付けられます。 
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チェックでエラーがある場合は，ステップ No.が割り付けられません。 

 

出力ウィンドウの警告またはエラーメッセージをダブルクリックすると，該当箇所のシンボ

ル表示にジャンプします。 
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・ステップ No.自動割付のルール 

カスタマイズ機能シンボルに対するステップ No.自動割付のルールは次のとおりです。 

(1)レイアウト領域の上から下へ昇順にステップ No.を割り付けます。 

(2)同じ高さの場合，レイアウト領域の左から右へ昇順にステップ No.を割り付けます。 

 

以下に例を示します。 

 

 

上の例では，XOR回路に Step 4 が，OR回路に Step 2 が割り付けられました。 

その結果，Step 4の出力が Step 2の入力に接続されています。 

この場合，Step 4の出力は次の実行サイクルで Step 2に入力されます。 

実行サイクル 実行順序 

今回 ①→②→③→④→⑤→⑥→⑦ 

 Step 4の出力 

次回 ①→②→③→④→⑤→⑥→⑦ 

 

XOR 回路の出力を OR 回路と同じ実行サイクルで OR 回路へ入力するには，配置を調整しま

す。 

  

ステップ No.小 

ステップ No.大 

ステップ No.大 

① ② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

④ 

② ① ③ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

XOR 

OR 



 

 

 ２-７６ 

前ページ②，③，⑥，⑦を下へ移動して，再び[ステップ No.自動割付]を実行した例を示

します。 

 

XOR回路に Step 2 が，OR回路に Step 3 が割り付けられました。 

その結果，XOR回路の出力は OR回路と同じ実行サイクルで OR回路へ入力されます。 

  

XOR OR 



 

第２章 機能説明 

 ２-７７ 

割付方法 2. ステップ No.手動割付 

ステップ No.を手動で設定できます。 

設定方法は，カスタマイズ機能シンボルを選択し，右クリックで表示されるコンテキストメニ

ューの「保存ステップ No./優先順位指定」を選択します。 

 

 

ステップ No.を設定します。 

 

 

ツールバーの[ステップ No.自動割付]をクリックして，編集した回路をチェックします。 

 

 
• ステップ No.を手動で割り付けた場合でも「ステップ No.自動割付」が必要です。 

「ステップ No.自動割付」を行わないとインバータに書き込みできません。 

  



 

 

 ２-７８ 

 
• 実行サイクルが最大ステップ No.に依存するインバータの場合，ステップ No.に

大きい数を設定すると，たとえ 1ステップしか使用しなくても，設定したステッ

プ No.に従った実行サイクルになります。 

 

 

割付方法 3. ステップ No.優先順位指定 

ステップ No.を自動割付する際の優先順位を設定できます。 

設定方法は，カスタマイズ機能シンボルを選択し，右クリックで表示されるコンテキストメニ

ューの「保存ステップ No./優先順位指定」を選択します。 

 

 

優先順位を 1以上の数字で設定します。数字が小さいほど優先度が高くなり，ステップ No.の

小さい番号が割り付けられます。 
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ツールバーの[ステップ No.自動割付]をクリックして，ステップ No.の自動割付を行います。 

 

 

 

ステップ No.割付の優先順位は，以下のようになります。 

自動割付 ＜優先順位指定＜ ステップ No.直接指定 

 

 

ステップ No.の割付を確認するには 

ステップ No.割付画面で，割付状態の確認と変更ができます。 
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２.３.３.８. 回路確認 

入出力端子のプロパティと各ステップの設定を一覧表で確認できます。 

ツールバーの[ユーザ設定領域・カスタマイズロジック記憶領域への設定]をクリックしてくだ

さい。 

 

 

[ユーザ設定領域・記憶領域や入力，ロジック確認への設定]ウィンドウを表示します。 

 

 
• 使用できる機能に制限のあるインバータ機種があります。詳しくは[１.１.

２.FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]を参照してください。 

 

[ 1 ] 入出力確認 

入出力端子のプロパティを一覧表で確認するには，[入出力確認]タブを開きます。 

 

 入力端子 

割付番号 

入力端子の信号コードを表示します。 

専用設定 

入力端子のプロパティで[カスタマイズロジック 

専用信号にする]にチェックがあると[有]を表示 

します。 

端子 

専用設定が[有]のとき，端子機能を割り付ける 

機能コードを表示します。インバータへの書き込み 

時，この機能コードに機能無効を書き込みます。 

説明 

割付番号と信号名称を表示します。 

入力端子のプロパティの信号名称と同じです。 

出力端子 

名称 

カスタマイズロジック出力信号 1『CLO1』～10『CLO10』 

を表示します。 

割付番号 

カスタマイズロジック出力信号 1『CLO1』～10『CLO10』 

を接続するインバータの信号コードを表示します。 

専用設定 

出力端子のプロパティで[出力端子デジタル]または 

[出力端子アナログ]にチェックがあると[有]を表示 

します。 

端子 

専用設定が[有]のとき，端子機能を割り付ける 

機能コードを表示します。インバータへの書き込み時， 

この機能コードにカスタマイズロジック出力信号 

1『CLO1』～10『CLO10』を書き込みます。 

説明 

割付番号と信号名称を表示します。出力端子のプロパテ

ィの信号名称と同じです。 

CSV 保存 

表示内容を CSV形式で保存します。 
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[ 2 ] ロジック確認 

各ステップの設定を一覧表で確認するには，[ロジック確認]タブを開きます。 

 

 Step No. 

ステップ No.を 

表示します。 

In1，In2 

ロジックシンボルに接続している 

入力端子の信号コードを表示します。 

コードは，機能コード U02，U03の設定範囲 

を参照してください。 
Func Name 

機能ブロック名称を表示します。 
Prm1，Prm2 

ロジックシンボルのプロパティの機能 1， 

機能 2（または機能コード種別，機能コード番号） 

を表示します。 

 

エクスポート 

ロジック設定内容を機能コードデータとして 

[一覧編集]ウィンドウに表示します。 

※Version 1.0.1.0 以降の機能です。 

Func 

ブロック選択コードを表示します。 

コードは機能コード U01 の設定範囲， 

または[２.３.３.１８.ロジックシンボル一覧] 

を参照してください。 

CSV 保存 

表示内容を CSV形式で保存します。 

  



 

 

 ２-８２ 

２.３.３.９. 書き込み 

編集した回路は，機能チェックが正常に終了した場合に，ステップ番号が割り付けられ，イン

バータの機能コード設定値に変換されます。 

変換が成功している場合は，[書込]ボタンが選択可能になります。 

 

[ 1 ] インバータへ書き込む場合 

インバータにこれらの設定を登録するには，インバータが停止していることを確認してから，

ツールバーの[インバータへ書込]，または[書込]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[OK]をクリックすると書き込みを開始します。 

 

 

 
• インバータの運転中は書き込みに失敗します。インバータを停止してから書込み

を行ってください。 

• インバータの運転中にカスタマイズロジックを起動から停止に変更すると「ECL:

カスタマイズロジック異常」アラームが発生します。 

• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータに対しては，

書き込みができないことがあります。このような場合，書き込みをするにはパス

ワード保護を解除する必要があります。パスワード機能については，各インバー

タ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 
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書き込み完了後，ユーザ設定・カスタマイズロジック記憶領域（機能コード U121～U140,U171

～U175）への書き込み確認ダイアログが表示されます。 

 

 

この時点で，インバータの機能コード U121～U140,U171～U175は 0に初期化されています。 

書き込み前にインバータに設定されていた機能コード U121～U140,U171～U175 をインバータに

書き戻す場合，[OK]を選択してください。 

機能コード U121～U140,U171～U175を使用しない場合，または設定値が 0でよい場合，[キャン

セル]を選択してください。 

機能コード U121～U140,U171～U175 に新しく設定値を書き込む場合，[キャンセル]を選択し，

書き込みが終了した後，[ユーザ設定領域・記憶領域や入力，ロジック確認への設定]ウィンド

ウから書き込みを行ってください。 

  



 

 

 ２-８４ 

[ 2 ] タッチパネルへ書き込む場合 

[通信設定]ウィンドウで[USB接続]の[タッチパネル内のデータ]を設定している場合，編集した

回路を USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uに書き込みます。この場合，インバータへは，タッチ

パネルのコピー機能を使用して書き込みます。 

 

図 ２-１ 回路をタッチパネルへ書き込みする場合の運用図 

 

事前準備 

タッチパネルのコピー機能による書き込みでは，カスタマイズロジック関連の機能コードデー

タに加えて，他の機能コードデータ（F コード，E コード，C コードなど）を全てインバータに

書き込みます。そのため，カスタマイズロジック関連以外の機能コードデータを事前にタッチ

パネルに書き込んでおく必要があります。 

以下の (1)または(2)の方法で，タッチパネルに機能コードデータを書き込んでください。 

(1) 対象インバータからタッチパネルへコピー機能で機能コード設定データを読み出します 

（必要に応じてタッチパネルからローダへ読み出し，ローダで編集して書き戻します） 

 

 
• データをバックアップする目的でタッチパネルからローダに読み出す場合，カスタ

マイズロジック用の機能コード設定を持つインバータについては，基本的な機能コ

ード（F,E,C,・・・など）の一覧と，カスタマイズロジック用機能コードの一覧の

両方を保存してください。 

  

FRENIC Loader 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

タッチパネル 

パソコン 

  

編集した回路を 

書き込み 

コピー機能 

による 

書き込み 

現場へ 

持ち出し 

FRENIC シリーズ 

インバータ 

コピー機能で 

対象インバータ 

から読み出し 

 
FRENIC Loader 

パソコン 

[機能コード設定] 

タッチパネル 

から読み出し 

必要に応じて 

[一覧編集]ウィンドウで編集

し，F,E,C コードなどをタッチ

パネルへ書き込み 

ファイルに保存 
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(2) 新規作成した，またはファイルに

保存してある対象インバータ向け

機能コード設定データを，ローダ

からタッチパネルへ書き込みます 

 

 

 
• カスタマイズロジック用の機能コード設定を持つインバータについては，基本的な

機能コード（F,E,C,・・・など）の一覧を書き込みしてください。カスタマイズロ

ジック用機能コードの一覧を書き込む必要はありません。カスタマイズロジック用

機能コードはカスタマイズロジックのエディタ画面から書き込みします。 

 

事前準備のフローを示します。 

 

  

FRENIC Loader 

[一覧編集]ウィンドウから 

F,E,Cコードなどを書き込み 

タッチパネル 
パソコン 

 

START 

END 

対象インバータ→タッチパネル 
コピー機能で機能コード設定データを 

タッチパネルへ取り込み 

 

ローダ→タッチパネル 
機能コード設定データ(F，E，C コードなど)

をタッチパネルへ書き込み 

ローダ 
対象インバータ向け機能コード設定 

データを新規作成，またはファイル 

から読み出し 

ローダ 
機能コード設定データの編集，保存 

タッチパネル→ローダ 
機能コード設定データを 

ローダへ読み出し 
    

  

  

[データをバックアップ， 

編集する] 

[機能コードデータをローダで用意する] 

[機能コードデータを 

インバータから取り込む] 

[データをバックアップ， 

編集しない] 
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編集した回路をタッチパネルへ書き込み 

ツールバーの[タッチパネルへ書込]，または[書込]ボタンをクリックしてください。 

 

 

表示されるダイアログの注意事項を確認してください。 

 

 

[情報を変更する]をクリックすると，プロジェクトのプロパティを表示します。 

ここで，機種，地域仕様，電圧，容量，インバータ ROM バージョンを対象となるインバータに

合わせて正しく設定してください。設定方法は，[２.３.３.１２.プロジェクトのプロパティ]

を参照してください。 

 

 
• 機種，地域仕様，電圧，容量，インバータ ROMバージョンを正しく設定していな

い場合，タッチパネルからインバータへ書き込むとき，[CPEr]の警告や，エラー

が発生し，書き込みに失敗する場合があります。 

 

[書込みを開始]をクリックすると，下のダイアログを表示します。 

ここで[OK]をクリックすると書き込みを開始します。 

 

 

書き込み完了後，ユーザ設定・カスタマイズロジック記憶領域（機能コード U121～U140,U171

～U175）への書き込み確認ダイアログが表示されます。 
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この時点で，タッチパネルの機能コード U121～U140,U171～U175は 0に初期化されています。 

書き込み前にタッチパネルに設定されていた機能コード U121～U140,U171～U175 をタッチパネ

ルに書き戻す場合，[OK]を選択してください。 

機能コード U121～U140,U171～U175を使用しない場合，または設定値が 0でよい場合，[キャン

セル]を選択してください。 

機能コード U121～U140,U171～U175 に新しく設定値を書き込む場合，[キャンセル]を選択し，

書き込みが終了した後，[ユーザ設定領域・記憶領域や入力，ロジック確認への設定]ウィンド

ウから書き込みを行ってください。 

 

  



 

 

 ２-８８ 

[ 3 ] 回路の書き込みフロー 

書き込みのフローは次のとおりです。 

 
  

 

[失敗] 

インバータへ書き込み 

START 

END 

自動で実行します 

書き込みを中止します 

ユーザ設定領域・記憶領域 

(U121,...,U140,U171,...,U175) 

を読出し 

カスタマイズロジック領域(Uxx) 

を初期化 

カスタマイズロジック(U,UA,...,UJ) 

を書き込み 

入力端子機能(E01 など)に機能無効， 

出力端子機能(F31,E20 など)にカスタマ

イズロジック出力信号 1～10 

を書き込み 

ユーザ設定領域・記憶領域 

(U121,...,U140,U171,...,U175) 

に書込みますか？ 

(a)で読み出した値を書き込み 

(a) 

 [成功] 

[OK] 

[キャンセル] 

※インバータ運転中の場合，失敗します。 

自動で実行します 

自動で実行します 

自動で実行します 

[インバータへ書込] 
または[書込]をクリック 

書込みますか？ 

[OK] 

[キャンセル] 
書き込みを中止します 

※カスタマイズロジックが停止します。 

※端子機能は初期化されません。 

※対象がインバータの場合，H03=12 を書き込みます。 

※入力端子のプロパティで[カスタマイズロジ

ック専用信号にする]にチェックがあると入

力端子機能へ書き込みます。 

※出力端子のプロパティで[出力端子デジタル]

または[出力端子アナログ]にチェックがある

と出力端子機能へ書き込みます。 

 

 

 

[タッチパネルへ書込] 
または[書込]をクリック 

事前準備:タッチパネルへの 
機能コード書き込み 

機種，地域仕様，電圧，容量， 

インバータ ROM バージョンを確認 

タッチパネルへ書き込み 

START 



 

第２章 機能説明 

 ２-８９ 

２.３.３.１０. 比較 

編集した回路は，カスタマイズ機能チェックが正常に終了した場合に，ステップ番号が割り付け

られ，インバータの機能コードの設定値に変換されます。 

変換が成功している場合は，ツールバーの[比較]が選択可能になります。 

編集した回路の設定と，インバータ，タッチパネル，または保存されたファイルを比較するため

には[比較]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

対象がタッチパネルの場合， 

[タッチパネルと比較] 

と表示します。 

 

比較結果をインバータの機能コードで表示します。比較結果は CSV形式で保存できます。 

 

  



 

 

 ２-９０ 

シンボルでも相違点を表示します。 
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２.３.３.１１. デバッグ機能 

オンラインモニタ，またはトレースモニタを使用すれば，インバータへ書き込んだカスタマイ

ズロジックのインバータ上での動作を確認できます。また，オンライン一括操作は，回路修正

作業時のボタン操作回数を減らしてくれる便利な機能です。 

 

 
• オンラインモニタ，トレースモニタ，オンライン一括操作は，いずれもインバータ

と接続している状態で利用できます。[通信設定]ウィンドウで[USB接続]の[タッチ

パネル内のデータ]を設定している場合，使用できません。 

 

 
• 使用できる機能に制限のあるインバータ機種があります。詳しくは[１.１.

２.FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]を参照してください。 

 

 

[ 1 ] オンラインモニタ 

オンラインモニタは，数値としてシンボルのタイマ値，または信号を監視する機能です。 

作成したカスタマイズ機能の設定を変換，ステップ番号割付を実施して，インバータへ書き込

み後，または，比較結果に相違がない場合，選択したシンボルのオンラインモニタができます。 

モニタしたいシンボルを選択し，右クリックで表示されるコンテキストメニューの「モニタ選

択」を選択します。 
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前ページのレイアウト領域の全てのシンボルで「モニタ選択」を選択すると，下図のようにな

ります。 

 

 

インバータのカスタマイズロジックを起動します。 

 

 

 

インバータのカスタマイズロジックの起動後に，オンラインモニタを開始します。 
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レイアウト領域の赤で囲まれた入力/出力，ロジックシンボル，ファンクションブロック（FB）

の状態を確認することができます。 

 

 

下記に表示例を示します。 

・デジタル入力 

 
論理値の OFFが 0，ONが 1です。 

機能名の下に 0:Open /1:Closeを表示します。 

・デジタル入力（論理反転） 

 

機能名の左上の~は論理反転を表します。 

論理反転では，機能名の下に 0:Close /1:Open を表示し

ます。 

・アナログ入力 

 

機能名の下に値を表示します。 

値の意味は各インバータのユーザーズマニュアルで[Uコ

ード（カスタマイズロジック）]に関するページを参照し

てください。 

例：Out-Freq1の場合，単位は%，100%で最高出力周波数

となります。 
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・カスタマイズ機能シンボル 

 

 

右上に出力データを表示します。 

シンボルの下に機能(1)，機能(2)を表示します。 

 

 

機能名称一覧 

モニタ名称 名称 範囲 

T.P Timer period 0.00～9990s 

CNT Count 0.00～9990 

U.L Upper Limit -9990～0～9990 

L.L Lower Limit -9990～0～9990 

1ST 1st Additional Value -9990～0～9990 

2ND 2nd Additional Value -9990～0～9990 

DEV Deviation -9990～0～9990 

HYST Hysteresis Width -9990～0～9990 

REF Reference Value -9990～0～9990 

MAX Maximum Scale -9990～0～9990 

MIN Minimum Scale -9990～0～9990 

KA Factor KA -9990.0～+9990.0 

KB Factor KB -9990.0～+9990.0 

T.C(T/C） Time constant 0: No filter / 0.01～ 5.00s 

FIX Fixed as 0  

ACC ACC 0: No limit. 0.01～600s 

DEC DEC 0: No limit. 0.01～600s 

Gain Gain ratio 0～200% 

Frq Lower frequency limit 0 to 500Hz 

Val1 Set Value -9990～0～9990 

Val2 Set Value2 -9990～0～9990 

Step Step number 1～200 

 

 
• オンラインモニタの表示値は有効数字 3桁で表示します。 

つまり，0.00～9.99の範囲での最小単位は 0.01，10.0～99.9の範囲での最小単位

は 0.1，100～999の範囲での最小単位は 1，1000～9990の範囲での最小単位は 10 と

なります。 

 

 [ 2 ] トレースモニタ 

トレースモニタは，波形としてシンボルのタイマ値，または信号を監視する機能です。 

「２.３.５.１１ カスタマイズロジック機能との組み合わせ」を参照してください。 
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[ 3 ] オンライン一括操作 

目的の回路が完成するまでには，[回路を変更]→[ステップ No.割付]→[インバータへ書込]→

[カスタマイズロジックを起動]→[モニタ開始]といった作業を繰り返すことになります。 

このとき[オンライン一括操作]を使用すると，[ステップ No.割付]から[モニタ開始]までの一連

の操作を簡素化できます。 

[オンライン一括操作]を使用する前に，インバータが停止していること，レイアウト領域のシ

ンボルのうち少なくとも 1 つ以上のシンボルに[モニタ選択]が設定されていること，を確認し

てください。 

確認できたら，ツールバーの[オンライン一括操作]をクリックしてください。 

 

 

インバータと編集中の回路の比較を行い，比較結果が一致すれば自動的にモニタを開始します。 

比較結果に差異があった場合，[比較結果]を表示します。 

 

[比較結果]の左下[インバータ書込後，モニ

タする]をクリックすると，インバータへの

書き込みを行い，自動的にモニタを開始しま

す。 
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２.３.３.１２. プロジェクトのプロパティ 

プロジェクトのプロパティでは，作成したプロジェクトにバージョンとコメントをつけるこ

とができます。 

プロジェクト管理ウィンドウの一番上に表示されているプロジェクト名称を右クリックし，

コンテキストメニューの[プロパティ]を選択します。 

 

 

[プロパティ]が表示されます。 

 

 ロジックバージョン 

プロジェクトをバージョン管理する場合に設定します。インバータの ROMバージョンでは

ありません。 

編集した回路をインバータまたはタッチパネルへ書き込んだとき，機能コード U197，U199

へ書き込まれます。 

 

 

説明 

コメントを登録

できます。 

変更 

[変更]ボタンをクリックすると，右図の[インバータ機種選

択]ウィンドウを表示します。 

ここでは，機種，地域仕様，電圧，容量，インバータ ROM

バージョンを変更できます。 

対象となるインバータに合わせて正しく設定してくださ

い。 

設定の必要な項目は，インバータへの書き込み方法により

異なります。次ページの表を参照してください。 
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表 ２-２ [インバータ機種選択]ウィンドウで設定の必要な項目一覧表 

設定項目 
ローダからインバータ

へ直接書き込む場合 

ローダからタッチパネルへ書

き込みし，タッチパネルから

インバータへ書き込む場合 

機種 ○ ○ 

地域仕様 - (*2) 

電圧 - ○ 

容量 - ○ 

バージョン(*1) ○ ○ 

○：設定必要  -：設定不要 

(*1)インバータ ROMバージョンです。ここでは[２.３.３.１.編集データ選択]の新規作

成で設定したバージョンを変更できます。 

(*2)地域仕様の変更は，メインメニューの[セットアップ]→[仕向け]から行います。変

更後は，ローダを終了し，再度起動させる必要があります。詳しくは，[２.４.４.

仕向け]を参照してください。 

 

 
• 機種で選択するインバータ形式は，インバータの定格銘板に記載されている 

インバータ形式から知ることができます。詳しくは，[２.２.１.新規作成]の[[ 1 ] 

機種，地域仕様，電圧，容量]を参照してください。 

• インバータの ROMバージョンは，インバータのタッチパネルで確認できます。 

確認方法は，各インバータ機種の取扱説明書を参照してください。 

FRENIC Loader4 とインバータが接続されている場合，インバータの ROMバージョ

ンは，簡単メニューの[運転モニタ設定]→[運転モニタ]ウィンドウの[システムモ

ニタ]タブに表示されている[インバータ ROMバージョン]で確認できます。 

 

  



 

 

 ２-９８ 

２.３.３.１３. ロック機能 

ロック機能により，作成した回路の表示と編集を禁止できます。 

 

 
• ロック機能が有効なのはパソコン上のみです。ロック機能を有効にした回路を

インバータに書き込んだ場合，インバータ上では，回路の表示と編集が自由に

行えます。インバータ上で回路の表示と編集を制限するには，インバータのパ

スワード機能を使用してください。パスワード機能の使用方法は，各インバー

タ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

[ 1 ] プロジェクトのロック 

プロジェクトの表示と編集を禁止します。（FB(共通)の表示と編集はできます。） 

プロジェクトをロックするには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの一番上に

表示されているプロジェクト名称を右ク

リックし，コンテキストメニューの[ロッ

ク]を選択します。 

 

パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

 
• お客様がプロジェクトに設定されたパスワードは当社ではお調べすることがで

きません。 

万一，パスワード設定値を忘れてしまった場合，パスワード解除の方法があり

ませんので，パスワードの設定・管理には十分注意してください。 

 

 

[OK]をクリックしてプロジェクトを保存

します。 

 

プロジェクト名称左側のアイコンが鍵付

き  に変わり，プロジェクトの回路を表

示できなくなります。 
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ロックを解除するには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの一番上に

表示されているプロジェクト名称を右ク

リックし，コンテキストメニューの[ロッ

ク解除]を選択します。 

 

パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

パスワードが正しければ，回路が表示され

ます。 

 

[ 2 ] FB(共通)のロック 

FB(共通)に登録されている FB の表示と編集を禁止します。（プロジェクトの表示と編集はでき

ます。） 

FB(共通)に登録されている FBをロックするには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(共

通)]下の FB名称を右クリックし，コンテ

キストメニューの[ロック]を選択しま

す。 

 

パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

 

このとき，パスワードを掛けた FBが自動

的に保存されます。 

 
• お客様が FBに設定されたパスワードは当社ではお調べすることができません。 

万一，パスワード設定値を忘れてしまった場合，パスワード解除の方法があり

ませんので，パスワードの設定・管理には十分注意してください。 
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FB 名称左側のアイコンが鍵付き  に変

わり，回路を表示できなくなります。 

ロックした FB をツールボックスの FB タブからレイアウト領域に配置すると，鍵マークがつき

ます。 

 

 

 

また，プロジェクト管理ウィンドウの

[FB(プロジェクトに付属)]に鍵付きの FB

が追加されます。 

鍵付きの FB をダブルクリックしても回路

を表示しません。 

 

ロックを解除するには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(共

通)]下の FB 名称を右クリックし，コンテ

キストメニューの[ロック解除]を選択し

ます。 
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パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

パスワードが正しければ，アイコンから鍵

マークが消え，回路を表示できるようにな

ります。 

 

[ 3 ] FB(プロジェクトに付属)のロック 

FB(プロジェクトに付属)に登録されている FB の表示と編集を禁止します。（プロジェクトの表

示と編集はできます。） 

FB(プロジェクトに付属)に登録されている FBをロックするには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(プロ

ジェクトに付属)]下の FB名称を右クリッ

クし，コンテキストメニューの[ロック]

を選択します。 

 

パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

 
• お客様が FBに設定されたパスワードは当社ではお調べすることができません。 

万一，パスワード設定値を忘れてしまった場合，パスワード解除の方法があり

ませんので，パスワードの設定・管理には十分注意してください。 

 

 

FB 名称左側のアイコンが鍵付き  に変

わり，回路を表示できなくなります。 
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また，レイアウト領域の該当 FBに鍵マー

クがつきます。 

 

ロックを解除するには， 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(プロ

ジェクトに付属)]下の FB 名称を右クリッ

クし，コンテキストメニューの「ロック解

除」を選択します。 

 

パスワードを入力して[OK]をクリックし

ます。 

パスワードが正しければ，アイコンから鍵

マークが消え，回路を表示できるようにな

ります。 
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２.３.３.１４. FB(共通)のインポート／エクスポート 

インポート／エクスポート機能を使用すれば，作成した FBを，他のパソコンにインストールし

た FRENIC Loader4で使用することができます。 

 

[ 1 ] FBのエクスポート 

FBをファイルに保存します。 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(共通)]

を右クリックし，コンテキストメニューの

[FB選択モード]を選択します。 

 

プロジェクト管理ウィンドウのアイコンの

左側にチェックボックスが表示されます。 

 

[FB(共通)]の下の FBから，ファイルに保存

する FBを選んでチェックをします（複数選

択可能）。 

FB 名称を右クリックし，コンテキストメニ

ューの[エクスポート]を選択します。 

 

 
• [FB(共通)]の下の FB以外の 

コンテキストメニューに 

[エクスポート]は表示され 

ません。 

 

 
• [FB(共通)]の下の FB以外は 

[エクスポート]できません。 

 

 
• ロックした FB を[エクスポー

ト]できます。 
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[保存する場所］を選択し，［ファイル名］

に保存するファイルの名前を入力した後，

[保存]をクリックして入力を確定してくだ

さい。 

 

ファイルの種類 

・FBエクスポートファイル ：「*.exfbl」 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

[ 2 ] FBのインポート 

ファイルに保存した FBをプロジェクトに読み込みます。 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(共通)]

を右クリックし，コンテキストメニューの

[インポート]を選択します。 

 

FBファイルを選択します。 
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[OK]をクリックします。 

 

プロジェクト管理ウィンドウの[FB(共通)]

下にインポートした FBが追加されます。 

 

ツールボックス[FB]タブにインポートした

FBが追加されます。 
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２.３.３.１５. カスタマイズロジックの印刷 

[カスタマイズロジック]ウィンドウがアクティブの状態でメインメニューの[ファイル]を選択

すると，レイアウト領域を印刷できます。 

 

 

印刷 

[カスタマイズロジック]ウィンドウがアクティブ状態のときに選

択すると，レイアウト領域を印刷できます。 

[印刷]ダイアログについては[２.２.６.印刷]を参照してくださ

い。 

印刷プレビュー 

[カスタマイズロジック]ウィンドウがアクティブ状態のときに選

択すると，レイアウト領域の印刷イメージを表示します。 

プレビューウィンドウについては[２.２.７.印刷プレビュー]を参

照してください。 

選択シンボルの印刷 

[カスタマイズロジック]ウィンドウがアクティブ状態のときに選

択できます。レイアウト領域で選択したシンボルのみを印刷できま

す。 

選択シンボルの印刷プレビュー 

[カスタマイズロジック]ウィンドウがアクティブ状態のときに選

択できます。レイアウト領域で選択したシンボルのみの印刷イメー

ジを表示します。 

 

印刷内容は，下記のようになります。ページ設定は使用できません。A4 横 1 ページに収まるよ

うに自動調整されます。 
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２.３.３.１６. 入力端子の信号コード一覧 

入力端子のプロパティで設定する信号コードについて説明します。回路を作成するときの

参考にしてください。6000番台までは論理値入力(ON/OFF)信号です。8000番台以降は数値

入力信号です。 

入力端子のプロパティは，[２.３.３.３.回路作成]の[入力端子のプロパティ]を参照して

ください。 

 

制限事項 

以下に記載があってもインバータが対応していない信号コードは，使用できません。使用

可能な信号コードにつきましては，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コ

ード U02，U03 を確認してください。または簡単メニューの[機能コード設定]→[新規作

成](機種によっては[カスタマイズロジックの設定画面を開く]にチェック)→[初期設定]

の[新規作成]→[一覧編集]ウィンドウで，機能コード U02，U03の[機能コード情報]で確

認することもできます。 

 

0000～1200 番台 

汎用出力信号（E20 で選択する信号）とほぼ同じです。 

（E20 で選択する信号から一部の信号を除外しています。） 

信号の内容は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コード E20 を参照して

ください。 

 

4000～5000 番台 

インバータへのデジタル端子入力信号です。 

実際に使用可能な信号は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コード U02，

U03を参照してください。 

以下に例を示します。 

割付番号 

信号名 内容 アクティブ 

ON 

アクティブ 

OFF 

4001～4009 5001～5009 X1,X2,... 通信からの運転指令が無効のときは，インバータ

の端子台の ON/OFF状態です。 

通信からの運転指令が有効のときは，機能コード

S06の各ビットの ON/OFF状態です。 

4010 5010 FWD 

4011 5011 REV 

4021～4033 5021～5033 I1,I2,... デジタル端子入力信号をもつオプションカード

の入力信号の ON/OFF状態です。です。 

4101～4109 5101～5109 X1(Term), 

X2(Term), 

... 

インバータの端子台の ON/OFF状態です。 
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• 入力端子にこれらの信号を設定する場合，設定した信号を使用する他の機能も動

作可能であることに注意してください。例えば，X1端子の機能選択(機能コード

E01)に 0([SS1]多段周波数選択)を選択した状態で X1端子を OFF→ONすると，入

力端子の論理値変化と並行して，多段周波数選択が無効から有効になります。特

に，X端子，FWD端子，REV端子は工場出荷値で機能を設定しているため，注意が

必要です。 

 

 
• 信号をカスタマイズロジックの入力としてのみ使用する場合は，[入力端子のプロ

パティ]で[カスタマイズロジック専用信号にする]にチェックをする，または，信

号の機能選択に 100[NONE]を別途設定する必要があります。 

 

6000～7000 番台 

汎用出力信号（E20 で選択する信号）では選択できない信号です。 

実際に使用可能な信号は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コード U02，

U03を参照してください。 

以下に例を示します。それぞれの機能の説明は，アクティブ ON の論理（正論理）を前提

に説明しています。 

割付番号 

信号名 説明 アクティブ 

ON 

アクティブ 

OFF 

6000 7000 FL_RUN 最終運転指令 RUN。運転指令ありで ON。 

6001 7001 FL_FWD 最終運転指令 FWD。正転運転指令ありで ON。 

6002 7002 FL_REV 最終運転指令 REV。逆転運転指令ありで ON。 

6003 7003 DACC 加速中で ON。 

6004 7004 DDEC 減速中で ON。 

6005 7005 REGA 回生回避動作中で ON。 

6006 7006 DR_REF ダンサ基準位置以内で ON。 

6007 7007 ALM_ACT 
アラーム発生中かつアラームリセット可能な

状態（アラーム要因がない状態）で ON 

 

8000 番台 

インバータのアナログ汎用出力信号（F31 で選択する信号）とほぼ同じです。割付番号は，

F31の信号コードに 8000を加算したコードになっています。 

（F31 で選択する信号から一部の信号を除外しています。） 

数値の単位はパーセントです。 

各信号の割付番号，機能と 100% の定義は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，

機能コード F31を参照してください。 
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以下に，信号名の例を示します。 

信号名 

Out-Freq1 出力周波数 1(滑り補償前) 

Out-Freq2 出力周波数 2(滑り補償後) 

F-out1 指令速度 

F-out2 一次周波数 

Out-I 出力電流 

Out-V 出力電圧 

Torque 出力トルク 

Load 負荷率 

In-Power 消費電力 

PID-PV PID フィードバック値 

Speed 速度検出値/速度推定値 

DC-Link-V 直流中間回路電圧 

M-out モータ出力 

PID-SV PID 指令 

PID-MV PID 出力 

Deviation 同期運転時の位置偏差 

H-sink-tmp 冷却フィン温度 

Internal-tmp 内気温度 

F-ref 設定周波数 

PG-fb PG フィードバック値 

PID-PV 1 PIDフィードバック値 1 

PID-SV 1 PID指令 1 

PID-PV 2 PIDフィードバック値 2 

PID-SV 2 PID指令 1 

EPID1-PV 外部 PIDフィードバック値 1 

EPID1-SV 外部 PID指令 1 

EPID1-Out 外部 PID最終出力 1 

EPID2-PV 外部 PIDフィードバック値 2 

EPID2-SV 外部 PID指令 2 

EPID2-Out 外部 PID最終出力 2 

EPID3-PV 外部 PIDフィードバック値 3 

EPID3-SV 外部 PID指令 3 

EPID3-Out 外部 PID最終出力 3 
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9000 番台 

インバータへのアナログ端子入力信号です。 

実際に使用可能な信号は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コード U02，

U03を参照してください。 

以下に，各信号の内容と数値の例を示します。 

割付 

番号 
名称 内容 数値 

9001 AI-[12] アナログ 12 端子入力信号 

入力信号にゲイン，バイアス

を適用し，尺度変換した物理

量 

9002 AI-[C1] 

アナログ C1 端子入力信号 

または 

アナログ C1 端子入力信号(C1 機能) 

9003 AI-[V2] 

アナログ V2 端子入力信号 

または 

アナログ C1 端子入力信号(V2 機能) 

9004 AI-[32] 

アナログ 32 端子入力信号 

(アナログ入力をもつオプションカー

ドの入力信号) 

9005 AI-[C2] 

アナログ C2 端子入力信号 

(アナログ入力をもつオプションカー

ドの入力信号) 

9006 PtCh1 

温度検出 Pt チャネル 1 

(測温抵抗体入力をもつオプションカ

ードの入力信号) 

フィルタ後温度 

(単位は機能コードの設定に

より，[K]，[ºC]，[ºF]から選

択可能) 

9007 PtCh2 

温度検出 Pt チャネル 2 

(測温抵抗体入力をもつオプションカ

ードの入力信号) 

 

9001～9005を選択した入力端子の数値を説明するために， [12]端子，[C1]端子にゲイン，

バイアスを適用した例を示します。 

入力端子 
ゲイン 100%，バイアス 0%の場合 ゲイン 200%，バイアス 0%の場合 

入力値 適用後 入力値 適用後 

[12] 
0～+10V 0～100% 0～+5V 0～100% 

-10～0V -100～0% -5～0V -100～0% 

[C1] 
4～20mA 0～100% 4～12mA 0～100% 

0～20mA 0～100% 0～10mA 0～100% 

 

入力端子の数値は，ゲイン，バイアス適

用後の 0～100%を最小尺度～最大尺度

にスケール変換した値となります。 

入力端子の数値

アナログ入力値

(ゲイン，バイアス適用後)

最大尺度

最小尺度
0% 100%
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• 入力端子にこれらの信号を設定する場合，設定した信号を使用する他の機能も動

作可能であることに注意してください。例えば，周波数設定 1(機能コード F01)に

1(12端子)を選択した状態で 12端子の入力電圧を変化させると，入力端子の数値

変化と並行して，周波数設定も変化します。 

 

 
• 信号をカスタマイズロジックの入力としてのみ使用する場合は，F01，C30，E61，

E62，E63 などの機能コードで，入力端子に設定する信号を使用しないように，別

途設定する必要があります。 

• 工場出荷値では，F01，C30 などの各機能コードは，これらの信号を使用しない設

定となっています。 

 

  



 

 

 ２-１１２ 

２.３.３.１７. 出力端子の信号コード一覧 

出力端子のプロパティで設定する信号コードについて説明します。回路を作成するときの

参考にしてください。1200番台までは論理値出力(ON/OFF)信号です。8000番台以降は数値

出力信号です。 

出力端子のプロパティは，[２.３.３.３.回路作成]の[出力端子のプロパティ]を参照して

ください。 

 

制限事項 

以下に記載があってもインバータが対応していない信号コードは，使用できません。使用

可能な信号コードにつきましては，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コ

ード U81を確認してください。または簡単メニューの[機能コード設定]→[新規作成](機種

によっては[カスタマイズロジックの設定画面を開く]にチェック)→[初期設定]の[新規作

成]→[一覧編集]ウィンドウで，機能コード U81の[機能コード情報]で確認することもで

きます。 

 

0000～1200 番台 

汎用入力信号（E01 で選択する信号）とほぼ同じです。 

（E01 で選択する信号から一部の信号を除外し，98[FWD]，99[REV]を加えています。） 

信号の内容は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能コード E01 を参照して

ください。 

 

8000 番台 

インバータのアナログ汎用入力信号（E61 で選択する信号）とほぼ同じです。割付番号は，

E61の信号コードに 8000を加算したコードになっています。 

（E61 で選択する信号から一部の信号を除外しています。） 

数値の単位は，一部の信号を除きパーセントです。 

各信号の割付番号，機能と数値の定義は，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，

機能コード E61を参照してください。 

以下に，信号名の例を示します。 

信号名 

Aux-freq1 周波数補助設定 1 

Aux-freq2 周波数補助設定 2 

N-Ref Unipolar 速度指令(極性無) 

N-Ref Bipolar 速度指令(極性有) 

PID-SV1 PID指令 1 

PID-SV2 PID指令 2 

PID-PV1 PIDフィードバック値 
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 ２-１１３ 

信号名 

Ratio set 比率設定 

Trq-lim.A アナログトルク制限値 A 

Trq-lim.B アナログトルク制限値 B 

Trq-bias トルクバイアス 

Trq-cmd トルク指令 

Trq-curr トルク電流指令 

LampRatio 加減速時間比率設定 

Freq-lim.H 上限周波数 

Freq-lim.L 下限周波数 

Spd-lim.F 正転(FWD)側速度制限値 

Spd-lim.R 逆転(REV)側速度制限値 

Ai-mon アナログ入力モニタ 

PID-PV2 PID フィードバック値 2 

Aux-SV1 PID プロセス指令補助設定 1 

Aux-SV2 PID プロセス指令補助設定 2 

FlowRate 流量センサ 

EPID1-SV 外部 PID プロセス指令 1 

EPID1-PV 外部 PIDフィードバック値 1 

EPID1-MU 外部 PID マニュアル指令 1 

EPID2-SV 外部 PID プロセス指令 2 

EPID2-PV 外部 PIDフィードバック値 2 

EPID2-MU 外部 PID マニュアル指令 2 

EPID3-SV 外部 PID プロセス指令 3 

EPID3-PV 外部 PIDフィードバック値 3 

EPID3-MU 外部 PID マニュアル指令 3 

 

  



 

 

 ２-１１４ 

２.３.３.１８. ロジックシンボル一覧 

各機能ブロックについて説明します。回路を作成するときの参考にしてください。 

 

制限事項 

以下に記載があってもインバータが対応していない機能ブロックは，ツールボックスに表示さ

れず使用できません。また，ツールボックスに表示されているにもかかわらず，インバータの

バージョンによっては使用できない機能ブロックや設定があります。 

使用可能な機能ブロックにつきましては，各インバータ機種のユーザーズマニュアルで，機能

コード U01を確認してください。または簡単メニューの[機能コード設定]→[新規作成](機種に

よっては[カスタマイズロジックの設定画面を開く]にチェック)→[初期設定]の[新規作成]→

[一覧編集]ウィンドウで，機能コード U01の[機能コード情報]で確認してください。 

 

２.３.３.１８.１. デジタル Basic logic 

ツールボックスの 

[デジタル]タブ→[Basic logic] 

で選択するシンボルです。 

 
 

10～15:Through 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

10 

入力 出力 

  

 

スルー出力  論理回路なしのスルー出力です。 

11 

入力 出力 

  

 

スルー出力  

＋ オンディレイタイマ 

入力がONするとオンディレイタイマが起動し，

タイマ時間に達すると出力がONします。 

入力がOFFすると，出力がOFFします。 

12 

入力 出力 

  

 

スルー出力  

＋ オフディレイタイマ 

入力が ONすると，出力が ON します。 

入力が OFFするとオフディレイタイマが起動

し，タイマ時間に達すると出力が OFFします。 
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 ２-１１５ 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

13 

入力 出力 

  

 

スルー出力  

＋ パルス（１ショット） 

入力が ONするとタイマが起動し，タイマ時間に

達するまで出力が ONします。 

出力が ONの間は，入力の状態に関係なくタイマ

動作を継続します。 

タイマ時間に 0を設定したときは，出力が OFF

します。 

 

OFF ON

タイマ時間

入力

出力

OFF

OFF ON ON

OFF

OFF OFF

 

14 

入力 出力 

  

 

スルー出力  

＋ リトリガブルタイマ 

入力が ONするとタイマが起動し，タイマ時間 

に達するまで出力が ONします。 

ただし，出力が ONの間に入力の OFF→ON 

エッジが発生した場合には，その時点から 

タイマ時間に達するまで出力が ONします。 

タイマ時間に 0を設定したときは，入力が ON

すると出力が ONします。 

 

OFF ON

タイマ時間

入力

出力

OFF

OFF ON ON

ON

OFF OFF

 

15 

入力 出力 

  

 

スルー出力  

＋ パルス列出力 

周期がタイマ時間の2倍，デューティー50%のパ

ルスを出力します。発光装置の点滅に使用でき

ます。 

入力がONすると出力がONして，タイマが起動し

ます。タイマ時間に達すると出力がOFFしてタイ

マが再起動します。次にタイマ時間に達すると

出力がONしてタイマが再起動します。 

タイマ時間に 0を設定したときは，出力が OFF

します。 

 

OFF ON

タイマ時間

入力

出力
OFF ON

ON

OFF ON

 

 



 

 

 ２-１１６ 

20～25:AND 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

20 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ スルー出力  

2入力1出力のAND回路とスルー出力の組み合わ

せです。  
 

入力 2 

 

21 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ オンディレイタイマ 

2入力1出力のAND回路とオンディレイタイマの

組み合わせです。  

AND回路出力が ONするとオンディレイタイマが

起動し，タイマ時間に達すると出力が ON しま

す。AND回路出力が OFFすると，出力が OFFし

ます。  

 

入力 2 

22 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ オフディレイタイマ 

2入力1出力のAND回路とオフディレイタイマの

組み合わせです。  

AND回路出力がONすると出力がONします。AND回

路出力がOFFするとオフディレイタイマが起動

し，タイマ時間に達すると出力がOFFします。  

 
入力 2 

 

23 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ パルス（１ショット） 

2入力1出力のAND回路とパルス（１ショット）出

力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 
入力 2 

 

24 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ リトリガブルタイマ 

2入力1出力のAND回路とリトリガブルタイマの

組み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照し

てください。 

 
入力 2 

 

25 

入力 1 

 

出力 

 
論理積  

＋ パルス列出力  

2入力1出力のAND回路とパルス列出力の組み合

わせです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してください。 
 

入力 2 

 

 

論理値
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 ２-１１７ 

30～35:OR 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

30 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ スルー出力  

2入力1出力のOR回路とスルー出力の組み合わせ

です。 
 

入力 2 

 

31 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ オンディレイタイマ 

2入力1出力のOR回路とオンディレイタイマの組

み合わせです。  

OR回路出力が ONするとオンディレイタイマが

起動し，タイマ時間に達すると出力が ON しま

す。OR回路出力が OFFすると，出力が OFFしま

す。  

 
入力 2 

 

32 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ オフディレイタイマ 

2入力1出力のOR回路とオフディレイタイマの組

み合わせです。  

OR回路出力がONすると出力がONします。OR回路

出力がOFFするとオフディレイタイマが起動し，

タイマ時間に達すると出力がOFFします。  

 
入力 2 

 

33 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ パルス（１ショット） 

2入力1出力のOR回路とパルス（１ショット）出

力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 
入力 2 

 

34 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ リトリガブルタイマ 

2入力1出力のOR回路とリトリガブルタイマの組

み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照し

てください。  

 
入力 2 

 

35 

入力 1 

 

出力 

 
論理和  

＋ パルス列出力  

2入力1出力のOR回路とパルス列出力の組み合わ

せです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してください。 
 

入力 2 

 

 



 

 

 ２-１１８ 

40～45:XOR 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

40 

入力 1 

 

出力 

 
排他的論理和  

＋ スルー出力  

2入力1出力のXOR回路とスルー出力の組み合わ

せです。  
 

入力 2 

 

41 

入力 1 

 

出力 

 
排他的論理和  

＋ オンディレイタイマ 

2入力1出力のXOR回路とオンディレイタイマの

組み合わせです。  

XOR回路出力が ONするとオンディレイタイマが

起動し，タイマ時間に達すると出力が ON しま

す。XOR回路出力が OFFすると，出力が OFFし

ます。  

 
入力 2 

 

42 

入力 1 

 

出力 

 

排他的論理和  

＋ オフディレイタイマ 

2入力1出力のXOR回路とオフディレイタイマの

組み合わせです。  

XOR回路出力がONすると出力がONします。 

XOR回路出力がOFFするとオフディレイタイマが

起動し，タイマ時間に達すると出力がOFFしま

す。  

 
入力 2 

 

43 

入力 1 

 

出力 

 排他的論理和  

＋ パルス（１ショット）

出力  

2入力1出力のXOR回路とパルス（１ショット）出

力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 
入力 2 

 

44 

入力 1 

 

出力 

 
排他的論理和  

＋ リトリガブルタイマ 

2入力1出力のXOR回路とリトリガブルタイマの

組み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照し

てください。 

 
入力 2 

 

45 

入力 1 

 

出力 

 
排他的論理和  

＋ パルス列出力  

2入力1出力のXOR回路とパルス列出力の組み合

わせです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してください。 
 

入力 2 
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 ２-１１９ 

２.３.３.１８.２. デジタル Flip-Flop 

ツールボックスの 

[デジタル]タブ→[Flip-Flop] 

で選択するシンボルです。 

 
 

50～55:SR-FF 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

50 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ スルー出力  

セット優先フリップフロップとスルー出力の

組み合わせです。  
 

入力 2 

 

51 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ オンディレイタイマ 

セット優先フリップフロップとオンディレイ

タイマの組み合わせです。  

フリップフロップ出力が ON するとオンディレ

イタイマが起動し，タイマ時間に達すると出力

が ONします。フリップフロップ出力が OFFす

ると，出力が OFFします。  

 
入力 2 

 

52 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ オフディレイタイマ 

セット優先フリップフロップとオフディレイ

タイマの組み合わせです。  

フリップフロップ出力がONすると出力がONし

ます。フリップフロップ出力がOFFするとオフ

ディレイタイマが起動し，タイマ時間に達する

と出力がOFFします。  

 
入力 2 

 

53 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ パルス（１ショット） 

セット優先フリップフロップとパルス（１ショ

ット）出力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を

参照してください。 

 
入力 2 

 

54 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ リトリガブルタイマ 

セット優先フリップフロップとリトリガブル

タイマの組み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照

してください。 

 
入力 2 

 

55 

入力 1 

 

出力 

 セット優先  

フリップフロップ  

＋ パルス列出力  

セット優先フリップフロップとパルス列出力

の組み合わせです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してくださ

い。 

 
入力 2 

 

 

 
• カスタマイズロジックを起動した直後のフリップフロップの初期状態は OFF(0)で

す。 

  



 

 

 ２-１２０ 

 

60～65:RS-FF 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

60 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先  

フリップフロップ  

＋ スルー出力  

リセット優先フリップフロップとスルー出力

の組み合わせです。  
 

入力 2 

 

61 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先  

フリップフロップ  

＋ オンディレイタイマ 

リセット優先フリップフロップとオンディレ

イタイマの組み合わせです。  

フリップフロップ出力が ON するとオンディレ

イタイマが起動し，タイマ時間に達すると出力

が ONします。フリップフロップ出力が OFFす

ると，出力が OFFします。  

 
入力 2 

 

62 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先  

フリップフロップ  

＋ オフディレイタイマ 

リセット優先フリップフロップとオフディレ

イタイマの組み合わせです。  

フリップフロップ出力がONすると出力がONし

ます。フリップフロップ出力がOFFするとオフ

ディレイタイマが起動し，タイマ時間に達する

と出力がOFFします。  

 
入力 2 

 

63 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先  

フリップフロップ  

＋ パルス（１ショット） 

リセット優先フリップフロップとパルス（１シ

ョット）出力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を

参照してください。  

 
入力 2 

 

64 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先  

フリップフロップ  

＋ リトリガブルタイマ 

リセット優先フリップフロップとリトリガブ

ルタイマの組み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照

してください。 

 
入力 2 

 

65 

入力 1 

 

出力 

 リセット優先 

フリップフロップ  

＋ パルス列出力  

リセット優先フリップフロップとパルス列出

力の組み合わせです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してくださ

い。 

 
入力 2 

 

 

 
• カスタマイズロジックを起動した直後のフリップフロップの初期状態は OFF(0)で

す。 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１２１ 

２.３.３.１８.３. デジタル Edge detection 

ツールボックスの 

[デジタル]タブ→[Edge detection] 

で選択するシンボルです。 

 
 

70,72,73:Rise Edge 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

70 

入力 出力 

  

 

立ち上がりエッジ検出 

＋ スルー出力  

1入力1出力の立ち上がり検出とスルー出力の組

み合わせです。  

入力信号の立ち上がりを検出し，1実行サイク

ル時間 ON信号を出力します。 

72 

入力 出力 

  

 

立ち上がりエッジ検出 

＋ オフディレイタイマ 

1入力1出力の立ち上がり検出とオフディレイタ

イマの組み合わせです。  

立ち上がりエッジ検出すると出力がONします。  

立ち上がりエッジ検出が OFFするとオフディレ

イタイマが起動し，タイマ時間に達すると出力

が OFFします。  

73 

入力 出力 

  

 

立ち上がりエッジ検出 

＋ パルス（１ショット） 

1入力1出力の立ち上がり検出とパルス（１ショ

ット）出力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 

80,82,83:Fall Edge 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

80 

入力 出力 

  

 

立ち下がりエッジ検出 

＋ スルー出力  

1入力1出力の立ち下がり検出とスルー出力の組

み合わせです。 

入力信号の立ち下がりを検出し，1実行サイク

ル時間 ON信号を出力します。  

82 

入力 出力 

  

 

立ち下がりエッジ検出 

＋ オフディレイタイマ 

1入力1出力の立ち下がり検出と汎用タイマの組

み合わせです。  

立ち下がりエッジ検出すると出力がONします。  

立ち下がりエッジ検出が OFFするとオフディレ

イタイマが起動し，タイマ時間に達すると出力

が OFFします。  

83 

入力 出力 

  

 

立ち下がりエッジ検出 

＋ パルス（１ショット） 

1入力1出力の立ち下がり検出とパルス（１ショ

ット）出力の組み合わせです。 

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 

  



 

 

 ２-１２２ 

90,92,93:Both Edge 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

90 

入力 出力 

  

 

両エッジ検出  

＋ スルー出力  

1入力1出力の立ち上がりおよび立ち下がり検出

スルー出力の組み合わせです。  

入力信号の立ち上がりおよび立ち下がり（両エ

ッジ）を検出し，1実行サイクル時間 ON信号を

出力します。 

92 

入力 出力 

  

 

両エッジ検出  

＋ オフディレイタイマ 

1入力1出力の立ち上がりおよび立ち下がり検出

とオフディレイタイマの組み合わせです。  

両エッジ検出が OFFするとオフディレイタイマ

が起動し，タイマ時間に達すると出力が OFFし

ます。  

93 

入力 出力 

  

 

両エッジ検出  

＋ パルス  

（１ショット）  

1入力1出力の立ち上がりおよび立ち下がり検出

とパルス（１ショット）出力の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１２３ 

２.３.３.１８.４. デジタル Digital Other 

ツールボックスの 

[デジタル]タブ→[Digital Other] 

で選択するシンボルです。 

 
 

100～105:Hold 

ブロック

選択 
シンボル 機能ブロック 説明 

100 

入力 1 

 

出力 

 

ホールド＋ スルー出力 

2入力1出力の前回値のホールド機能とスルー出

力の組み合わせです。 

入力2は，ホールドコントロール信号です。 

入力 2が OFF のときは，入力 1を出力します。 

入力 2が ONのときは，出力の前回値を保持しま

す。  

 
入力 2 

 

101 

入力 1 

 

出力 

 
ホールド  

＋ オンディレイタイマ 

2入力1出力の前回値のホールド機能とオンディ

レイタイマの組み合わせです。  

ホールド出力が ONするとオンディレイタイマ

が起動し，タイマ時間に達すると出力が ON しま

す。ホールド出力が OFFすると，出力が OFFし

ます。  

 
入力 2 

 

102 

入力 1 

 

出力 

 
ホールド  

＋ オフディレイタイマ 

2入力1出力の前回値のホールド機能とオフディ

レイタイマの組み合わせです。  

ホールド出力が ONすると出力が ONします。   
入力 2 

 

103 

入力 1 

 

出力 

 
ホールド  

＋ パルス（１ショット） 

2入力1出力の前回値のホールド機能とパルス

（１ショット）の組み合わせです。  

パルス（１ショット）の動作は，ブロック選択

13 [スルー出力 ＋ パルス（１ショット）]を参

照してください。 

 
入力 2 

 

104 

入力 1 

 

出力 

 
ホールド  

＋ リトリガブルタイマ 

2入力1出力の前回値のホールド機能とリトリガ

ブルタイマの組み合わせです。  

リトリガブルタイマの動作は，ブロック選択 14 

[スルー出力 ＋ リトリガブルタイマ]を参照し

てください。 

 
入力 2 

 

105 

入力 1 

 

出力 

 
ホールド  

＋ パルス列出力  

2入力1出力の前回値のホールド機能とパルス列

出力の組み合わせです。  

パルス列出力の動作は，ブロック選択 15 [スル

ー出力 ＋ パルス列出力]を参照してください。 
 

入力 2 

 

 

  



 

 

 ２-１２４ 

110,120,130:Counter/Timer 

ブロック

選択 
項目 内容 

110 

分類 Counter/Timer 

機能ブロック アップカウンタ 

シンボル 

 機能1:目標値  

 入力 1 

 

出力   
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 

リセット入力付きアップカウンタ出力です。 

機能 1で目標値を設定します。 

入力 2はリセット信号です。入力 2 が ON すると，カウンタ値に 0を設定します。 

カウンタ値＜機能 1のときは，入力 1の立ち上がりにより，カウンタ値に+0.01

を加算します。 

カウンタ値≧機能 1で出力が ONします。出力が ONのときは，カウンタ値への加

算を行いません。 

カスタマイズロジックを停止すると，カウンタ値に 0 を設定します。 

入力 1 
論理値：カウント信号:OFFからONに変化したとき，カウンタ値に+0.01を加算し

ます。 

入力 2 論理値：入力信号:ONでカウンタ値を0にします。 

出力 論理値：ON:カウンタ値≧目標値 

プロパティ設定 
機能 1:目標値: 0.00～9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:未使用 

120 

分類 Counter/Timer 

機能ブロック ダウンカウンタ 

シンボル 

 機能 1:カウンタ初期値 

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 

リセット入力付きダウンカウンタ出力です。 

機能1で初期値を設定します。 

入力 2はリセット信号です。入力 2が ON すると，カウンタ値に機能 1を設定し

ます。 

カウンタ値＞0のときは，入力 1の立ち上がりにより，カウンタ値から+0.01を

減算します。 

カウンタ値≦0で出力が ONします。出力が ONのときは，カウンタ値への減算を

行いません。 

カスタマイズロジックを停止するとカウンタ値に機能 1を設定します。 

入力 1 
論理値：カウント信号:OFFからONに変化したとき，カウンタ値から+0.01を減算

します。 

入力 2 論理値：リセット信号:ONでカウンタ値に機能1を設定します。 

出力 論理値：ON:カウンタ値≦0 

プロパティ設定 
機能 1:目標値: 0.00～9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:未使用 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１２５ 

 

ブロック

選択 
項目 内容 

130 

分類 Counter/Timer 

機能ブロック リセット入力付き タイマ 

シンボル 

 機能1:目標時間  

 入力 1 

 

出力   
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 

リセット機能が付いたオフディレイタイマ出力です。 

機能 1で目標時間を設定します。 

入力 2はリセット信号です。入力 2が ON すると，タイマ現在値に 0 を設定しま

す。 

入力 1が ONすると出力が ON し，タイマが起動します。タイマ動作中は，入力 1

の状態によらず出力が ONし続けます。 

タイマ現在値≧目標時間で，入力 1の状態によらず出力が OFFします。また，タ

イマが停止し，タイマ現在値は 0となります。 

入力 1と入力 2が両方 ONしたときは，入力 2を優先します。 

カスタマイズロジックを停止すると，タイマ現在値に 0を設定します。 

入力 1 論理値： OFFからONに変化したとき，タイマを起動します。  

入力 2 論理値：リセット信号:ONでタイマ現在値に0を設定します。 

出力 論理値：ON:入力2がOFF，かつ，入力1のONからタイマ現在値＜目標時間までの間 

プロパティ設定 
機能 1:目標時間: 0.00～9990 [s] (有効数字 3桁) 

機能 2:未使用 

 

  



 

 

 ２-１２６ 

２.３.３.１８.５. アナログ Basic operator 

Calculator 

2001:加算 

ブロック

選択 
項目 内容 

2001 

分類 Calculator 

機能ブロック 加算 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

2入力 1出力の加算回路と出力リミッタの組み合わせです。  

入力 1と入力 2の加算を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

演算 21 入力入力出力 +=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

2002:減算 

ブロック

選択 
項目 内容 

2002 

分類 Calculator 

機能ブロック 減算 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力   
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

2入力 1出力の減算回路と出力リミッタの組み合わせです。  

入力 1と入力 2の減算を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

演算 21 入力入力出力 −=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 
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 ２-１２７ 

2003:乗算 

ブロック

選択 
項目 内容 

2003 

分類 Calculator 

機能ブロック 乗算 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

2入力 1出力の乗算回路と出力リミッタの組み合わせです。  

入力 1と入力 2の乗算を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

演算 21 入力入力出力 ×=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

2004:除算 

ブロック

選択 
項目 内容 

2004 

分類 Calculator 

機能ブロック 除算 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

2入力 1出力の除算回路と出力リミッタの組み合わせです。  

入力 1と入力 2の除算を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

演算 21 入力入力出力 ÷=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

  



 

 

 ２-１２８ 

2006:絶対値 

ブロック

選択 
項目 内容 

2006 

分類 Calculator 

機能ブロック 絶対値 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 

 

出力  

 機能 2:下限値  

説明 

入力に対して絶対値化処理を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

2007:反転加算 

ブロック

選択 
項目 内容 

2007 

分類 Calculator 

機能ブロック 反転加算 

シンボル 

 機能1:オフセット  

 入力 

 

出力   

 機能 2:バイアス  

説明 

1入力 1出力の反転回路です。 

入力の符号反転を機能 1(オフセット)と機能 2(バイアス)で補正して出力します。 

出力は±9990でリミットされます。 

類似の機能ブロックに反転加算切換(4002)があります。反転加算切換は，[デジ

アナ Basic operator]の[4002:反転加算切換]を参照してください。 

演算 ( ) 21 機能機能入力出力 +−−=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:オフセット:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:バイアス:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 
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 ２-１２９ 

2103:平均 

ブロック

選択 
項目 内容 

2103 

分類 Calculator 

機能ブロック 最小選択 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

入力 1 と入力 2 の加算平均値を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

演算 
2

21 入力入力
出力

+
=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

  



 

 

 ２-１３０ 

Limiter 

2005:リミッタ 

ブロック

選択 
項目 内容 

2005 

分類 Limiter 

機能ブロック リミッタ 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 

 

出力  

 機能 2:下限値  

説明 

1入力 1出力の上下限リミッタ回路です。   

入力 1に対してリミット処理を行い，その結果を出力します。 

出力は機能 1，機能 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

上限値＝下限値の場合，上限値は+9990，下限値は-9990となります。このとき，

シンボルの下に，[Through]と表示します。 

上限値＜下限値の場合，出力は上限値となります。 

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１３１ 

2008:可変リミッタ 

ブロック

選択 
項目 内容 

2008 

分類 Limiter 

機能ブロック 可変リミッタ 

シンボル 

 機能 1:入力 3(ステップ No.) 

 入力 1 

 

出力   入力 2 

入力 3：機能ブロックの出力 

 機能 2:未使用  

説明 

入力 3に対し，可変の上下限リミットを適用することができます。 

出力は入力 1，入力 2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

入力 1（上限値）＜入力 2（下限値）となった場合には，入力 1が出力されます。 

入力 3には，機能ブロック（ステップ No.の割り付けが可能なシンボル）の出力

を接続します。入力端子を直接接続することはできません。 

入力 3を接続しなかった場合，機能 1で指定したステップ No.xxの出力（SOxx）

に対して可変の上下限リミット値を適用します。 

入力 3を接続した場合，ステップ No.自動割付を実行すると入力 3のステップ No.

で機能 1を上書きします。 

演算 出力

入力1

入力2

入力3

 

先に下限リミットを適用し，その後

上限リミットを適用します。 

入力 3 を接続しない場合は，左図の

入力 3 を機能 1 に設定したステップ

No.の出力に読み替えてください。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:ステップ No.:1～最大ステップ数 

機能 2:未使用 

 

  



 

 

 ２-１３２ 

Selector 

2101:最大選択 

ブロック

選択 
項目 内容 

2101 

分類 Selector 

機能ブロック 最大選択 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力   
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

入力 1と入力 2を比較し大きい方を出力します。 

出力は機能1，機能2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

2102:最小選択 

ブロック

選択 
項目 内容 

2102 

分類 Selector 

機能ブロック 最小選択 

シンボル 

 機能1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

入力 1と入力 2を比較し小さい方を出力します。 

出力は機能1，機能2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:上限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下限値: -9990～+9990 (有効数字 3 桁) 
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 ２-１３３ 

２.３.３.１８.６. アナログ Comparator 

Comparator 

2051:比較 1 

ブロック

選択 
項目 内容 

2051 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 1 

シンボル 

 機能1:偏差判定値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 
2入力偏差の比較結果(等号を含みます)をデジタル出力します。 

ONと OFFの両方の条件が成立した場合には出力は ONが優先となります。 

演算 
出力ON 条件: 2121 機能機能≧入力入力 +−  

出力OFF条件: 2121 機能機能≦入力入力 −−  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:偏差判定値：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

 

2052:比較 2 

ブロック

選択 
項目 内容 

2052 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 2 

シンボル 

 機能1:偏差判定値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 2入力偏差の比較結果(等号を含みません)をデジタル出力します。 

演算 
出力ON 条件: 2121 機能機能入力入力 +>−  

出力OFF条件: 2121 機能機能入力入力 −<−  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:偏差判定値：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

 

 ２-１３４ 

2053:比較 3 

ブロック

選択 
項目 内容 

2053 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 3 

シンボル 

 機能1:偏差判定値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 
2入力偏差(絶対値)の比較結果(等号を含みます)をデジタル出力します。 

ONと OFFの両方の条件が成立した場合には出力は ONが優先となります。 

演算 
出力ON 条件: 2121 機能機能≧入力入力 +−  

出力OFF条件: 2121 機能機能≦入力入力 −−  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:偏差判定値：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

 

2054:比較 4 

ブロック

選択 
項目 内容 

2054 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 4 

シンボル 

 機能1:偏差判定値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 2入力偏差(絶対値)の比較結果(等号を含みません)をデジタル出力します。 

演算 
出力ON 条件: 2121 機能機能入力入力 +>−  

出力OFF条件: 2121 機能機能入力入力 −<−  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:偏差判定値：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１３５ 

2055:比較 5 

ブロック

選択 
項目 内容 

2055 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 5 

シンボル 

 機能1:判定値  

 入力 

 

出力  

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 
入力と判定値との比較結果をデジタル出力します。 

ヒステリシス幅を設定可能ですが，OFF 条件でしか作用しません。 

演算 
出力ON 条件: 1機能≧入力  

出力OFF条件: 21 機能機能入力 −<  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:判定値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

 

2056:比較 6 

ブロック

選択 
項目 内容 

2056 

分類 Comparator 

機能ブロック 比較 6 

シンボル 

 機能1:判定値  

 入力 

 

出力  

 機能 2:ヒステリシス幅  

説明 
入力と判定値との比較結果をデジタル出力します。 


ヒステリシス幅を設定可能ですが，OFF 条件でしか作用しません。 

演算 
出力ON 条件: 1機能≧入力  

出力OFF条件: 21 機能機能入力 +<  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:判定値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:ヒステリシス幅：-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

 

 ２-１３６ 

2071:窓比較 1 

ブロック

選択 
項目 内容 

2071 

分類 Comparator 

機能ブロック 窓比較 1 

シンボル 

 機能1: 上閾値  

 入力 

 

出力  

 機能 2: 下閾値  

説明 
入力 1と上/下閾値との比較結果をデジタル出力します。 

上閾値と下閾値との範囲に入っている(等号を含む)と ON(TRUE)を出力します。 

演算 
出力ON 条件: 21 機能≧入力≧機能  

出力OFF条件: ( ) ( )入力機能機能入力 >> 21 or  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力 ON条件成立，OFF:出力 OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:上閾値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下閾値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

2072:窓比較 2 

ブロック

選択 
項目 内容 

2072 

分類 Comparator 

機能ブロック 窓比較 2 

シンボル 

 機能1: 上閾値  

 入力 

 

出力  

 機能 2: 下閾値  

説明 

入力 1と上/下閾値との比較結果をデジタル出力します。 

上閾値と下閾値との範囲に入っている(等号を含まない)と ON(TRUE)を出力しま

す。 

演算 
出力ON 条件: 21 機能入力機能 >>  

出力OFF条件: ( ) ( )入力≧機能機能≧入力 21 or  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 論理値:ON:出力ON条件成立，OFF:出力OFF条件成立 

プロパティ設定 
機能 1:上閾値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

機能 2:下閾値：-9990～+9990 (有効数字 3 桁) 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１３７ 

２.３.３.１８.７. アナログ Converter 

Converter 

2009:一次関数 

ブロック

選択 
項目 内容 

2009 

分類 Converter 

機能ブロック 一次関数 

シンボル 

 機能1:係数 AK   

 入力 

 

出力  

 機能 2:係数 BK   

説明 

入力の一次関数を計算する機能です。  

予め定義された一次関数（下の[演算]に示された式）に基づいて出力値を算出し

ます。付随する2つの機能で一次関数の係数を与えます。  

出力は内部リミッタにより制限されます。  

機能 1=0.00設定の場合は入力未接続でもエラーとなりません。 

演算 BKAK +×= 入力出力  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:係数 AK : -9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:係数 BK : -9990～+9990 (有効数字 3桁) 

 

2151:S13機能コード入力 

ブロック

選択 
項目 内容 

2151 

分類 Converter 

機能ブロック S13機能コード入力 

シンボル 

 機能 1:S13が 20000のときの出力値 

 

 

出力  

 機能 2:S13が 0のときの出力値 

説明 

機能コードS13（PID 指令値）設定値0～

20000/0～100%を，S13が0のときの出力が機

能2，S13が20000のときの出力が 

機能1となるように変換します。 

出力

S13

機能1

機能2
0 20000
(0%) (100%)

 

演算 
( )

213
20000

21
機能

機能機能
出力 +×

−
= S  

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:S13 が 20000 のときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:S13 が 0 のときの出力値:    -9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

 

 ２-１３８ 

2201:尺度逆変換 

ブロック

選択 
項目 内容 

2201 

分類 Converter 

機能ブロック 尺度逆変換 

シンボル 

 機能 1:出力が 100のときの入力値 

 入力 

 

出力  

 機能 2:出力が 0 のときの入力値 

説明 

入力 1を最小尺度～最大尺度から尺度逆変換して 0～100%にします。 

アナログ出力端子への接続のために使用してください。 

最大使用可能数は 2 ステップです。 

機能1と機能2に同じ値を設定した場合， 

出力は 0 になります。 

出力

入力
機能1機能2

0

100

 

演算 
21

2
100

機能機能

機能入力
出力

−

−
×=  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:出力が 100のときの入力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:出力が 0 のときの入力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

 

2202:尺度変換 

ブロック

選択 
項目 内容 

2202 

分類 Converter 

機能ブロック 尺度変換 

シンボル 

 機能 1:入力が 100のときの出力値 

 入力 

 

出力  

 機能 2:入力が 0 のときの出力値 

説明 

入力 1を最小尺度～最大尺度から尺度逆変換して 0～100%にします。 

入力選択は，設定値 8000～8085のみ使用可能です。 

最大使用可能数は 2 ステップです。 
出力

入力

機能1

機能2
0 100

 

演算 
( )

2
100

21
機能入力

機能機能
出力 +×

−
=  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1: 入力が 100のときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2: 入力が 0 のときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１３９ 

3001:換算 1 

ブロック

選択 
項目 内容 

3001 

分類 Converter 

機能ブロック 換算 1 

シンボル 

 機能 1:上限値 

 入力 

 

出力  

 機能 2:下限値 

説明 

入力の二次関数を計算する機能です。 

予め定義された二次関数（下の[演算]に示された式）に基づいて出力値を算出し

ます。 

出力は機能1，機能2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

係数 K A ， K B ， K C の設定には，手動設定と自動計算が選択できます。 

換算係数手動設定 

各係数を指数形式で設定します。例えば， K A は仮数部と指数部を設定するこ

とにより 

( ) ( )指数部
仮数部 10×=K A  

となります。 K B ， K C についても同様です。 

換算係数自動計算 

(入力，出力)の関係を 3点 

(X1,Y1)，(X2,Y2)，(X3,Y3)で

設定します。 

各係数は自動計算され，設定

されます。 

 

最 大 使 用 可 能 数 は ， 換 算

1(3001)と換算 2(3002)を合わ

せて 1ステップです。 

換算 1(3001)と換算 2(3002)を

両方使用したときは，換算

1(3001)を優先します。 

X3X2X1

Y3

Y2

Y1

動作点３
(X3,Y3)

動作点２
(X2,Y2)

動作点１
(X1,Y1)

0 入力

出力

 

換算 1(3001)を 2個以上使用したときは，ステップ No.の最も小さい方を優先し

ます。 

タッチパネルへ書き込む場合，自動計算を選択しないでください。詳しくは，[２.

３.３.４.[ 4 ] 機能ブロック 3001:換算 1，3002:換算 2]を参照してください。 

演算 ( ) KKK CBA +×+×= 入力入力出力
2  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 

換算係数手動設定: 

K A ， K B ， K C の仮数部:-9.999～9.999 

K A ， K B ， K C の指数部:-5～5 

換算係数自動計算: 

X1，Y1 ， X 2 ，Y 2 ， X 3 ，Y 3 :-9990～+9990 (有効数字3桁) 

機能 1:上限値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:下限値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 



 

 

 ２-１４０ 

3002:換算 2 

ブロック

選択 
項目 内容 

3002 

分類 Converter 

機能ブロック 換算 2 

シンボル 

 機能 1:上限値 

 入力 

 

出力  

 機能 2:下限値 

説明 

予め定義された関数（下の[演算]に示す式）に基づいて出力値を算出します。 

出力は機能1，機能2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

係数 K A ， K B ， K C の設定には，手動設定と自動計算が選択できます。 

換算係数手動設定 

各係数を指数形式で設定します。例えば， K A は仮数部と指数部を設定して， 

( ) ( )指数部
仮数部 10×=K A  

となります。 K B ， K C についても同様です。 

換算係数自動計算 

(入力，出力)の関係を 3点 

(X1,Y1)，(X2,Y2)，(X3,Y3)で

設定します。 

各係数は自動計算され，設定

されます。 

 

最 大 使 用 可 能 数 は ， 換 算

1(3001)と換算 2(3002)を合わ

せて 1ステップです。 

換算 1(3001)と換算 2(3002)を

両方使用したときは，換算

1(3001)を優先します。 

Y
動作点３
(X3,Y3)

動作点２
(X2,Y2)

動作点１
(X1,Y1)

X3X2X10 X
 

換算 2(3001)を 2個以上使用したときは，ステップ No.の最も小さい方を優先し

ます。 

内の演算結果がマイナスになった場合は 0を出力します。 

タッチパネルへ書き込む場合，自動計算を選択しないでください。詳しくは，[２.

３.３.４.[ 4 ] 機能ブロック 3001:換算 1，3002:換算 2]を参照してください。 

演算 K
K

K
C

B

A ×
+

=
入力

出力  

入力 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 

換算係数手動設定: 

K A ， K B ， K C の仮数部:-9.999～9.999 

K A ， K B ， K C の指数部:-5～5 

換算係数自動計算: 

X1，Y1 ， X 2 ，Y 2 ， X 3 ，Y 3 :-9990～+9990 (有効数字3桁) 

機能 1:上限値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:下限値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 
  



 

第２章 機能説明 

 ２-１４１ 

２.３.３.１８.８. デジアナ Basic operator 

Basic operator 

4001:ホールド 

ブロック

選択 
項目 内容 

4001 

分類 Basic operator 

機能ブロック ホールド 

シンボル 

 機能 1:上限値  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下限値  

説明 

入力 2(論理値)が OFF のときは，入力 1をそのまま出力します。 

入力 2(論理値)が ON のときは，出力値をホールドします。 

出力は機能1，機能2に割り当てられた上下限値でリミットされます。 

リミット処理については，[2005:リミッタ]を参照してください。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力1を出力します。 

ON :前回出力値を出力します 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能1:上限値:-9990～+9990 (有効数字3桁) 

機能2:下限値:-9990～+9990 (有効数字3桁) 

 

4002:反転加算切換 

ブロック

選択 
項目 内容 

4002 

分類 Basic operator 

機能ブロック 反転加算切換 

シンボル 

 機能 1:オフセット  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:バイアス  

説明 

入力 2(論理値)が OFF のときは，入力 1をそのまま出力します。 

入力2(論理値)が ON のときは，下の[演算]に示す式の演算結果を出力します。 

類似の機能ブロックに反転加算(2007)があります。反転加算は，[アナログ Basic 

operator]の[2007:反転加算]を参照してください。 

演算 入力2 が ON のときの出力 ( ) 211 機能機能入力 +−−=  

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力1を出力します。 

ON :[演算]に示す式の演算結果を出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:オフセット:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:バイアス:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

  



 

 

 ２-１４２ 

4005:ローパスフィルタ 

ブロック

選択 
項目 内容 

4005 

分類 Basic operator 

機能ブロック ローパスフィルタ 

シンボル 

 機能 1:時定数 [s] 

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:0固定 

説明 

入力 2が OFF のときは，入力 1をそのまま出力します。 

入力 2が ON のときは，入力 1にローパスフィルタを適用して出力します。 

ローパスフィルタの演算では前回出力値を使用します。前回出力値は，入力 2 が 

OFFから ONに変化したときは，ローパスフィルタ適用前の出力値になります。カ

スタマイズロジックを起動したとき，または CLC端子を ONしたときは，0 にな

ります。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力 1を出力します。 

ON :入力 1 にローパスフィルタを適用して出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:時定数:0.00はフィルタ無効，0.01～5.00 [s] 

機能 2:0 

 

  



 

第２章 機能説明 

 ２-１４３ 

4006:変化率制限 

ブロック

選択 
項目 内容 

4006 

分類 Basic operator 

機能ブロック 変化率制限 

シンボル 

 機能 1:上昇時間 [s] 

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:下降時間 [s] 

説明 

変化率制限では，入力 1の単位時間当たりの変化量を制限します。 

制限値は，入力 1が 0から 100に変化するまでの時間で設定します。増加量と減

少量の制限値を別々に設定できます。 

入力 2が OFF のときは，入力 1をそのまま出力します。 

入力 2が ON のときは，入力 1に変化率制限を適用して出力します。 

変化率制限の演算では前回出力値を使用します。前回出力値は，入力 2 が OFF

から ONに変化したときは，変化率制限適用前の出力値になります。カスタマイ

ズロジックを起動したとき，または CLC 端子を ONしたときは，0 になります。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力 1を出力します。 

ON :入力 1 に変化率制限を適用して出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 

機能 1:上昇時間:入力 1が 0 から 100に変化するまでの時間 

0は制限なし，0.01～600 [s] (有効数字 3 桁) 

機能 2:下降時間:入力 1が 0 から 100に変化するまでの時間 

0は機能 1と同じ時間，0.01～600 [s] (有効数字 3桁) 

 

  



 

 

 ２-１４４ 

6101: PIDダンサ出力ゲイン周波数 

ブロック

選択 
項目 内容 

6101 

分類 Basic operator 

機能ブロック PIDダンサ出力ゲイン周波数 

シンボル 

 機能 1:ゲイン比率 [%] 

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:周波数下限値 [Hz] 

説明 

ダンサコントロール PIDで使用します。 

PID 出力の 100%を最高出力周波数相当として周波数補正量を算出するか，指令さ

れている周波数(ライン速度指令)相当として周波数補正量を算出するかを切換

えることが可能です。 

入力 1が 0のときは，0を出力します。 

入力 1が 0以外のときは，[演算]に示す式で算出した値を出力します。 

出力はモニタ用です。 

ダンサ制御が有効(機能コード J01 が 3)のとき，下の[演算]に示す式で周波数補

正量を算出し，出力周波数に反映します。 

最大使用可能数は 1つです。PIDダンサ出力ゲイン周波数(6101)を 2 個以上使用

したときは，ステップ No.の最も小さい方を優先します。 

機能1

入力2

×

出力

設定周波数 
[Hz]

ON

OFF

≠0

＝0

0

入力1

＝0

≠0×

機能2

最高出力周波数 
[Hz]

+

×

+

0.01

×
PID出力

[%]

0.01

出力周波数
[Hz]

 

ダンサ制御有効でON

 

演算 

出力 

入力1 入力 2 機能 1 出力 

0 OFF/ON 未使用 0 

0以外 

OFF 未使用 設定周波数≧機能 2のとき，設定周波数 

設定周波数＜機能 2のとき，機能 2 

ON 

0 

0以外 最高出力周波数
機能

×
100

1
 

出力
出力

周波数補正量 ×=
100

[%]PID
 

出力周波数 =設定周波数+周波数補正量 
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ブロック

選択 
項目 内容 

6101 

入力 1 
数値：0のとき 0を出力します 

0以外のとき算出します。 

入力 2 

論理値：OFF:設定周波数から周波数補正量を算出します。 

ON :機能 1が 0のとき，OFF と同じです。 

機能 1が 0以外のとき，最高出力周波数から周波数補正量を算出し

ます。  

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:ゲイン比率:0～200 [%] 

機能 2:周波数下限値:0～500 [Hz] 

 

  



 

 

 ２-１４６ 

２.３.３.１８.９. デジアナ Selector 

Selector 

4003:選択 1 

ブロック

選択 
項目 内容 

4003 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 1 

シンボル 

 機能 1:入力 2 が ONのときの出力値 

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 
入力 2が OFF のときは，入力 1をそのまま出力します。 

入力 2が ON のときは，機能 1を出力します。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力1を出力します。 

ON :機能1を出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:入力 2 が ONのときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:未使用 

 

4004:選択 2 

ブロック

選択 
項目 内容 

4004 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 2 

シンボル 

 機能 1:入力 2 が OFFのときの出力値 

 入力 

 

出力  

 機能 2:入力 2 が ONのときの出力値 

説明 
入力 2(論理値)が OFF のときは，機能 1を出力します。 

入力 2(論理値)が ON のときは，機能 2を出力します。 

入力 
論理値：OFF:機能1を出力します。 

ON :機能2を出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:入力 2 が OFFのときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 

機能 2:入力 2 が ONのときの出力値:-9990～+9990 (有効数字 3桁) 
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5001～5014:選択 3-1～3-14 

ブロック

選択 
項目 内容 

5001 

～ 

5014 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 3-1～3-14 

シンボル 

[5001での例] 機能 1:未使用  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 

ステップ No.xxの出力(SOxx) (xxは 1,2,...,14) が OFF のときは，入力 1を出

力します。 

出力(SOxx)が ON のときは，入力 2を出力します。 

出力(SOxx)は論理値である必要があります。 

SO01～SO14 論理値：OFF:入力1を出力します。 

ON :入力2を出力します。 
 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:未使用 

機能 2:未使用 

 

5101～5114:選択 4-1～4-14 

ブロック

選択 
項目 内容 

5101 

～ 

5114 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 4-1～4-14 

シンボル 

[5101の例] 機能 1:未使用  

 入力 1 

 

出力  
 入力 2 

 機能 2:未使用  

説明 

入力 2が OFF のときは，入力 1を出力します。 

入力 2が ON のときは，ステップ No.xx の出力(SOxx) (xxは 1,2,...,14)を出力

します。 

出力(SOxx)は数値である必要があります。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力 1を出力します。 

ON :出力(SOxx)を出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:未使用 

機能 2:未使用 

 

  



 

 

 ２-１４８ 

5000:選択 3 

ブロック

選択 
項目 内容 

5000 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 3 

シンボル 

 機能 1:ステップ No.  

 入力 1 

 

出力   入力 2 

入力 3：機能ブロックの出力 

 機能 2:未使用  

説明 

入力 3には，機能ブロック（ステップ No.の割り付けが可能なシンボル）の出力

を接続します。入力端子を直接接続することはできません。 

入力 3が OFF のときは，入力 1を出力します。 

入力 3が ON のときは，入力 2を出力します。 

入力 3は論理値である必要があります。 

入力 3を接続しなかった場合，機能 1で指定したステップ No.xxの出力（SOxx）

を入力 3の代わりに使用します。 

入力 3を接続した場合，ステップ No.自動割付を実行すると入力 3のステップ No.

で機能 1を上書きします。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 数値：-9990～+9990 

入力 3 
論理値：OFF:入力 1を出力します。 

ON :入力 2を出力します。 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:ステップ No.:1～最大ステップ数 

機能 2:未使用 

 

  

論理値
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 ２-１４９ 

5100:選択 4 

ブロック

選択 
項目 内容 

5100 

分類 Selector 

機能ブロック 選択 4 

シンボル 

 機能 1:ステップ No.  

 入力 1 

 

出力   入力 2 

入力 3：機能ブロックの出力 

  機能 2:未使用  

説明 

入力 3には，機能ブロック（ステップ No.の割り付けが可能なシンボル）の出力

を接続します。入力端子を直接接続することはできません。 

入力 2が OFF のときは，入力 1を出力します。 

入力 2が ON のときは，入力 3を出力します。 

入力 3は数値である必要があります。 

入力 3を接続しなかった場合，機能 1で指定したステップ No.xxの出力（SOxx）

を入力 3の代わりに使用します。 

入力 3を接続した場合，ステップ No.自動割付を実行すると入力 3のステップ No.

で機能 1を上書きします。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:入力 1を出力します。 

ON :入力 3を出力します。 

入力 3 数値：-9990～+9990 

出力 数値：-9990～+9990 

プロパティ設定 
機能 1:ステップ No.:1～最大ステップ数 

機能 2:未使用 

 

  



 

 

 ２-１５０ 

２.３.３.１８.１０. デジアナ Function Code 

 

Function Code 

6001:機能コード読出し 

ブロック

選択 
項目 内容 

6001 

分類 Function Code 

機能ブロック 機能コード読出し 

シンボル 

 機能 1:機能コードグループ 

 

 

出力  

 機能 2:機能コード番号 

説明 

機能 1，2 指定した機能コードデータを出力します。 

正しく読み出せるデータフォーマットは以下になります。 

[1],[2],[3],[4],[5],[6],[7],[8],[9],[10], 

[12],[22],[24],[29],[35],[37],[45],[61], 

[67],[68],[74],[92],[93] 

ただし，値は-9990～9990で制限されます。また，［29]は 20000を 100%として表

示します。 

上記以外のデータフォーマットは正しく読めないため使用しないでください。 

存在しない機能コードを読み出そうとした場合，出力は 0になります。 

データフォーマットの詳細に関しては別冊『RS-485通信ユーザーズマニュアル

(24A7-J-0082)』第 5章を参照してください。 

各機能コードのデータフォーマットは，[機能コード一覧]ウィンドウの[一覧編

集]ウィンドウでも確認できます。[一覧編集]については，[２.３.１.１.一覧編

集]を参照してください。 

入力 なし 

出力 数値：-9990～+9990 (リミット値:±9990) 

プロパティ設定 
機能 1:機能コードグループ 

機能 2:機能コード番号:00～99 
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 ２-１５１ 

6002:機能コード書込み 

ブロック

選択 
項目 内容 

6002 

分類 Function Code 

機能ブロック 機能コード書込み 

シンボル 

 機能 1:機能コードグループ U1固定 

 入力 1 

 

 
 入力 2 

 機能 2:機能コード番号 

説明 

書き込み先の機能コードを機能 1，機能 2 で選択します。選択可能な機能コード

は，U171～U175です。書込み値は電源断でも保持されます。 

入力 2が ON のときは，選択した機能コードへ入力 1 を書き込みます。 

入力 2が OFF のときは，書き込みをしません。 

機能コード U171～U175に書き込んだ値は，揮発性メモリ（RAM）に保持され，イ

ンバータが低電圧を検出したとき，不揮発性メモリ（EEPROM）に記憶されます。 

最大使用可能数は，1つの機能コードにつき 1ステップです。 

同じ機能コードを選択した機能コード書込み(6002)を 2個以上使用したときは，

ステップ No.の最も小さい方を優先します。 

ステップ No.自動割付を実行すると，“機能コード書込みの出力 1が未接続で

す。”という警告が発生しますが問題ありません。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:書き込みをしません。 

ON :機能 1，機能 2で選択した機能コードへ入力 1を書き込みます。 

出力 なし 

プロパティ設定 
機能 1:機能コードグループ:U1 

機能 2:機能コード番号:71～75 

 

  



 

 

 ２-１５２ 

6003:機能コード切換 

ブロック

選択 
項目 内容 

6003 

分類 Function Code 

機能ブロック 機能コード切換 

シンボル 

 機能 1:機能コードグループ 

 入力 1 

 

 
 入力 2 

 機能 2:機能コード番号 

説明 

機能 1，機能 2 で設定値を変更する機能コードを選択します。 

入力 2が ONのときは，選択した機能コードの設定値を入力 1に変更します。 

このとき，不揮発性メモリ（EEPROM）に保存されている設定値を変更しません。 

入力 2が OFF のときは，選択した機能コードの設定値を変更前に戻します。 

最大使用可能数は，1つの機能コードにつき 1ステップです。 

同じ機能コードに対し機能コード切換(6003)を 2個以上使用したときは，ステッ

プ No.の最も小さい方を優先します。 

ローダの機能コード読み書き動作，タッチパネルへのコピー動作を行うときは，

入力 2を OFF にして，機能コード設定値を変更前に戻してから行ってください。 

機能コード切換(6003)で機能コード設定値を変更したまま，ローダの読み出し動

作や，タッチパネルへのコピー動作を行うと，不揮発性メモリのデータではなく，

変更中のデータを読み出します。また，ローダからの書き込みのときに[y97に 2

の書き込み]を選択すると，機能コード切換(6003)で変更中のデータを不揮発性

メモリに保存します。 

カスタマイズロジックを停止するときは，入力 2を OFFにしてください。 

入力 2を ONにしたままカスタマイズロジックを停止すると，機能コード切換

(6003)で変更中のデータを保持します。この状態から設定値を変更前に戻すに

は，カスタマイズロジックを起動して入力 2を OFFにする，インバータの電源を

切る，タッチパネル等で設定値を変更前に書き戻す，のいずれかを行う必要があ

ります。 

入力 1 数値：-9990～+9990 

入力 2 
論理値：OFF:書き込みをしません。 

ON :機能 1，機能 2で指定した機能コードへ入力 1を書き込みます。 

出力 なし 

プロパティ設定 
機能 1:機能コードグループ 

機能 2: 機能コード番号 
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 ２-１５３ 

２.３.４. スケジュール 

リアルタイムクロック(RTC)を使用したタイマ運転機能のあるインバータ機種に対して，タイマ

運転の運転条件を設定できます。 

 
• インバータがリアルタイムクロック(RTC)を使用したタイマ運転機能を搭載してい

るかどうかは，各インバータ機種の取扱説明書を参照してください。 

• リアルタイムクロック(RTC)を使用したタイマ運転機能を使用するには，あらかじ

めインバータの日付と時刻を設定しておく必要があります。設定方法は，各インバ

ータ機種のユーザーズマニュアルを参照してください。ローダから設定することも

できます。ローダからの設定方法は，[２.４.５.日付・時刻]を参照してください。 

 

メインメニューの[メニュー]で[スケジュール運転]を選択する，または，メインウィンドウ

のツールバーより を選択し，[スケジュール運転]をクリックすると[スケジュール運転]ウ

ィンドウが開きます。 

 

  



 

 

 ２-１５４ 

２.３.４.１. スケジュール設定 

下記に[スケジュール運転]ウィンドウの[スケジュール設定]タブを示します。 

表示選択 

Both :インバータ動作と外部信号の 

タイムスケジュールを表示します。 

Run :インバータ動作のタイムスケジュールを 

表示します。 

Output :外部信号のタイムスケジュールを 

表示します。 

 

初期化 

ローダのスケジュール設定を初期化 

します。 

タイマー1,2,3,4 

最大 4つのタイムスケジュール 

を作成できます。 

保存 

作成したタイムスケジュールを 

CSV 形式でファイルに保存します。 

 

開く 

CSV ファイルから 

タイムスケジュール 

を読み出します。 

 

対象インバータ 

[書込み]，[読出]を行う 

インバータの選択です。 

一括書き込み 

インバータにスケジュール設定と 

休日設定を書き込みます。 

インバータから読出 

インバータからスケジュール設定と 

休日設定を読み出します。 

 

 
• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータと接続している

場合，[一括書き込み]，[インバータから読出]ができないことがあります。このよ

うな場合，[一括書き込み]，[インバータから読出]を行うには，パスワード保護を

解除する必要があります。パスワード機能については，各インバータ機種の取扱説

明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 
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[スケジュール運転]ウィンドウで[タイマー1]，[タイマー2]，[タイマー3]，[タイマー4]のい

ずれかをクリックすると[スケジュール設定]ダイアログが表示されます。 

設定有効選択 

:有効 

:無効 

Start スライダー 

ドラッグして開始時刻を調整 

します。 

Stop スライダー 

ドラッグして終了時刻を調整 

します。 

Start 

開始時刻の設定です。 

Stop 

終了時刻の設定です。 

 

開始曜日選択 

開始曜日の設定です。 

:有効 

:無効 

Clear 
設定を初期化します。 

タイマ運転動作選択 

Run 

:動作（動作対象時間になるとインバータが運転します。） 

:不動作 

Output 

:動作（動作対象時間になると対象となるデジタル出力端子『TMD』，『TMD1』，『TMD2』，『TMD3』，『TMD4』

が ON します。） 

:不動作 

 



 

 

 ２-１５６ 

以下は[タイマー1]をクリックしたときの設定例です。 

 

 

 

 

左上のチェックボックスをチ

ェックすると設定可能となり

ます。 

 

開始時刻と終了時刻を設定し

ます。 

 
（スライダー による設定

も可能です。） 

 

タイマ運転動作（Run/Output）

を選択します（複数設定可能で

す）。 

 

開始曜日を選択します（複数設

定可能です）。 

 

設定が終了したら，[OK]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 
 

 

[スケジュール設定]ダイアロ

グに設定が反映されます。 

 

[タイマー2]，[タイマー3]，[タイマー4]も[タイマー1]と同様に設定できます。 
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 ２-１５７ 

２.３.４.２. 休日設定 

タイマ運転が有効であっても，例えば休日など例外的に運転させたくない場合のために，年間

最大 20 日の休止日を設定することができます。休止日に該当する日は，タイマ設定時間内で

あってもタイマ運転は動作しません。 

休止日の設定方法として以下の 2 種類で設定できます。 

1. 月日による設定 （例: 1 月 1 日） 

2. 曜日による設定 （例: 1 月第 2 日曜日） 

 

下記に[スケジュール運転]ウィンドウの[休日設定]タブを示します。 

Chk 

設定の有効／無効選択です。 

:有効 

:無効 

Month 

月を表示します。 

Day 

月日による設定の場合，日を表示します。 

曜日による設定の場合，週を表示します。 

 

 初期化 

ローダの休日設定を 

初期化します。 

Week 

月日による設定の場合，表示しません。 

曜日による設定の場合，曜日を表示します。 

 

 

Month，Day，Week のセルのうち，ど

れか一つを選んでクリックすると， 

 

[休日設定]ダイアログが表示されま

す。 

  



 

 

 ２-１５８ 

[ 1 ] 月日による設定 

[休日設定]タブ内の Month，Day，Weekのセルのうちどれか一つを選んでクリックすると，[休

日設定ダイアログ]を表示します。 

 

 

 

ラジオボタンで[日付設定]を選択しま

す。 

 

 

月日を直接入力します。 

 

をクリックすると，カレンダーから

月日を選択できます。 

[OK]をクリックします。 

 

チェックボックスにチェックを入れて

設定を有効にします。 

 

 
• 月日による設定において，年は無視されます。 

 

[ 2 ] 曜日による設定 

[休日設定]タブ内の Month，Day，Weekのセルのうちどれか一つを選んでクリックすると，[休

日設定ダイアログ]を表示します。 

 

ラジオボタンで[第曜日]を選択しま

す。 

リストボックスで月，週，曜日を選択

します。 

[OK]をクリックします。 

 

チェックボックスにチェックを入れて

設定を有効にします。 
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 ２-１５９ 

２.３.５. トレース 

トレース機能 

インバータの運転状況を連続した波形情報として観測することができます。 

トレース機能には，２つの種類があります。 

①リアルタイムトレース ：インバータから逐次波形データを読み出してグラフ表示します。 

長時間モニタに適しています。 

②ヒストリカルトレース ：任意のトリガを設定してインバータの運転状況を，インバータ内の

メモリに波形データを保存し，その波形データを読み出してグラフ

表示します。短時間を細かくサンプリングするモニタに適していま

す。 

 

 
• トレース機能は，[通信設定]ウィンドウで[USB接続]の場合［インバータ内のデー

タ（制御 Pt板）］か［インバータ内のデータ（TP経由）］の時に使用できます。 

 

 
• Version 1.0.0.0 でトレース機能を使用する場合は，必ず，トレース対象インバー

タを[通信設定]→[接続設定]ウィンドウの No.1 に登録してください。[接続設定]

については，「１.５.５.２.接続設定」を参照してください。 

 

 

オフライン設定機能 

対象インバータと通信できない場合，トレースはできませんが，[波形詳細設定]を行うことが

できます。前もってトレースの設定を用意しておきたい場合に利用すると便利です。 

 

  



 

 

 ２-１６０ 

２.３.５.１. トレース機能 

トレース機能を使用するには，メインメニューの[メニュー]→[トレース]を選択するか，また

はメインウィンドウのツールバーより を選択し，[リアルタイムトレース]，または[ヒストリ

カルトレース]をクリックします。 

  
 

Version 1.0.1.0以降の場合 [オンライン，オフライン選択]ウィンドウを表示します。 

 

[オンライン]を選択します。 

次に，対象インバータを選択します。 

[OK]をクリックします。 

 

リアルタイムトレースウィンドウ([２.３.５.２.リアルタイムトレース]参照)，またはヒスト

リカルトレースウィンドウ([２.３.５.３.ヒストリカルトレース]参照)を表示します。 

 

 
• 対象インバータには，[接続設定](「１.５.５.２.接続設定」参照)で登録してい

る機種を表示します。 

• 対象インバータには，ローダと通信可能なインバータを選択してください。通信で

きない場合，エラーを表示し，トレースウィンドウを表示しません。 

 

Version 1.0.0.0の場合 [オンライン，オフライン選択]ウィンドウを表示しません。 

[接続設定](「１.５.５.２.接続設定」参照)で No.1に登録したインバータと通信可能であれば，

自動的にトレースウィンドウを表示します。 
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 ２-１６１ 

２.３.５.２. リアルタイムトレース 

下記にリアルタイムトレースの画面を示します。 
 
サブウィンドウ 

・モニタ ・グラフ位置調整 ・ファイル情報 

([２.３.５.８.サブウィンドウ]参照) 

トレースデータの保存 

([２.３.５.５.トレースデータの保存]参照) 

波形モニタ部のハードコピー 

([２.３.５.６.トレースデータ画面のコピー]参照) トレース動作状態の表示 

([２.３.５.４.モニタ開始／停止]参照) トレース動作の開始/停止 

([２.３.５.４.モニタ開始／停止]参照) 表示時間幅とサンプリング時間 

カーソル位置  カーソル設定と位置表示 

位置は縦を選択した場合のみ表示。 

([２.３.５.８.[ 1 ] カーソル]参照) 
トレース種類の表示 

サブウィンドウ 

の表示/非表示 

 

縦カーソル移動用スクロールバー 

 

設定 

詳細設定のインポート・

エクスポート。 

([２.３.５.１０.設定エ

クスポート／設定インポ

ート]参照) 

 波形画面 カーソルＡ カーソルＢ 波形画面 

縦スクロールバー 横カーソル移動用スクロールバー 

波形詳細設定 

各チャネルの詳細設定。 

([２.３.５.９.波形詳細設定]参照) 

 波形画面 

横スクロールバー 

外部信号インポート 

カスタマイズロジックのトレースデータのインポート。[トレースモニタ情報保存]を行うと表示します。 

([２.３.５.１１.カスタマイズロジック機能との組み合わせ]参照) 

 

 

 
• リアルタイムトレースは，トリガ設定なしでも動作します。 

  



 

 

 ２-１６２ 

２.３.５.３. ヒストリカルトレース 

下記にヒストリカルトレースの画面を示します。 

 
サブウィンドウ 

・モニタ ・グラフ位置調整 ・ファイル情報 

([２.３.５.８.サブウィンドウ]参照) 

トレースデータの保存 

([２.３.５.５.トレースデータの保存]参照) 

波形モニタ部のハードコピー 

([２.３.５.６.トレースデータ画面のコピー]参照) トレース動作状態の表示 

([２.３.５.４.モニタ開始／停止]参照) トレース動作の開始/停止 

([２.３.５.４.モニタ開始／停止]参照) 表示時間幅とサンプリング時間 

カーソル位置  カーソル設定と位置表示 

位置は縦を選択した場合のみ表示。 

([２.３.５.８.[ 1 ] カーソル]参照) 
トレース種類の表示 

サブウィンドウ 

の表示/非表示 

 

縦カーソル移動用スクロールバー 

 

設定 

詳細設定のインポー

ト・エクスポート。 

([２.３.５.１０.設定

エクスポート／設定イ

ンポート]参照) 

 波形画面 カーソルＡ カーソルＢ 波形画面 

縦スクロールバー 
横カーソル移動用スクロールバー 

波形詳細設定 

各チャネルの詳細設定。 

([２.３.５.９.波形詳細設定]参照) 

 波形画面 

横スクロールバー 

 
 

 
• ヒストリカルトレースは，必ずトリガ設定を行ってください。トリガ設定につ

いては，「２.３.５.９.[ 2 ] A-Ch1～A-Ch4 (アナログ設定)]，[２.３.５.９.[ 3 ] 

D-Ch1～D-Ch8 (デジタル設定)]を参照してください。 
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 ２-１６３ 

２.３.５.４. モニタ開始／停止 

リアルタイム／ヒストリカルトレースのモニタを開始するには，トレース画面の上側の中ほど

にある[START/STOP]ボタンをクリックします。 

モニタを停止するには，再度，[START/STOP]ボタンをクリックします。 

 

 

[START/STOP]ボタンは，[通信設定]→[接続設定]ウィンドウで No.1に登録したインバータと通

信可能のとき，使用できます。 

以下の場合は[START/STOP]ボタンを使用できませんのでご注意ください。 

• 保存したトレースデータファイル（ファイル拡張子が RT2，HT2，RT1，RTM，HIMのファイル）

を開いたとき 

• 対象インバータと通信できない状態で[リアルタイムトレース]ウィンドウ，または，[ヒス

トリカルトレース]ウィンドウを開いたとき 

 

モニタを開始すると，トレース画面上側の中ほどにある“トレース種類の表示”が点滅します。 

，  

また，トレース画面の上側の中ほどにある“トレース動作状態の表示”が下記のように変化し

ます。 

リアルタイムトレースでトリガを使用しない場合 

 ⇒  

リアルタイムトレースまたはヒストリカルトレースでトリガを使用した場合 

 ⇒  ⇒  ⇒   

 

トレース動作状態の表示 説明 

停止中 トレース動作を停止しています。 

プリトリガ中 

トレース動作中で，トリガポイントより前のデータを取り込んでいる状
態です。 

注）この状態のときは，トリガ検出しません。 

トリガ待ち中 トレース動作中で，トリガ検出を待っている状態です。 

モニタ実行中 トレース動作中で，トリガ検出し，画面にデータを表示しています。 

 

 
• ヒストリカルトレースの[プリトリガ中]，[トリガ待ち中]，[モニタ実行中]に

ヒストリカルトレースを停止した場合，波形が表示されません。 

 
  



 

 

 ２-１６４ 

２.３.５.５. トレースデータの保存 

各トレースデータを保存するには，トレース画面の上側の中ほどにある[保存]ボタンをクリッ

ク，または，［ファイル］→［名前を付けて保存］を選択します。 

 

初めて保存する場合は，[上書き保存]を選択した場合も，[名前を付けて保存]と同様に下のダ

イアログが開きます。［保存する場所］，[ファイルの種類]を選択し，［ファイル名］に保存

するファイルの名前を入力した後，[保存]をクリックして入力を確定してください。 

 

・リアルタイムトレース 波形情報 ：*.RT2，*.CSV (カンマ区切り形式) 

・リアルタイムトレース グラフ画像 ：*.JPG，*.BMP 

・ヒストリカルトレース 波形情報 ：*.HT2，*.CSV (カンマ区切り形式) 

・ヒストリカルトレース グラフ画像 ：*.JPG，*.BMP 

 

 
• 「*.CSV」，「*.JPG」，「*.BMP」で保存した場合，FRENIC Loader4で再読込み

することはできません。 

 

 
• 「*.RT2」，「*.HT2」で保存したトレースデータを FRENIC Loader4で開くと，

[START/STOP]を使用できません。 

保存したトレースデータと同じ設定でトレースを実行したい場合，事前に[設

定]→[設定エクスポート]で設定を保存してください。[設定エクスポート]は

[２.３.５.１０.設定エクスポート／設定インポート]を参照してください。 
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 ２-１６５ 

２.３.５.６. トレースデータ画面のコピー 

各トレースデータを画面コピーするには，トレース画面の上側の中ほどにある[Copy]ボタンを

クリックします。クリップボードにコピーされるので，対象のドキュメント等に貼り付け可能

です。 

 

 

 

 

２.３.５.７. トレースデータの印刷 

トレースデータを印刷するには，トレース画面をアクティブにした状態で［ファイル］→［印

刷］を選択します。トレースデータの印刷内容は，下記のようになります。 

 
  



 

 

 ２-１６６ 

２.３.５.８. サブウィンドウ 

[ 1 ] カーソル 

カーソルサブウィンドウの各ボックスには，各カーソル位置の各チャネルの測定値または状態

を表示します。 

 
カーソル値のモニタ部 

アナログ：4チャネル 

デジタル：8チャネル 

モニタ部に表示されていないチャネルは， 

カーソル値モニタ部の縦方向スライドバー 

により表示します。 

カーソル設定 

縦：2本（カーソル A,カーソル B，カーソル Aと B） 

横：2本（カーソル A,カーソル B，カーソル Aと B） 

表示なし 

 アナログチャネル 

のカーソル値 
サブウィンドウ 

の表示/非表示 

縦カーソル移動用 

スライドバー 

 

デジタルチャネル 

のカーソル値 

カーソル値モニタ部の 

縦方向スライドバー 

カーソル A カーソル B 波形画面 

横スクロールバー 

 

波形画面スクロールバーで分析したい波形画面に移行し，グラフの観測したい点をクリックす

ると，カーソルがその点に移動します。カーソルの移動位置は，クリック点に最も近いサンプ

リングポイント（時点）になります。カーソル上にある全チャネルのトレースデータを左側の[モ

ニタ]タブに表示します。 

カーソル移動は，カーソル移動用スクロールバーの操作やマウスによるドラッグでも可能です。 

また，キーボードのカーソルキーでも操作可能です。 

ただし，トレース動作中は，波形画面，カーソル共に移動操作はできません。 
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 ２-１６７ 

[ 2 ] グラフ位置調整 

グラフ位置調整サブウィンドウは，各チャネルのグラフ位置の調整に使用します。 

 

Ch 選択 

グラフ位置，色を調整するチャネルを選択します。 

表示 

マークを付けたチャネルのみ表示します。 

Y 軸表示位置 

選択したチャネルの Y 軸表示位置を設定します。 

上端が 0 位置です。 

X 軸表示位置 

選択したチャネルの X 軸表示位置を設定します。 

左端が 0 位置です。 

振幅 

選択したチャネルの振幅を倍率で設定します。 

0 点基準で倍率を変化させます。 

振幅を変更すると，連動して[スケール]の値が変化

し，[スケール]の値に従ってグラフ表示も変化しま

す。 

スケール 

選択したチャネルのスケールを設定します。 

Y 軸の 1DIV 当りの数値を入力します。 

アナログ設定チャネルのみ対象です。 

グラフ位置リセット 

選択したチャネルの表示位置，振幅の設定を初期値に戻します。 

・Y 軸表示位置 ：チャネル 1=50，以降のチャネルは＋50 毎。 

・X 軸表示位置 ：各チャネル=0 

・振幅：1.00 

Y 軸グラフ最適化 

表示しているチャネルの Y軸表示位置とスケールをチャネル毎に重ならないように配置します。 

振幅の設定は初期値に戻します。 

・Y 軸表示位置 ：チャネル 1=100，以降のチャネルはアナログが＋100毎，デジタルが＋50毎。 

・スケール ：最大値が 2グリッド内に収まるように，50 の倍数でスケールを決めます。 

例えば，最大値が 1Hzのときは 50Hz/DIV，53Hzのときは 100Hz/DIV のようになります。 

波形ピーク検出 

選択したチャネルの最大値にカーソルＡを自動で移動します。複数ある場合は，時間の早い方になります。 

アナログ設定チャネルのみ対象です。 

1DIV に表示する範囲 

波形画面の X軸の 1DIVに表示する時間を設定します。 

ヒストリカルトレース：1ms ～ 10min 

リアルタイムトレース：20ms ～ 60min 

サンプリング時間よりも小さい時間を設定できません。 

グリッド補助線分割数 

Y 軸の補助線の数を設定します。 



 

 

 ２-１６８ 

色の設定 

設定内容は保持します。波形取得後に色変更が可能です。 

 

CH 線 

Ch 選択で選択したチャネルの線の色，線種，太さを 

選択します。 

カーソル線 A 

カーソル Aの線の色，線種，太さを選択します。 

カーソル線 B 

カーソル Bの線の色，線種，太さを選択します。 

トリガ線 

トリガ線の色，線種，太さを選択します。 

グリッド線 

グリッド線の色，線種，太さを選択します。 

グラフ背景色の設定 

波形モニタ部の背景色を選択します。 

線の色，線種，太さの設定は以下のとおりです。 

・色 

 

 

 

・線種 

 

・太さ 
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 ２-１６９ 

[ 3 ] ファイル情報 

ファイル情報サブウィンドウには，トレースに関する日時情報を表示します。また，コメント

をつけることができます。 

日時情報には，パソコンのＯＳが管理している時計を使用しています。たとえリアルタイムク

ロック(RTC)を搭載したインバータ機種をトレースした場合であっても，パソコンのＯＳ管理の

時計を使用します。 

ファイル情報サブウィンドウの内容は，トレースデータファイル(RT2ファイル，HT2ファイル)

に保存され，保存ファイルを開くと保存ファイルの情報を表示します。[設定]→[設定エクスポ

ート]で保存したファイル(EXRTMファイル，EXHIMファイル)には保存されません。 

ファイル情報サブウィンドウの内容は，波形を印刷したときの印刷内容に含まれます。 

 

更新 

ファイル情報サブウィンドウ内の時刻情報(トレー

ス開始日など)を更新します。 

ファイル情報サブウィンドウを表示したままトレー

スを開始したときは，ファイル情報サブウィンドウ

内の表示内容が自動で更新されません。[更新]ボタ

ンをクリックするか，サブウィンドウを切り替える

と更新します。 

トレース開始日 

トレースを開始した日です。 

トレース開始時刻 

トレースを開始した時刻です。 

トリガ発生日 

トリガを検出した日です。 

トリガ発生時刻 

トリガを検出した時刻です。 

コメント 

コメントを登録できます。 

 
  



 

 

 ２-１７０ 

２.３.５.９. 波形詳細設定 

[ 1 ] Ch構成設定 

トレースするアナログチャネルとデジタルチャネルの構成を設定します。各チャネルの詳細設

定については，[2]～[5]を参照してください。 

ローダは，設定内容をインバータ機種ごとに記憶しています。[リアルタイムトレース]ウィン

ドウ，または[ヒストリカルトレース]ウィンドウを開くと，波形詳細設定には，今回のトレー

ス対象であるインバータ機種の，前回の設定内容が反映されます。 

 

有効 Ch 選択 

使用するチャネル数を選択します。 

アナログ最大 4チャネル，アナログとデジタルの合計が最大 8チャネルまで選択できます。 

ただしアナログ 4 チャネルを選択したときは，デジタルを選択できません。 

 

 

対象インバータ 

Version 1.0.1.0 以降の場合 

[オンライン，オフライン選択]ウィンドウ([２.３.５.１.トレース機能]参照)で選択したインバータを表示します。 

Version 1.0.0.0 の場合 

[通信設定]→[接続設定]で No.1の行に登録されたインバータを表示します。 

ここに表示されているインバータとのみ，トレースが可能です。 
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[ 2 ] A-Ch1～A-Ch4 (アナログ設定) 

アナログチャネルに関する設定を行います。 

 

 

信号 

トレースする信号をリストボックスから選択します。出力周波数，出力電流，出力電圧など（選

択可能な信号はインバータ機種により異なります）が選択できます。 

 

代替名称 

信号名称に代替名称をつけることができます。 

代替名称をつけると，波形画面とサブウィンドウの信号名称が代替名称で表示されます。 

半角の @ ，# ，\ は使用できません。 

 

  



 

 

 ２-１７２ 

フィルタ 

各チャネルのフィルタに関する設定は，以下のとおりです。 

 

未使用 

フィルタを使用しない場合に選択します。 

 

手動フィルタ 

ローパスフィルタ適用後のデータをトレースします。 

フィルタ時定数を下のリストボックスで設定します。 

 

ピークフィルタ 

サンプリング時間内の最大値をトレースします。 

 

自動フィルタ 

ローパスフィルタ適用後のデータをトレースします。 

フィルタ時定数は次式で算出されます。 

フィルタ時定数 = サンプリング時間×3.2 

 

フィルタ時定数 

手動フィルタ選択時のフィルタ時定数の設定です。 

設定範囲は，1[ms]～100[ms]です。 

 

 
• フィルタ時定数は，サンプリング時間の 2倍以上を設定してください。 

 

 
• リアルタイムトレースでフィルタを使用するには，インバータ機種が専用の通

信コマンドに対応している必要があります。対応状況は，[１.１.２.FRENICシ

リーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]の表 １-１を参照してください。 
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 ２-１７３ 

トリガ 

各チャネルのトリガに関する設定は，以下のとおりです。 

 

トリガ設定 

トリガを設定するチャネルを選択します。 

アナログチャネルは，１つしかトリガを設定できません。 

 

トリガレベル 

各チャネルで選択したモニタ項目を取り扱うデータ量で 

設定します。 

 

トリガエッジ 

トリガの立ち上り（↑）エッジ，もしくは立下り（↓）エッジを設定します。 

 

 
• リアルタイムトレースのトリガを使用するには，インバータ機種が専用の通信

コマンドに対応している必要があります。対応状況は，[１.１.２.FRENICシリ

ーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]の表 １-１を参照してください。 

 

  



 

 

 ２-１７４ 

[ 3 ] D-Ch1～D-Ch8 (デジタル設定) 

デジタルチャネルに関する設定を行います。 

 
 

信号選択 

トレースする信号をリストボックスから選択します。X端子，Y端子など（選択可能な信号はイ

ンバータ機種により異なります）が選択できます。 

 

代替名称 

信号名称に代替名称をつけることができます。 

代替名称をつけると，波形画面とサブウィンドウの信号名称が代替名称で表示されます。 

半角の @ ，# ，\ は使用できません。 

 

トリガ設定 

各チャネルのトリガに関する設定は，以下のとおりです。 

 

トリガ設定 

Low（Ｌ）レベル，Hi（Ｈ）レベル，立ち上り（↑）エッジ， 

立下り（↓）エッジを設定します。 

 

デジタルチャネルは，複数のトリガ設定ができます。 

各トリガを“ＯＲ”，または，“ＡＮＤ”条件に選択可能です。 

 

※ [[ 5 ] その他の設定]の[トリガ検出条件]を参照してください。 
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 ２-１７５ 

 
• リアルタイムトレースのトリガを使用するには，インバータ機種が専用の通信

コマンドに対応している必要があります。対応状況は，[１.１.２.FRENICシリ

ーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]の表 １-１を参照してください。 

 
 

[ 4 ] Ch設定確認 (アナログ／デジタル) 

各チャネルに設定した内容を表示します。設定を反映させる場合は OKボタン，破棄する場合は

キャンセルボタンをクリックしてください。 

 
 

 

  



 

 

 ２-１７６ 

[ 5 ] その他の設定 (サンプリング時間等の設定) 

波形モニタ部に関する詳細設定を行います。 

 
 

サンプリング時間設定 

サンプリング時間の設定を 

以下に示します。 

 
 

サンプリング時間設定 

リアルタイム 

ヒストリカル 

専用の通信コマンド 

を使用した場合 (*) 
専用の通信コマンド 

を使用しない場合 [通信設定]の 

ポートが 

RS-485接続 

[通信設定]の 

ポートが 

USB接続 

1ms × × × ○ 

2ms × × × ○ 

5ms × × × ○ 

10ms × × × ○ 

20ms ○(注意) × × ○ 

50ms ○(注意) ○(注意) × ○ 

100ms ○ ○ × ○ 

200ms ○ ○ ○ ○ 

○：選択可能 ×：選択不可能 
 
(*)専用の通信コマンドは，専用の通信コマンドに対応しているインバータ機種で使用できます。 
 

 
• リアルタイムトレースで，サンプリング時間設定を 50ms以下にして使用する場

合は，通信設定を RS-485接続にして，通信速度を 38400[bps]にしてください。 

それ以外の設定では，グラフ表示が途切れる場合があります。 
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 ２-１７７ 

プリトリガ位置 

トリガ位置より前のデータのサンプリングポイント数を設定します。 

 

リアルタイムトレースは最大 999カウント，ヒストリカルトレースは最大 499カウントまで設

定できます。 
 

トリガ検出条件 

デジタルチャネルの複数トリガの検出条件を OR条件，または AND条件に設定します。 

アナログ：1チャネルのみ 

デジタル：1～8チャネル 

 

 

 
• リアルタイムトレースのサンプリング時間設定，プリトリガ位置，トリガ検出

条件を利用するには，インバータ機種が専用の通信コマンドに対応している必

要があります。対応状況は，[１.１.２.FRENICシリーズインバータ機種別ロー

ダ機能対応一覧]の表 １-１を参照してください。 
 

通信コマンドの選択 

リアルタイムトレースにおいて，インバータ内部にメモリしたデータを使用する場合に設定し

ます。 

 

 
• ヒストリカルトレースでは設定できません。 

• インバータ機種が専用の通信コマンドに対応している必要があります。対応状

況は，[１.１.２.FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]の表 

１-１を参照してください。 

• Version 1.0.3.0以降の場合 インバータ機種が専用の通信コマンドに対応して

いる場合は自動的に設定が有効になり，設定変更は出来ません。 
 

  



 

 

 ２-１７８ 

トレース開始時刻設定 

トレースを開始する日時を設定します。 

 
 

トレース自動保存 

トレースデータを自動的に保存する場合に設定します。 

 
 

自動的に保存する条件は，以下のとおりです。 

• リアルタイムトレース中，[START/STOP]をクリックしてトレースを停止したとき。 

• リアルタイムトレース中，トレースデータが分割ファイルへの書き込み数以上， 

蓄積されたとき。 

• リアルタイムトレース中，分割ファイルの合計サイズが総ファイルサイズを超えたとき。 

• ヒストリカルトレースの波形描画後。 

 

保存サイズ （リアルタイムトレースのみ有効） 

トレース自動保存のチェックボックスにチェックがあるとき，有効です。 

 

保存ファイルの分割を行う 

設定できません。 

必ず分割保存を行います。 

 

1 保存サンプリングカウント 

1 つのファイルに保存する 1チャネルあたりのおおよそのデータ数です。設定は 7500カウント固定です。 

例えば，サンプリング時間が 20ms の場合，1ファイルには，0ms～約 150,000ms(=7500×20ms)間のデータを保

存します。 

 

総ファイルサイズ 

ファイルサイズを MB 単位で設定します。保存ファイルの合計サイズがこのサイズを超えると，リアルタイムト

レースを終了し，保存を中止します。 
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分割ファイルは，[トレース自動保存]の保存ファイル名に対し，ファイル名と拡張子の間に _1，

_2，_3，... が付いたファイル名となります。 

例えば，[トレース自動保存]の保存ファイル名が[リアルタイムトレース.RT2]の場合，分割フ

ァイル名は， 

リアルタイムトレース_1.RT2， 

リアルタイムトレース_2.RT2， 

リアルタイムトレース_3.RT2，... 

となります。 

分割ファイルの合計サイズが総ファイルサイズを超

えると，右のダイアログを表示してリアルタイムトレ

ースを終了します。 

 

 

  



 

 

 ２-１８０ 

２.３.５.１０. 設定エクスポート／設定インポート 

FRENIC Loader4 では，「*.RT2」，「*.HT2」で保存したトレースデータを開いてトレースを実行

することができません。 

保存したトレースデータと同じ設定でトレースを実行するためには，以下の手順が必要です。 

手順 1. トレースデータを保存したとき，[設定エクスポート]機能を使用して，トレースデー

タとは別に設定を保存します。 

手順 2. トレースを実行するときは，最初にトレース対象インバータと接続した状態で，手順

1.と同じトレース画面([リアルタイムトレース]ウィンドウ，または[ヒストリカルト

レース]ウィンドウ)を開きます。 

手順 3. [設定インポート]機能を使用して，設定を読み込みます。 

 

[設定エクスポート]，[設定インポート]を使用するには， 

[波形詳細設定]ボタンの下にある[設定]ボタンをクリック

します。 

 

[設定]ウィンドウが表示されます。 

 

 
 

設定エクスポート 

波形詳細設定の設定をファイルに保存します。 

クリックすると[名前を付けて保存]ダイアログが表示

されます。 

設定インポート 

波形詳細設定の設定をファイルから読み出します。 

クリックすると[開く]ダイアログが表示されます。 

キャンセル 

[設定]ダイアログを閉じます。 

 

ファイルの種類 

*.EXRTM：リアルタイムトレース用形式。[リアルタイムトレース]ウィンドウでのみインポート

できます。 

*.EXHIM：ヒストリカルトレース用形式。[ヒストリカルトレース]ウィンドウでのみインポート

できます。 

インポートする設定は，インバータ機種がトレース画面と同じであることが必要です。異なる場

合，以下の動作となります。 

Version 1.0.1.0 以降 警告ダイアログを表示します。インポートできません。 

Version 1.0.0.0 インポートした設定を表示しません。インポートした設定とイ

ンバータ機種が同じトレース画面を開くと表示します。 
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 ２-１８１ 

２.３.５.１１. カスタマイズロジック機能との組み合わせ 

作成したカスタマイズ機能の設定をインバータへ書き込み後，または，比較結果に相違がない

場合，選択したシンボルをリアルタイムトレースでモニタすることができます。 

 
• 使用できる機能に制限のあるインバータ機種があります。詳しくは[１.１.

２.FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]を参照してください。 

 

[ 1 ] カスタマイズロジック信号をリアルタイムトレースでモニタする方法 

カスタマイズロジックの信号をリアルタイムトレースでモニタする手順は，概ね以下のとおり

です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

START 

END 

トレースモニタ選択 

トレースモニタ情報保存 

 回路をインバータへ 
書き込み 

 外部信号インポート 

 波形詳細設定 

 リアルタイムトレース 
スタート 

 カスタマイズロジック 
起動 

 

カスタマイズロジックの 
エディタ画面で行います。 

 

[リアルタイムトレース] 
ウィンドウで行います。 

(２.３.３.９.項参照) 

(本項参照) 

(本項参照) 

(本項参照) 

(本項および 
２.３.５.９.項参照) 

(２.３.５.４.項参照) 

 

 



 

 

 ２-１８２ 

・トレースモニタ選択 

カスタマイズロジックのエディタ画面にて，波形モニタするシンボルを右クリックします。 

コンテキストメニューの「トレースモニタ選択」を選択してください。 

 

 

 
• [トレースモニタ選択]は，機能ブロックにのみ設定可能です。入力端子，出力

端子，ファンクションブロック(FB)には設定できません。 

 

・トレースモニタ情報保存 

ツールバーの[トレースモニタ情報保存]をクリックして，トレースモニタを選択したシンボル

の情報を保存します。 

 

 

・外部信号インポート 

メインウィンドウのツールバーより を選択し，[リアルタイムトレース]をクリックして，[リ

アルタイムトレース]ウィンドウを表示します。 

 

 

メインメニューの[メニュー]→[トレース]→[リアルタイムトレース] と選択することによ

って，簡単メニューを使わずに[リアルタイムトレース]ウィンドウを表示することもできま

す。 
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[リアルタイムトレース]ウィンドウの左下に

ある[外部信号インポート]をクリックします。 

（カスタマイズロジックのエディタ画面にて

[トレースモニタ情報保存]で保存した情報を

読み込みます。） 

 

 
• [外部信号インポート]ボタンは，[トレースモニタ情報保存]を行うと表示され

ます。 

 

・波形詳細設定 

 

次に[外部信号インポート]ボタンの右にある

「波形詳細設定」をクリックして，チャネルの

設定を行います。 

 

カスタマイズロジック内の信号の選択は， 

アナログ/デジタル共に「アナログ Ch」 

タブで行います。 

 

信号選択リストの下に，カスタマイズロジック

の信号が追加されています。 

 

それ以外の設定については，[２.３.５.９.波

形詳細設定]を参照してください。 

 

 



 

 

 ２-１８４ 

・グラフ位置調整 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル信号をモニタする場合，「グラフ位置

調整」タブの「スケール」を“ 2 ”に設定し

てください。 

 

 

トレースを開始するにはトレース画面の上側にある[START/STOP]ボタンをクリックします。 

詳しくは，[２.３.５.４.モニタ開始／停止]を参照してください。 

 

 

[ 2 ] カスタマイズロジック信号のトレースデータを保存する 

カスタマイズロジック信号のトレースデータを保存する方法は，通常のトレースデータの保存

と同じです。詳しくは[２.３.５.５.トレースデータの保存]を参照してください。 

ただし，このとき必ず，カスタマイズロジックのプロジェクトデータも保存するようにしてく

ださい。 

[波形詳細設定]ボタンの下にある[設定]から，[設定エクスポート]を行う場合も同様です。必

ずカスタマイズロジックのプロジェクトデータも保存するようにしてください。 
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[ 3 ] カスタマイズロジック信号のトレース保存データを開く 

カスタマイズロジック信号のトレースデータを保存したファイル(RT2ファイル，または RT1フ

ァイル)を開くには，トレースデータを収集したときと同じ信号情報を[外部信号インポート]

で読み込んでおく必要があります。 

 

 
• [外部信号インポート]で読み込んだ信号情報が適切でない場合，信号名，単位，

データの刻み幅が正しく表示されません。 

 

そのため，以下の手順でトレースデータを開いてください。 

最初に，トレースデータを収集したときに使用したカスタマイズロジックのプロジェクトデー

タを開きます。 

次に，トレースデータを収集したときと同様に，[トレースモニタ選択]→[トレースモニタ情報

保存]→[外部信号インポート]を行います。 

[トレースモニタ選択]と[トレースモニタ情報保存]については，[２.３.５.１１.[ 1 ] カスタ

マイズロジック信号をリアルタイムトレースでモニタする方法]を参照してください。  

最後に，トレースデータを開きます。 

 

 

 

[波形詳細設定]ボタンの下にある[設定]から，[設定インポート]を行う場合も同様です。 

[設定エクスポート]で保存したカスタマイズロジック信号の設定を，[設定インポート]で取り

込むときは，[設定エクスポート]を行ったときと同じ信号情報を[外部信号インポート]で読み

込んでおく必要があります。  

 

 

 

 

START 

END 

トレースモニタ選択 

トレースモニタ情報保存 

 カスタマイズの 
プロジェクトファイルを 

開く 

 外部信号インポート 

 トレースデータを開く 

 
カスタマイズロジックの 
エディタ画面で行います。 

[リアルタイムトレース] 
ウィンドウで行います。 



 

 

 ２-１８６ 

２.３.５.１２. オフライン設定機能 

対象インバータと通信できない状態でトレースの設定ができます。前もってトレースの設定を

用意しておきたい場合に利用すると便利です。 

オフライン設定機能を使用するには，メインメニューの[メニュー]より[トレース]を選択する

か，またはメインウィンドウのツールバーより を選択し，[リアルタイムトレース]，または[ヒ

ストリカルトレース]をクリックします。 

  
 

Version 1.0.1.0以降の場合 [オンライン，オフライン選択]ウィンドウを表示します。 

 

[オフライン]を選択します。 

[OK]をクリックします。 

 

Version 1.0.0.0の場合 [オンライン，オフライン選択]ウィンドウを表示しません。 

[接続設定](「１.５.５.２.接続設定」参照)で No.1に登録した対象インバータと通信できない

状態で，[リアルタイムトレース]，または[ヒストリカルトレース]を選択すると，自動的に[オ

フライン設定]ウィンドウを表示します。 

 

設定するインバータ機種を選択します。 

[OK]をクリックします。 

 

リアルタイムトレースウィンドウ([２.３.５.２.リアルタイムトレース]参照)，またはヒスト

リカルトレースウィンドウ([２.３.５.３.ヒストリカルトレース]参照)を表示します。 

 

 
• 機種のリストには，トレース機能に対応しているインバータ機種([１.１.２.FRENIC

シリーズインバータ機種別ローダ機能対応一覧]参照)のみを表示します。 

 

 

オフラインで表示したトレースウィンドウは[START/STOP]ボタンが無効で，トレースができま

せん。 
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[波形詳細設定] ([２.３.５.９.波形詳細設定]参照) から，設定ができます。 

設定を保存するには，設定エクスポート([２.３.５.１０設定エクスポート／設定インポート]

参照)を使用します。 

保存した設定を使用するには，設定インポート([２.３.５.１０設定エクスポート／設定インポ

ート]参照)を使用します。 
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２.３.６. 試運転 

メインメニューの[メニュー]で[試運転]→[運転操作]を選択する，または，メインウィンドウ

のツールバーより を選択し，[試運転]をクリックすると，ツールバーの下に[運転操作メニュ

ー]を表示します。 

 

 
• [通信設定]ウィンドウで[USB接続]の[タッチパネル内のデータ]を設定している

場合，運転操作できません。それ以外の要因で運転操作できないときは，[２.３.

６.３.運転操作メニューを操作できない場合]を参照してください。 

 

 
• [試運転]は，インバータと接続中のときのみ使用してください。 

• 通信状態によっては通信対象の検出に時間がかかる場合があります。通信対象の

検出が終わるまで画面操作ができません。長時間，画面操作ができなくなること

を防止するため，できるだけ通信状態の良い環境で使用してください。 

• パスワード機能を搭載し，パスワード保護を有効にしたインバータに対しては，

運転操作を行わないでください。ローダが動かなくなったり，強制終了した場合，

インバータを停止させる手段が制限されている可能性があり危険です。 

 

運転操作ボタン 

FWD :モータを正転運転します。 

(窪んだ状態が動作中を示します。) 

REV :モータを逆転運転します。 

(窪んだ状態が動作中を示します。) 

STP :インバータの運転を停止します。 

RST :アラームをリセットします。 

試運転 

クリックすると，ツールバーの下に[運転操作メニュー]を表示

します。再度クリックすると，[運転操作メニュー]を閉じます。 

 

周波数指令・運転指令切換(更新) 

周波数指令，運転指令の指令元をインバータに送信します。 

 

周波数指令(更新) 

周波数指令[Hz]をインバータ 

に送信します。 

 対象選択 

試運転対象の選択です。 

 

 更新 

運転操作ボタン，周波数指令，周波数指令・運転指令切換の

各表示内容をインバータの状態に更新します。 

 

 

[運転操作]メニューを閉じるには，ツールバーの[試運転]ボタン(上図参照)をクリックしてくだ

さい。メインメニューの[メニュー]で[試運転]→[運転操作]をクリックして閉じることもできま

す。 
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さらに，メインメニューの[メニュー]→[試運転]→[端子操作]をクリックすると，[運転操作メニ

ュー]の下に，端子操作ボタンを表示します。 

 
 

 

端子操作ボタン 

X1,X2,...,X9 :X1,X2,...,X9端子を ON状態にします。操作可能な端子数はインバータにより異なります。 

XF :FWD端子を ON状態にします。 

XR :REV端子を ON状態にします。 

 

端子操作ボタンを閉じるには，端子操作ボタンを表示したときと同様に，メインメニューの[メニ

ュー]→[試運転]→[端子操作]をクリックしてください。 

 

 
• 端子操作ボタンによる操作では，端子機能の論理反転設定が効きません。 

例えば，E01によってフリーラン指令『BX』を選択する場合，以下となります。 

 

機能コードデータ 物理端子 ローダの端子操作ボタン 

7 
X1端子が ON でフリーラン 

（ノーマル Open） [X1]ボタンが ON でフリーラン 

（ノーマル Open） 
1007 

X1端子が OFF でフリーラン 

（ノーマル Close） 

 

特に強制停止『STOP』を論理反転で設定（E01=1030）している場合，注意が必要

です。物理端子が有効の場合，X1端子が OFFで運転できますが，ローダからの運

転指令が有効の場合，X1ボタンを ONにしないと運転できません。 

 

 

[運転操作メニュー]を表示すると，周波数・運転指令切換欄には，<0:周波数指令=インバータ，

運転指令=インバータ>と表示され，ローダから周波数指令の変更やインバータの運転/停止を行う

ことができないようになっています。すなわち，画面上の運転操作ボタン[STOP]，[FWD]，[REV]

はクリックすることができません。 

同様に，[端子操作ボタン]を表示すると，[X1]，[X2]，[X3]，[X4]，[X5] ，[X6]，[X7]，[X8]，

[X9]，[XF]および[XR]はクリックすることができません。 

運転操作ボタンと端子操作ボタンは<運転指令=ローダ>であるときのみ有効です。 

周波数指令は<周波数指令=ローダ>であるときのみ有効です。 

ただし[RST]は常に有効です。  
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２.３.６.１. ローダからインバータの運転を行うには 

ローダから与えたい指令によって，下表に基づき，周波数・運転指令切換欄の をクリックし

て，<1:周波数指令=ローダ，運転指令=インバータ>，<2:周波数指令=インバータ，運転指令=

ローダ>，<3:周波数指令=ローダ，運転指令=ローダ>設定のいずれかを選択します。 

 

 

ローダから 
与えたい指令 

周波数・運転指令切換 周波数指令 
運転操作ボタン 
[FWD]，[REV]，
[STOP] 

端子操作ボタン 
ボタン[X1]～[X9]，
[FWD]，[REV] 

なし 
0:周波数指令=インバータ， 
  運転指令=インバータ 
  (初期設定) 

無効 
(操作不可) 

無効(操作不可) 無効(操作不可) 

周波数指令 
1:周波数指令=ローダ， 
  運転指令=インバータ 

有効 
(操作可) 

無効(操作不可) 無効(操作不可) 

運転指令 
2:周波数指令=インバータ， 
  運転指令=ローダ 

無効 
(操作不可) 

有効(操作可) 有効(操作可) 

周波数指令 

運転指令 

3:周波数指令=ローダ， 
  運転指令=ローダ 

有効 
(操作可) 

有効(操作可) 有効(操作可) 

 

ここでは，周波数指令，運転指令ともにローダから行う方法について説明します。 

 

1) 周波数・運転指令切換欄の<3:周波数指令=ローダ，運転指令=ローダ>を選択して[更新]をク

リックします。 

 

 

2) 周波数指令欄が入力できる状態になり，運転操作ボタンの[STOP]，[FWD]，[REV]，端子操作

ボタンの[X1]，[X2]，...，（操作可能な端子数はインバータにより異なります），[FWD]，

[REV]が有効になります。 

 

3) 周波数指令欄に周波数を入力して[更新]をクリックし，[FWD]ボタンをクリックすると，モ

ータの正転運転が開始されます。逆転運転するには[REV]，停止するには[STOP]ボタンをク

リックします。 

 

 

 
• [運転操作]メニューを閉じると，自動的に <0:周波数指令=インバータ，運転指令

=インバータ>を書き込みます。 

 

 

２.３.６.２. ローダからインバータの運転状態をモニタするには 

運転モニタ，リアルタイムトレースでモニタできます。 

[２.３.２.運転モニタ]，[２.３.５.２.リアルタイムトレース]を参照してください。 
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２.３.６.３. 運転操作メニューを操作できない場合 

運転操作メニューを操作できない場合の要因などについて記載します。 

 

[ 1 ] 通信異常による場合 

ローダとインバータ間に通信異常が発生している状態で，[運転操作メニュー]，または端子操

作ボタンを操作すると，以下のダイアログを表示します。 

 

ここで[キャンセル]をクリックした場合，運転操作ボタン，周波数指令欄，周波数・運転指令

切換欄，端子操作ボタンが操作できなくなり，通信が回復してもローダから通信異常が発生し

たインバータに対して自動的には通信を再開しません。 

この場合は，[接続設定]ウィンドウの[接続確認]をクリックして通信状態を確認してください。 

通信状態の欄が「接続中」になっていれば，ローダとインバータ間の通信が再開されています

ので，[運転操作メニュー]の右側にある  をクリックすることで，[運転操作メニュー]と端

子操作ボタンが操作できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[接続確認]をクリックしてくだ

さい。 

 

 

 

[接続中]になっていることを 

確認してください。 

 

接続確認では[接続中]になるのに，[周波数指令・運転指令切換]を操作すると[インバータと通

信できません。]のダイアログが表示される場合，インバータのパスワード保護が有効になって

いる可能性があります。このような場合，インバータのパスワード保護を解除する必要があり

ます。パスワード機能については，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズマニュ

アルを参照してください。  



 

 

 ２-１９２ 

[ 2 ] リンク運転選択『LE』の割り付けがある場合 

汎用入力信号(X端子)にリンク運転選択『LE』の割り付けがあり，『LE』が OFFのときは，周波

数・運転指令切換欄を 0以外に変更しても，運転操作ボタン，周波数指令欄を操作できません。 

 

運転操作ボタン，周波数指令欄を操作できない状態 

 

 

この場合，『LE』を ONにするか，『LE』の割り付けを解除してから，[運転操作メニュー]の右

側にある  をクリックすることで，[運転操作メニュー]と端子操作ボタンを操作できるよう

になります。 

リンク運転選択『LE』の割付けと ON/OFF状態は，[運転モニタ]の[I/Oモニタ]ウィンドウで確

認できます。下は，X1端子にリンク運転選択『LE』の割り付け(E01=24)があり，『LE』が OFF(X1

端子が OFF)の場合の表示例です。 

 

 

 

リンク運転選択『LE』の割り付けは，機能コード E01，E02，... で設定します。詳しくは，各

インバータ機種のユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

 

[ 3 ] リアルタイムクロック(RTC)搭載インバータの場合 

リアルタイムクロック(RTC)を搭載したインバータ機種の場合，リアルタイムクロック(RTC)が

設定されていない(初期化された)状態でタイマ運転機能を有効にすると，インバータ運転でき

ません。運転させるためには，インバータの日付と時刻を設定するか，タイマ運転機能を無効

にする必要があります。 
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・ 運転指令を入れたままアラームリセットを行うと，アラーム解除と同時に予期しないインバ

ータの運転が開始されますのでご注意ください。 

 事故のおそれあり 

 

・ローダの試運転画面で運転中に，ローダが動かなくなったり強制終了した場合は，ローダで

インバータの運転を停止できなくなるため，以下のいずれかの操作を行って，停止してくだ

さい。 

事故のおそれあり 

<ローダが動かなくなったり，強制終了した時の操作> 

1) 緊急停止用スイッチを別に用意し，このスイッチを使用し停止する。 

2) インバータの電源を OFFにする。 

3) インバータ側の運転指令を OFFの状態にして，「通信からの指令モード」から「インバ

ータから指令モード」に切り換えてください。 

具体的には，以下のいずれかの方法があります。 

・『LE』指令を割付けた端子を OFFにする。 

・支援用リンク機能（機能コード y99）のデータを 0にする。 

・リンク機能（機能コード H30）のデータを 0にする。 

 

・ローダの試運転画面で運転中に，RS-485ケーブル，および USBケーブル，タッチパネルを抜

かないでください。ローダでインバータの運転を停止できなくなるため危険です。 

事故のおそれあり 

 

上記操作を実施して停止状態にしても，インバータ内部の通信経由の周波数指令(通信専用機能

コード S05)，運転指令(通信専用機能コード S06)および支援用リンク機能（機能コード y99）の

設定は，保持されたままです｡この状態で再度運転しようとすると，モータが急に始動する場合

があります。安全のために，以下の操作で上記機能コード(S05，S06，y99)のデータを 0にリセ

ットしてください。 

1) インバータの電源を切断し，インバータが完全に停止してから再度電源を投入する。 

2) タッチパネルにて支援用リンク機能（機能コード y99）のデータを 0にした後，ローダを

立ち上げ，一覧編集画面で，通信経由の周波数指令(通信専用機能コード S05)，運転指令(通

信専用機能コード S06)のデータを 0にする。 

 
  



 

 

 ２-１９４ 

２.４. セットアップ 

[セットアップ]には以下のサブメニューがあります。 

 

 

[セットアップ]の主な機能について次に説明します。 

 

 

２.４.１. 通信設定 

「１.５.５.１.通信設定」を参照してください。 

 
 

２.４.２. 接続検索 

使用できません。 
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２.４.３. 言語 

この機能は Version 1.0.1.0 以降で動作します 

ローダの言語設定を行います。メインメニューの[セットアップ]→[言語]から，言語を選択し，

ローダを終了してください。 

 

 

ローダを再度起動すると選択された言語の表示に切り換わります。 

※ ローダを再度起動しないと，言語が切り換わりません。 

 

 

 
• 日本語 OS以外でローダを実行している場合は，日本語表示を選ぶことが出来ない

場合があります。 
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２.４.４. 仕向け 

この機能は Version 1.0.1.0 以降で動作します 

[仕向け]は，ご使用のインバータに合わせて正しく設定する必要があります。 

 
• インバータの仕向けは，インバータの定格銘板に記載されているインバータ形式

から知ることができます。詳しくは，[２.２.１.[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，

容量]，または，各インバータの取扱説明書を参照してください。 

 

ローダとインバータの仕向けが合っていない場合，以下のような障害が発生する可能性があり

ます。 

• 簡単メニューの[機能コード設定]→[新規作成]→[初期設定]ウィンドウで，目的の機種がリ

ストボックスに存在しない。 

• 通信配線，およびインバータとローダの通信設

定は正しいのに，インバータと通信すると，“イ

ンバータの機種情報の取得に失敗しました。”

のメッセージが表示されて通信できない。 

 

 

ローダの仕向けは，メインメニューの[セットアップ]→[仕向け]から変更できます。 

 

 

選択後はローダを終了してください。 

ローダを再度起動すると選択された仕向けに切り換わります。 

※ ローダを再度起動しないと，仕向けが切り換わりません。 

 

 
• 仕向けは，初めてローダを起動したときに一度設定します。詳しくは[１.５.３.

ローダの起動]の[動作環境の設定]を参照してください。 
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２.４.５. 日付・時刻 

リアルタイムクロック(RTC)を搭載したインバータ機種に対し，日付と時刻を設定できます。 

ローダとインバータを 1対 1の接続にして，メインメニューの[セットアップ]→[日付・時刻]

を選択してください。 

 

 

 

※「ＯＳの日付・時刻を送る」に マークが付いている場合は，ＯＳで管理している日付・時

刻をインバータへ送付します。 

 

  

※「ＯＳの日付・時刻を送る」の マークを外した場合は，任意で設定した日付・時刻を 

インバータへ送付します。[OK]をクリックすると，日付と時刻がインバータへ送信されます。 
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※ リアルタイムクロック(RTC)のないインバータ機種へ送信するとエラーになります。 

 

 

 
• 日付・時刻の設定を行うときは，必ずローダとインバータを 1対 1の接続にし

て，インバータを[通信設定]→[接続設定]ウィンドウの No.1に登録してくださ

い。[接続設定]については，「１.５.５.２.接続設定」を参照してください。 

[日付と時刻の設定]ウィンドウでは対象インバータを選択できません。複数の

インバータと接続した状態で[OK]をクリックしたときの送信先は不定になりま

す。 
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２.５. 編集 

メインメニューの[編集]は，[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示されます。 

 

 

[元に戻す] ：[一覧編集]ウィンドウで編集した機能コード設定値を一つ前の状態に戻します。 
 
[工場出荷値] ：[一覧編集]ウィンドウで選択している機能コードを工場出荷値にします。 
 
[検索] ：[２.３.１.１.[ 8 ] 検索 (機能コードを用語検索する)]を参照してください。 

 

 

 
• [機能コード一覧]ウィンドウは，簡単メニューの[機能コード設定]から表示させ

ることができます。詳しくは，[２.３.１.機能コード設定]を参照してください。 
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２.６. 表示 

ローダ画面の表示方法を設定します。 

 

 

２.６.１. ツールバー 

ツールバーの表示，非表示を切り換えることができます。 

ツールバーを表示しておくと，簡単メニューなど，目的のアイコンをクリックするだけで利用

できます。 

ツールバー 
 

 
 
 

ステータスバー 
 

２.６.２. ステータスバー 

ステータスバーの表示，非表示を切り換えることができます。 

ステータスバーの表示内容については，[２.１.メインウィンドウ]を参照してください。 
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 ２-２０１ 

２.６.３. 機能コード情報，文字サイズ 

[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示します。 

 

機能コード情報 

[一覧編集]ウィンドウにある[機能コード情報]ボタンと同じです。 

選択している機能コード情報を機能コード情報ウィンドウに表示し

ます。 

 

文字サイズ 

[フォント]ウィンドウ（下図）を表示します。[一覧編集]ウィンド

ウ内の，機能コード名などのフォントを変更できます。 

 

 

例 : フォント初期状態 

 

フォント変更後 (Meiryo UI，太字 斜体，18 pt) 

 

 

 
• [機能コード一覧]ウィンドウを閉じるとフォントの設定は初期状態に戻ります。

フォントの設定は保存できません。 

• フォントの設定は印刷に反映されません。 

• [機能コード一覧]ウィンドウは，簡単メニューの[機能コード設定]から表示でき

ます。詳しくは，[２.３.１.機能コード設定]を参照してください。 

• [一覧編集]ウィンドウは，[機能コード一覧]ウィンドウの[一覧編集]タブに表示

される画面です。 
 
  



 

 

 ２-２０２ 

２.６.４. ツールボックス， プロジェクト管理ウィンドウ， 

出力ウィンドウ 

[カスタマイズロジック]ウィンドウを開くとアクティブになります。カスタマイズロジックに

関連する各ウィンドウの表示，非表示を切り替えできます。各ウィンドウの説明については，

[２.３.３.２.エディタ画面]を参照してください。 

 

 

 

ツールボックス 

ツールボックスの表示，非表示を切り替えます。 

 

プロジェクト管理ウィンドウ 

プロジェクト管理ウィンドウの表示，非表示を切り替えま

す。 

 

出力ウィンドウ 

出力ウィンドウの表示，非表示を切り替えます。 
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 ２-２０３ 

２.７. 一覧編集 

メインメニューの[一覧編集]は，[機能コード一覧]ウィンドウを開くと表示されます。 

 

 

２.７.１. インポートとエクスポート 

機能コードデータを CSV形式でファイルに保存し，保存したファイルから機能コード設定値を

読み込むことができます。 

一部の機能コード設定値を Microsoft Excel等で編集してローダに取り込みたい場合に利用す

ると便利です。 

 

インポート 

CSV 形式の機能コードデータファイルから機能コード設定値を読み出して，[一覧編集]ウィンドウに反映し

ます。インポートするには，必ず[機能コード一覧]ウィンドウを開いておく必要があります。 

インポートを行う際、以下のようなダイアログが表示されます。 

 

インポート対象の選択 

電圧系列や容量によって設定値が異なるデータや，モニタ用などの読み取り専用データを含めて 

インポートを実施するかを選択します。 

これらの具体的なデータについては，各インバータ機種のユーザーズマニュアル または RS-485

通信ユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

継続 

インポートを実行します。 

中止 

インポート操作を中止します。 

注意喚起メッセージ 

インポートしようとしている CSV ファイルと，現在開いている[一覧編集]ウィンドウのインバータ

機種・電圧・容量・バージョン等が異なる場合にメッセージを表示します。意図したインポート操

作であれば，[継続]ボタンを押下してインポートを続行して下さい。その場合，一部のデータが正

しくインポートされない恐れがありますので，インポート後に意図した結果になっているかを確認

してください。 

なお，同一機種・電圧・容量・バージョンの場合は何も表示しません。 
 

  



 

 

 ２-２０４ 

エクスポート 

[一覧編集]ウィンドウの機能コード設定値を CSV 形式でファイルに保存します。 

保存する際は，最初に[一覧編集]ウィンドウのツリー表示の中から保存する機能コードを選択してくださ

い。 

 

例えば，全ての機能コードの設定値を保存する場合， 

ツリーの一番上の[機能コード]を選択します。 

 

特定の機能コードグループだけを保存する場合，ツリーの下層から保存したい機

能コードグループを選択します。 

選択後，[エクスポート]をクリックします。 

エクスポートした CSV ファイルは，Microsoft Excel 等で編集することができます。 

 

 
• [機能コード一覧]ウィンドウは，簡単メニューの[機能コード設定]から表示でき

ます。詳しくは，[２.３.１.機能コード設定]を参照してください。 

• [一覧編集]ウィンドウは，[機能コード一覧]ウィンドウの[一覧編集]タブに表示

される画面です。 

 • 複数の[一覧編集]ウィンドウを開いている場合，インポートされた設定値はアク

ティブな[一覧編集]ウィンドウに反映されます。 

 • カスタマイズロジックの機能コード一覧は，[インポート]，[エクスポート]を使

用できません。 

 

 
• FRENIC Loader3.3で保存した CSVファイルをインポートすることはできません。 

 

[ 1 ] CSVファイルの書式 

機能コードデータをエクスポートしたときの，CSV ファイルの書式の例を示します。書式の詳

細は，[３.２.４.機能コード設定仕様]の[CSVファイルの書式]を参照してください。 

 

 列番号 

1 2 3 4          5   6   7   8 

行 

番 

号 

1 FRNLDR4, G1S, 3900, 3900,      8,  J,  3,  2017/01/01 - 00:00:00 

2 Func, 機能コード名, 設定値, 工場出荷値 

3 F00, データ保護, 0, 0 

4 

～ 

F01, 

 

 

周波数設定 1, 

 

 

0, 

 

 

0 

 [comment]    

     

   

図 ２-２ 機能コード設定値 CSVファイル書式 

編集可能 
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 ２-２０５ 

[ 2 ] CSVファイルの編集 

インポートに失敗するトラブルを防止するため，インポートする CSVファイルは，エクスポー

トした CSVファイルを編集して作成することを推奨します。また，エクスポートする際は，通

常の FNL形式による保存も行い，エクスポートした CSVファイルとセットで管理することを推

奨します。インポートする際は，この FNLファイルを開いてインポートすれば，インポート時

のトラブルを減らせます。 

基本的に，エクスポートした CSVファイルの設定値(前図 ２-２ の点線で囲われた部分)のみを

編集してください。設定値を編集するときは，以下の入力規則に従って正しく設定してくださ

い。 

 

・設定値の入力規則 

(1) 機能コードの設定値を 10 進数または 16 進数の数値で設定します。“OFF”などの文字列は

使用できません。 

10進数で設定する場合: 使用可能な文字は半角で，0-9，マイナス(-)，小数点(.)です。 

16進数で設定する場合: 先頭に 0x をつけます。使用可能な文字は半角で，0-9，a-f,A-F

です。 

例:10進数の 32767を 16進数で設定すると 0x7FFFとなります。 

(2) 機能コードの設定範囲内の数値を設定してください。設定範囲外の数値はインポートされ

ません。機能コードの設定範囲は[一覧編集]ウィンドウで確認できます。 

(3) 設定値をダブルクォーテーション(")で囲うことができます。 

例: 10進数の 32767を "32767" と設定することができます。 

(4) 特殊な意味をもつ設定値 999は，10進数の 32767(16進数の 0x7FFF)として扱われます。 

例: FRENIC-Ace(E2S) F40 トルク制限値 1(駆動)の設定範囲は，0～300 % ; 999 です。 

この場合の 999 は % 量ではなく不動作の意味で，CSV ファイル上では 32767 として扱

われます。 

(5) “OFF”，“Auto”，“Inherit”などの文字列は，10 進数の 0 または 32767(16 進数の 0x0 ま

たは 0x7FFF)として扱われます。どちらで扱われるかは機能コードに依存します。詳しく

は，各インバータ機種の RS-485通信ユーザーズマニュアルでデータフォーマットの項を参

照してください。または，文字列を設定した機能コードをエクスポートし，エクスポート

した CSVファイルを開いて数値を確認してください。 

例: FRENIC-Ace(E2S) F50 電子サーマル (制動抵抗器保護用) (放電耐量) の設定範囲は，1

～9000 kWs ; OFF です。 

この場合の OFFは，10進数の 32767(16進数の 0x7FFF)として扱われます。 

 

 
• エクスポートでファイル保存した CSVファイルを Microsoft Excelで XLS等のフ

ァイルに変換し，編集後再度 CSVファイル形式で保存した場合，インポートでき

ない場合があります。その場合，CSVファイルをテキストエディタ(Windowsのメ

モ帳など)で開き，[図 ２-２ 機能コード設定値 CSVファイル書式]に合ってい

るか確認してください。 

 

 



 

 

 ２-２０６ 

 
• インポートするとき，“機種が異なります”，“電圧が異なります”，“容量が

異なります”，“取り込めない機能コードが存在します”などの警告ダイアログ

またはメッセージが表示された場合，CSVファイルと[一覧編集]ウィンドウの間

で，機種，電圧，容量，インバータ ROMバージョンなどが一致していない可能性

があります。 

違いを確認するには，インポートを中止し，[一覧編集]ウィンドウの機能コード

をエクスポートします。そして，インポートする予定の CSVファイルと，エクス

ポートした CSVファイルを比較します。 

CSVファイルの内容は，[図 ２-２ 機能コード設定値 CSVファイル書式]を参照

してください。 

違いがある場合，インポートする予定の CSVファイルを，エクスポートした 

CSVファイルに合うように修正してください。 

 

[ 3 ] 推奨使用方法 

機能コードの設定を[一覧編集]ウィンドウで行うことを基本とし，[エクスポート]，[インポー

ト]機能でそれを補助する運用を推奨します。 

以下に使用例を示します。 

[一覧編集]ウィンドウで機能コード設定値を編集します。 

 

  

一部の機能コードデータをエク

スポートして，設定値を表計算

ソフト，テキストエディタなど

で編集 

  

 

 

 

 

[一覧編集]ウィンドウで編集した設定値

に，CSV形式の機能コード設定値をインポ

ートします。 

 

 
• インポート時のエラーを防止するため，機能コードデータをエクスポートするとき

は，通常の FNL形式による保存も行ってください。 

インポートする際は，簡単メニューの[機能コード設定]→[パソコンからファイル

読み出し]で，エクスポートしたときに保存しておいた FNL形式のファイルを開い

てから，インポートしてください。 
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 ２-２０７ 

２.７.２. 最終エラー情報 CSV 出力 

この機能は Version 1.0.1.0 以降で動作します 

下図のようなエラーウィンドウの[ファイル出力]ボタンと同じ機能です。エラーウィンドウ

を閉じた後，エラーウィンドウの表示内容を CSVファイルに保存する場合に使用します。 

 

[ファイル出力]ボタンを持つエラーウィンドウの例 

 

 

右のサブメニューは，エラーウィンドウを表示後に有効に

なります。 

 

 

２.７.２.１. 通信Ｒ／Ｗ 

[一覧編集]ウィンドウで読み出し，または書き込みを行ったことにより，[ファイル出力]ボ

タンを持つエラーウィンドウが表示されると有効になります。エラーウィンドウを閉じた後，

エラーウィンドウの表示内容を CSVファイルに保存する場合に使用します。 

 

２.７.２.２. インポート機能 

メインメニューの[一覧編集]→[インポート]からインポートを行ったことにより，[ファイル

出力]ボタンを持つエラーウィンドウが表示されると有効になります。エラーウィンドウを閉

じた後，エラーウィンドウの表示内容を CSVファイルに保存する場合に使用します。 

 

２.７.２.３. ファイル情報の更新 

[ファイル情報]ウィンドウで定義ファイルを変更したことにより，[ファイル出力]ボタンを

持つエラーウィンドウが表示されると有効になります。エラーウィンドウを閉じた後，エ

ラーウィンドウの表示内容を CSVファイルに保存する場合に使用します。 

 

  



 

 

 ２-２０８ 

２.７.３. Loader 3.2 互換書き込み 

この機能は Version 1.0.1.0 以降で動作します 

通常は使用しません。チェックをつけると機能が有効になります。 

タッチパネル(TP-E1U)を経由したインバータへの機能コード書き込みで，以下の現象がみ

られる場合，有効にすると警告を抑止できることがあります。 

• [パラメータが異常です。]（右図）の警告が発生する。 

• 書き込み中，タッチパネル(TP-E1U)の 7SEG LED に 

[-Ld-] と表示されることがある。 
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 ２-２０９ 

２.８. ウィンドウ 

ローダ画面に表示されているウィンドウの表示方法を設定します。 

 

 
 

２.８.１. 重ねて表示 

[ウィンドウ]→[重ねて表示]をクリックをすると複数の画面を重ねて表示します。 

 

  



 

 

 ２-２１０ 

２.８.２. 並べて表示 

[ウィンドウ]→[並べて表示]をクリックをすると複数の画面を並べて表示します。 

 

 

 

２.８.３. アイコンの整列 

[ウィンドウ]→[アイコンの整列]をクリックをすると複数の最小化した画面をメインウィンド

ウの下部に整列表示します。 
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 ２-２１１ 

２.８.４. 左右に並べて表示 

[ウィンドウ]→[左右に並べて表示]をクリックをすると複数の画面を左右に並べて表示します。 

 

 

  



 

 

 ２-２１２ 

２.９. ヘルプ 

２.９.１. トピックの検索 

使用できません。 

２.９.２. バージョン情報 

本ローダのバージョン，著作権を表示します。 

 

 

Version 1.0.3.0 以降の場合 

バージョン・著作権表示とともに，追加定義ファイルの管理機能を統合しています。 

 

  

Version 

実行ファイルや定義ファイルを含めた 

本ローダのバージョン 

File Version 

実行ファイルのバージョン 

Definitions Library 

インストールされている定義ファイルラ

イブラリの種類とバージョン 

Add-IN Setting 

追加定義ファイルの管理画面を開きます。 

追加定義ファイルは必要に応じて適宜提供いたします。 
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 ２-２１３ 

Version 1.0.2.12以前の場合 

バージョンと著作権を表示します。 

 

  

Version 

実行ファイルや定義ファイルを含めた 

本ローダのバージョン 

File Version 

実行ファイルのバージョン 



 

 

 ２-２１４ 

２.１０. 仕向地設定 

 
• 日本向けインバータは出荷時に仕向地設定が「J:国内」に設定されているので，

本画面は表示されません。そのままご使用ください。また，H101の設定を工場出

荷値から変更しないでください。 

 

仕向地設定(機能コード H101)の存在する海外仕様のインバータ機種が対象です。 

仕向地設定(機能コード H101)はインバータに初めて電源を投入したとき，最初に必ず設定しな

ければなりません。仕向地設定が未選択(機能コード H101が 0)のインバータは，運転すること

ができません。 

仕向地設定が未選択(機能コード H101が 0)のインバータ機種に対してローダから機能コードの

読み出しや書き込みを伴う操作を行うと，仕向地を設定するためのウィンドウを表示します。

ご使用の環境に合わせて仕向地を設定してください。 

 

 

向け先設定 

インバータの仕向地設定へ書き込む

設定値を選択します。 

保存ファイルをインバータに転

送する 

FNL ファイルに保存されている標準

の機能コードデータをインバータに

書き込む場合に選択します。仕向地

設定(H101)を設定済みのファイルを

選択する必要があります。 

カスタマイズロジック保存ファ

イルをインバータに転送する 

[保存ファイルをインバータに転送

する]を選択すると使用できます。

FNB ファイルに保存されているカス

タマイズロジックの機能コードデー

タをインバータに書き込む場合に使

用します。 

 設定する 

インバータに設定値を書き込みます。 

設定値を不揮発性メモリへ保存します 

[保存ファイルをインバータに転送する]を選択すると使用できます。 

書き込んだ機能コード設定値をインバータの不揮発性メモリに保存するため，書き込みの終了間際で機能コ

ード y97 に 2を書き込みます。詳しくは，[２.３.１.１.[ 2 ] ローダからインバータまたはタッチパネルへ

機能コードを書き込む]を参照してください。 

 不揮発性メモリへの保存方法はインバータ本体の y97 の設定に従います 

[保存ファイルをインバータに転送する]を選択すると使用できます。 

書き込んだ機能コード設定値がインバータの不揮発性メモリと一時記憶メモリのどちらに保存されるかは，

インバータの機能コード y97の設定に従います。詳しくは，[２.３.１.１.[ 2 ] ローダからインバータまた

はタッチパネルへ機能コードを書き込む]を参照してください。 

 

 



第３章 

参考情報 

この章では，トラブルシューティングと標準仕様に関する情報を記載してあります。 
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 ３-１ 

３.１. よくあるお問い合わせ内容 

３.１.１. ローダの仕様 

 

Q1. 対応済みの OSは何ですか？ 

A1. Microsoft Windows 7 / 8.1 / 10になります。 

 

Q2. 旧バージョンのローダ(FRENIC Loader 3.3以前)と共存できますか？ 

A2. はい，共存できます。 

 

Q3. 他機種のローダ(VGローダ，サーボローダ)と共存できますか？ 

A3. はい，共存できます。 

 

Q4. 旧バージョンをアンインストールしても大丈夫ですか？ 

A4. インストール時にメッセージマネージャを同時にインストールしていた場合，メッ

セージマネージャもアンインストールされてしまいます。 

この場合，新バージョンでも同じメッセージマネージャを使用するため，動作しな

くなってしまいます。起動しているローダを全て終了し，メッセージマネージャを

再インストールしてください。 

 ☞「１.４.１.６.メッセージマネージャのインストール」 

 

Q5. 旧バージョンのローダ(FRENIC Loader 3.3以前)と何が違うのですか？ 

A5. 以下の対応を行い，さらに機能向上，改善を行っています。 

・Windows 8.1/10への対応 

・下記支援ツールを統合 

- FRENIC Loader3.3 (旧バージョン) 

- FRENIC-HVAC/AQUA Loader 

- FRENIC Visual Customizer 

 

Q6. 廃形機種で保存した機能コード設定データを新機種に書き込みたいがどうすればよ

いですか？ 

A6. 現時点では廃形機種のデータを新機種へ変換する機能が搭載されていません。 

 

Q7. ローダソフトは廃形機種に適用できますか？ 

A7. 申し訳ございません。選択可能な機種以外には適用できません。 
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３.１.２. 通信関連 

３.１.２.１. 接続方法，接続機器 

■推奨ケーブル 

Q1. 富士電機経由で入手出来ますか？どこで入手できますか？ 

A1. RJ-45コネクタ接続用ケーブル 

形式：CB-□S(□=1,3,5)にて手配可能です。最寄りの販売店，営業担当者へご連絡

ください。その他市販の LANケーブルもご使用いただけます。 

 

端子台接続用のケーブル 

当社でのお取り扱いはしておりません。 

 

推奨ケーブルは 

メーカ： 古河電気工業株式会社 AWM2789 長距離接続用ケーブル 

 

となります。これらの製品に関しては古河電気工業株式会社もしくは取り扱い販売

店までご連絡ください。 

 

USBケーブル 

市販の USBケーブルをご使用ください。 

 ☞「１.２.２.２. [ 2 ] ケーブル（RJ-45コネクタ接続用）」 

☞「１.２.２.２. [ 3 ] ケーブル（端子台接続用）」 

 

■接続方法 

Q2. インバータ上の RJ-45 コネクタとパソコンの LAN 端子を直接 LAN ケーブルで接続で

きますか？ 

A2. インバータ，パソコン共に破損する恐れがあります。決して直接接続しないでくだ

さい。RS232C - RS-485, USB – RS-485変換器もしくは TP-E1Uを介した接続が必要

となります。 

具体的な接続方法は本取扱説明書「１.２.２」「１.２.３」を参照してください。 

 ☞「１.２.２.RS-485通信ポート接続」 

☞「１.２.３.USB通信ポート接続」 
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■RS-232C – RS-485, USB – RS-485変換器 

Q3. 富士電機経由で入手出来ますか？どこで入手できますか？ 

A3. 当社でのお取り扱いはしておりません。 

推奨品は， 

システムサコム工業㈱ 

・KS-485PTI（RS-232C - RS-485変換器） 

・USB-485I RJ-45-T4P（USB - RS-485変換器） 

となります。これらの製品に関してはシステムサコム工業㈱もしくは取り扱い販売

店までご連絡ください。 

 

Q4. Windows8.1以降で変換器が認識されません。 

A4. 変換器が Windows8.1以降に対応していない可能性があります。 

当社でのお取り扱いはしておりませんので，変換器メーカまでお問い合わせくださ

い。 

変換器が Windows8.1以降対応済みである場合は，変換器のドライバソフトのインス

トールに失敗している可能性がありますので，再インストールを行ってください。 
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３.１.２.２. USB 通信 

■USB通信 

通信対象 : USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータ 

: USB搭載インバータ 

: USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U 

Q1. USB通信がうまくできません。 

Q1'. 「インバータの機種情報の取得に失敗しました。」のメッセージが出ます。 

A1-1. インバータに電源が供給されていない可能性があります。 

A1-2. USBドライバがインストールされていない可能性があります。 

Windowsの[デバイスマネージャー]で「Loader USB device」→「FRENIC」と表示さ

れていることを確認してください。 

具体的な確認手順は本取扱説明書「１.４.１.５」を参照してください。 

 ☞「１.４.１.５.USBドライバの確認」 

 「FRENIC」ではなく「不明なデバイス」と表示されている場合は， USBドライバを

再セットアップしてください。具体的な手順は本取扱説明書「１.４.１.４」を参照

してください。 

 ☞「１.４.１.４.USBドライバのインストール手順」 

 「FRENIC」も「不明なデバイス」も表示されない場合は，「Q2.」を参照してくださ

い。 

 ☞「Q2.」 

A1-3. USBハブを使用している場合，USBハブを使用しないでください。 

A1-4. メッセージマネージャがインストールされていない可能性があります。 

ローダソフトを起動した状態で，Windows のタスクバーにメッセージマネージャア

イコン  が表示されていることを確認してください。 

具体的な確認手順は本取扱説明書「１.５.４.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.４.１.メッセージマネージャの起動確認」 

 Windows のタスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示されていない場

合，メッセージマネージャをアンインストールし，インストールし直してください。 

具体的な手順は本取扱説明書「１.４.２.２」「１.４.１.６」を参照してください。 

 ☞「１.４.２.２.メッセージマネージャのアンインストール手順」 

☞「１.４.１.６.メッセージマネージャのインストール」 

 Windows のタスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示されている場

合，「Q3.」を参照してください。 

 ☞「Q3.」 
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A1-5. ローダのタイムアウト設定が小さ過ぎる可能性があります。 

タイムアウト設定が初期値の 1.5 [s] よりも小さい場合は，ローダが通信相手から

の応答を受信する前に通信エラーを検出している可能性があります。初期値よりも

大きい設定に変更し，通信できるか試してください。 

タイムアウト設定は[通信設定]の[通信条件]で設定します。取扱説明書「１.５.５.

１.[ 3 ]」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１.[ 3 ] 通信条件」 

A1-6. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータの場合 

インバータが TP-E1U経由の通信に対応していない可能性があります。 

対応状況は本取扱説明書「１.１.１」を参照してください。 

 ☞「１.１.１.特徴」 

A1-7. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータの場合 

TP-E1Uをインバータの RS-485通信ポート 2に接続している可能性があります。 

RS-485通信ポート 1に接続してください。 

A1-8. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータの場合 

TP-E1Uとインバータの接続に LANケーブルを使用している場合，LANケーブルがク

ロスケーブルの可能性があります。クロスケーブルの場合，ストレートケーブルに

交換してください。 

A1-9. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータの場合 

ローダの[通信設定]のポートの設定が正しくない可能性があります。[USB 接続]，

[インバータ内のデータ(TP経由)]になっていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１.通信設定」 

A1-10. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1U経由インバータの場合 

ローダの[通信設定]→[接続設定]の[RS-485 局番]がインバータのステーションア

ドレスと合っていない可能性があります。合っていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.１」「１.５.５.２」を参照してください。 

 ☞「１.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定」 

☞「１.５.５.２.接続設定」 

A1-11. 通信対象が USB搭載インバータの場合 

ローダの[通信設定]のポートの設定が正しくない可能性があります。[USB 接続]，

[インバータ内のデータ(直結)]になっていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１.通信設定」 



 

 

 ３-６ 

A1-12. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uの場合 

ローダの[通信設定]のポートの設定が正しくない可能性があります。[USB 接続]，

[タッチパネル内のデータ]になっていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１.通信設定」 

A1-13. 通信対象が USB付き遠隔タッチパネル TP-E1Uの場合 

ローダの[通信設定]→[接続設定]の[RS-485 局番]が 1 でない可能性があります。1

になっていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.２」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.２.接続設定」 

 

Q2. デバイスマネージャーで USBドライバが認識されているかを確認したところ，「不明

なデバイス」が表示されません。正しく認識させるためにはどうしたらよいでしょ

うか？ 

A2-1. パソコンと USB機器の接続が不十分な可能性があります。 

USB ケーブルを抜き差ししてみる，パソコンの他の USB 端子につなぎ替えてみる，

USBケーブルを交換してみる，など接続を確認してください。 

A2-2. 「不明なデバイス」を表示させるためにはパソコンと USB 機器を接続する必要があ

ります。その後，USBドライバをインストールしてください。 

 ☞「１.４.１.４.USBドライバのインストール手順」 

 

Q3. メッセージマネージャが起動しているにもかかわらず，通信がうまくいきません。 

A3-1. メッセージマネージャが USBドライバを認識できていない可能性があります。 

この場合，メッセージマネージャの再起動が必要です。メッセージマネージャを終

了し，ローダソフトを再起動してください。 

メッセージマネージャの終了方法は本取扱説明書「１.４.１.４」を参照してくださ

い。 

 ☞「１.４.１.４.[ 1 ] USBドライバをインストールする前に」 

A3-2. メッセージマネージャ自体もしくはそのレジストリが何らかの理由で破損している

可能性があります。 

メッセージマネージャをアンインストールし，インストールし直してください。 

具体的な手順は本取扱説明書「１.４.２.２」「１.４.１.６」を参照してください。 

 ☞「１.４.２.２.メッセージマネージャのアンインストール手順」 

☞「１.４.１.６.メッセージマネージャのインストール」 
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Q4. ローダから機能コードの変更を行ったはずなのに，タッチパネルで確認すると機能

コードが変更されていません。

A4. TP-E1Uをお使いの場合，ローダの[通信設定]のポートの設定が[USB接続]，[タッチ

パネル内のデータ]になっている可能性があります。その場合，[USB 接続]，[イン

バータ内のデータ(TP経由)]に変更してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.１」を参照してください。 

☞「１.５.５.１.通信設定」

Q5. インバータとはオフラインの状態(例えば事務所)で，ローダで機能コードを編集し，

その結果を TP-E1Uに書き込みます。 

その後ローダは使用せず，TP-E1Uだけを使用して(現場で)，編集したデータをイン

バータにコピーできますか？ 

A5. はい。ただし，TP-E1Uを標準もしくはオプションとしてサポートしている機種のみ

可能です。サポート状況は本取扱説明書「１.１.２.表 １-１」を参照してください。 

☞「１.１.２.表 １-１ FRENICシリーズインバータ機種別ローダ機能対応表」

カスタマイズロジックを使用している場合，注意が必要です。

ローダの[機能コード設定]で[カスタマイズロジックの設定画面を開く]に対応して

いるインバータにおいて，カスタマイズロジックを使用している場合，ローダから

TP-E1U へ書き込む際は，基本的な機能コード設定(F,E,C コードなど)とカスタマイ

ズロジック設定(Uxx)の両方を書き込む必要があります。 

参考情報として本取扱説明書「２.３.３.９」を参照してください。 

☞「２.３.３.９.[ 2 ] タッチパネルへ書き込む場合」

Q6. ローダと USB 搭載インバータ(FRENIC-HVAC/AQUA)とを USB 直結で接続しています。

インバータ停止中は通信できますが，インバータを運転すると通信できません。

A6. ノイズの可能性があります。

USBケーブルをフェライトコアに貫通させるなど，ノイズ対策を行ってください。 

USBケーブルをパソコンの USB 3.0端子につないでみてください。 

Q7. パソコンがスタンバイ(スリープ)状態になった後に USB通信できません。 

A7. USB ケーブルを抜き差ししてください。それでも通信が復旧しない場合は，パソコ

ンを再起動してください。

Q8. TP-E1Uの 7セグメント LED表示が「-Ld-」となります。どういう意味でしょうか？ 

A8. TP-E1Uとインバータ側が未接続の状態で，パソコン側のみと接続されていることを

示しています。 

ローダソフト使用時にこの表示が出ている場合はインバータとの通信ができません

ので，TP-E1Uとインバータとの接続を確認し，対応してください。 
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３.１.２.３. RS-485 通信 

■RS-485通信 

通信対象 : USB – RS-485変換器経由インバータ 

: RS-232C - RS-485変換器経由インバータ 

Q1. RS-485通信がうまくできません。 

A1-1. インバータに電源が供給されていない可能性があります。 

電源が入っているかを確認してください。 

A1-2. USB - RS-485変換器を使用している場合 

USBドライバがインストールされていない可能性があります。 

Windowsの[デバイス マネージャー]で[ポート(COMと LPT)]→USB Serial Port (COM

□) と表示されていることを確認してください。 

具体的な確認手順は本取扱説明書「１.５.２」を参照してください。 

 ☞「１.５.２.パソコンの通信ポートの確認 (変換器を使用する場合)」 

 「不明なデバイス」と表示されている場合は，USB ドライバを再セットアップして

ください。具体的な手順はご使用の変換器の取扱説明書を参照してください。 

A1-3. RS-232C – RS-485変換器を使用している場合 

ローダは，RS-232C のフロー制御信号（RTS または DTR）による切換えに対応して

おりません。送信と受信の切換を，送信データ監視による自動切換えで行う必要が

あります。 

推奨している変換器以外を使用している場合，ご使用の変換器の取扱説明書で，送

信と受信の切換方法について確認ください。 

なお，推奨している変換器は，送信と受信の切換を送信データ監視による自動切換

えで行っているので，問題ありません。  

 ☞「１.２.２.２.[ 1 ] 変換器」 

A1-4. Windows 上の COM ポートの番号とローダ側の COM ポートの設定が一致していない可

能性があります。COMポートを確認してください。具体的な手順は本取扱説明書「１.

５.２」「１.５.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.２.パソコンの通信ポートの確認 (変換器を使用する場合)」 

☞「１.５.５.１.通信設定」 
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A1-5. メッセージマネージャがインストールされていない可能性があります。 

ローダソフトを起動した状態で，Windows のタスクバーにメッセージマネージャア

イコン  が表示されていることを確認してください。 

具体的な確認手順は本取扱説明書「１.５.４.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.４.１.メッセージマネージャの起動確認」 

 Windows のタスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示されていない場

合，メッセージマネージャをアンインストールし，インストールし直してください。 

具体的な手順は本取扱説明書「１.４.２.２」「１.４.１.６」を参照してください。 

 ☞「１.４.２.２.メッセージマネージャのアンインストール手順」 

「１.４.１.６.メッセージマネージャのインストール」 

 Windows のタスクバーにメッセージマネージャアイコン  が表示されている場

合，「３.１.２.２. Q3.」を参照してください。 

 ☞「３.１.２.２.USB通信 Q3.」 

A1-6. ローダのタイムアウト設定が小さ過ぎる可能性があります。 

タイムアウト設定が初期値の 1.5 [s] よりも小さい場合は，ローダが通信相手から

の応答を受信する前に通信エラーを検出している可能性があります。初期値よりも

大きい設定に変更し，通信できるか試してください。 

タイムアウト設定は[通信設定]の[通信条件]で設定します。取扱説明書「１.５.５.

１.[ 3 ]」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１. [ 3 ] 通信条件」 

A1-7. ローダの[通信設定]のポートの設定が正しくない可能性があります。[RS-485接続]

になっていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.５.１.通信設定」 

A1-8. ローダの[通信設定]→RS-485接続の[通信速度]とインバータの[伝送速度]が一致し

ていない可能性があります。 

一致していることを確認してください。具体的な設定は本取扱説明書「１.５.１」

「１.５.５.２」を参照してください。 

 ☞「１.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定」 

☞「１.５.５.２.接続設定」 

A1-9. ローダの[通信設定]→[接続設定]の[RS-485局番]がインバータのステーションアド

レスと合っていない可能性があります。合っていることを確認してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.１」「１.５.５.２」を参照してください。 

 ☞「１.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定」 

☞「１.５.５.２.接続設定」 
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A1-10. RS-485通信ポートを複数有している機種があります。(例：MEGA(G1)シリーズ) 

タッチパネル接続用の通信ポートではなく，端子台上の通信ポートを使用されてい

る場合，通信プロトコル設定用機能コードの初期値が SX(ローダ)プロトコル以外と

なっています。必ず，SX(ローダ)プロトコルを設定してください。 

具体的な設定は本取扱説明書「１.５.１」を参照してください。 

 ☞「１.５.１.インバータ側の通信関連機能コードの設定」  

A1-11. RS-485を 2ポート有するインバータの場合 

インバータの RS-485設定 1，2両方のプロトコル選択に SX(ローダ)プロトコルを設

定している場合，ローダを RS-485 通信ポート 1 に接続すると通信できません。 ロ

ーダを RS-485通信ポート 2に接続するか，RS-485設定 1のプロトコル選択に[SXプ

ロトコル]以外を設定してください。 

 

Q2. RS-485を 2ポート有するインバータ機種で通信を行いながら，ローダも使用できま

すか？ 

A2. 汎用通信とローダの併用は可能です。またフィールドバスオプションを使用した通

信を行っている場合も同様，ローダの併用が可能です。 

ただし，併用している場合で機能コードの変更を両者から行った場合は後から変更

されたデータが有効となります。 

 

Q3. RS-485を 2ポート有するインバータ機種において，ローダを使用して複数台のイン

バータを管理する場合，1 つのポートをパソコンと接続し，もう一方のポートを他

のインバータとマルチドロップ接続することはできますか？ 

A3. そのような使い方はできません。 

いずれか一方のポートのみご使用ください。 

ローダによる複数台管理は物理的に直接接続されているインバータにのみ適用され

ます。 

※ローダに限らず，通常の RS-485通信でもそのような接続で使用することはできま

せん。それぞれのポートに異なる局番を割り当てる必要があるためです。 

 

Q4. RS-485を 2ポート有するインバータ機種で 2ポートともローダ(SX)プロトコルに設

定された場合はどうなりますか？ 

A4. そのような設定は推奨しておりません。 

設定された場合は端子台側のポートが優先となります。 
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３.１.２.４. 通信共通 

 

Q1. インバータを連続稼働中で停止できない用途で使用しています。ローダソフトを接

続した場合，停止したりしませんか？ 

A1. ローダを接続してもインバータは停止しません。 

ただし，試運転等に切り替えると停止する場合がありますのでご注意ください。 

また，タッチパネルから運転を行っている場合，ローダを接続する際に誤ってタッ

チパネルを取り外すとインバータは停止してしまいますので，ご注意ください。 

 

  



 

 

 ３-１２ 

３.１.３. ローダの使い方 

３.１.３.１. 機能コード設定 

 

Q1. 400V仕様のインバータの設定をするため，機能コード編集で新規作成しようとした

ころ，200V 仕様となっています。どうすれば 400V 仕様に切り替え，設定できます

か？ 

A1. 簡単メニューまたはメインメニューのメニューから「機能コード設定」を選択 -「編

集データ選択」ウィンドウで「新規作成」を選択 -「初期設定」ウィンドウにて機

種や容量，電圧系列の設定ができますので，ご使用になられるインバータに合わせ

て設定を行ってください。 

 ☞「２.２.１.新規作成」 

 

Q2. 複数のインバータの機能コード設定値を比較できますか？ 

A2. ローダソフトの画面上で同時に比較できるのは 2台までです。 

複数台の比較を行いたい場合，インバータ毎に機能コード設定値を読み込み，ファ

イル機能により設定データファイルとして保存し，保存ファイル同士を開いて切り

替えながら比較することができます。 

比較機能は本取扱説明書「２.３.１.１. [ 6 ] 比較」を参照してください。 

設定データファイルを CSV 形式で保存することもできるため，市販のソフトウェア

を使用して比較することもできます。 

CSV形式の保存は本取扱説明書「２.７」を参照してください。 

 ☞「２.３.１.１.一覧編集 [ 6 ] 比較」 

☞「２.７.一覧編集」 

 

Q3. ローダソフトからオフラインチューニングを行いたいのですが，「一覧編集」の機能

コードに P04が存在しません。どうすればオフラインチューニングできますか？ 

A3. 簡単メニューまたはメインメニューのメニューから「機能コード設定」を選択-「機

能コード一覧」ウィンドウの「オートチューニング」タブにて実施可能です。 

 ☞「２.３.１.２.オートチューニング」 
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Q4. ローダの機能コード設定を保存したファイルが読み込めません。 

A4. 何らかの原因によって，ローダソフトを実行するために必要な定義ファイルが欠損

してしまった可能性があります。 

機能コード設定を保存するときに，ROM番号に応じた定義ファイルと紐づけて保存し

ています。このため，ファイルを開くときにローダソフトが参照する定義ファイル

が存在しないと読み込むことができません。 

定義ファイルはローダソフトのインストールを行うと生成されますので，ローダソ

フトを一度アンインストールした後，再インストールを行ってください。 

 ☞「１.４.２.１.FRENIC Loaderのアンインストール手順」 

☞「１.４.１.３.FRENIC Loader のインストール手順」 

 

Q5. 「機能コード設定」-「新規作成」で機種選択ができません。(表示されない) 

A5. 何らかの原因によって，ローダソフトを実行するために必要なファイル(INIファイ

ル，DLLファイルなど)が欠損したか，環境定義(レジストリ設定)等が破損してしま

った可能性があります。ローダソフトを一度アンインストールした後，再インスト

ールを行ってください。 

 ☞「１.４.２.１.FRENIC Loaderのアンインストール手順」 

☞「１.４.１.３.FRENIC Loader のインストール手順」 

 

Q6. カタログ等に記載されていない機種が選択肢に表示されます。 

A6. ローダソフトは国内外で共通化しているため，当社が国内外で販売している対応機

種が全て表示されます。 

記載されていない機種が表示されている場合，「仕向け」設定が「J:JAPAN」以外と

なっている可能性があります。メインメニューの「セットアップ」-「仕向け」で

「J:JAPAN」を設定し，ローダソフトを再起動してください。 

 ☞「２.４.４.仕向け」 

 

Q7. ローダソフトからインバータへの機能コードデータ書き込み，読み出しを行った場

合，書き込んだ数値と異なる値が読み出されます。 

A7. 運転時間や寿命関係の一部機能コード(H42,H43,H44,H47,H48 等)については，モニ

タ専用であったり，運転によってデータが更新されるため，読み出し値が異なる場

合があります。 

該当する機能コードの有無はインバータ機種により異なりますので，それぞれの機

種の取扱説明書，ユーザーズマニュアルをご覧ください。 

 

  



 

 

 ３-１４ 

Q8. パスワード機能を有するインバータ機種において，ローダソフトからパスワードの

設定・変更ができません。 

A8. 悪意のあるパスワード解読を防止するため，インバータ側で通信経由のパスワード

設定・変更を無効化しています。 

パスワードの解除はタッチパネルから行ってください。 
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３.１.３.２. アラーム履歴 

 

Q1. ローダソフトでアラーム履歴を確認したところ，機能コード設定には数値データし

か確認できませんでした。 

A1. 「機能コード設定」-・・・-「一覧編集」で確認できる数値データはアラームコー

ド番号を意味しています。 

別途「RS-485 通信ユーザーズマニュアル」に記載のアラームコード一覧表をご確認

ください。 

簡単メニューの「運転モニタ設定」-「運転モニタ」ウィンドウの「アラームモニタ」

タブにより，タッチパネル画面に表示されるアラームコードと同じ形でアラーム履

歴の確認を行うことができます。 

 ☞「２.３.２.３.アラームモニタ (インバータのアラーム情報をモニタする)」 

 

  



 

 

 ３-１６ 

３.１.３.３. カスタマイズロジック 

 

Q1. 簡単メニューの「カスタマイズロジック」 - 「編集データ選択」で「新規作成」を

選択 - 「インバータ機種選択」に表示される「バージョン」には何を設定すればよ

いのですか？ 

A1. インバータの ROMバージョンを設定してください。 

ROM バージョンの確認方法についてはそれぞれの機種の取扱説明書，ユーザーズマ

ニュアルをご覧ください。 

ローダソフトとインバータが接続されている場合は，簡単メニューの[運転モニタ設

定]→[運転モニタ]ウィンドウの[システムモニタ]タブに表示されている[インバー

タ ROMバージョン]にて確認いただけます。 

「機種」と「バージョン」は，使用可能なステップ数，使用可能な回路の種類など

に影響します。「バージョン」は後から変更することができますが，「バージョン」

を変更すると，ステップ No.割付を行った際，エラーが発生する可能性があります。

新規作成時はできる限り適切なバージョンを選択することを推奨します。 

 ☞「２.３.３.１.編集データ選択」 

☞「２.３.２.２.システムモニタ 

(インバータの内部情報，メンテナンス状態をモニタする)」 

☞「２.３.３.１２.プロジェクトのプロパティ」 

 

Q2. 作成したプロジェクトが正しく動作しません。 

A2-1. カスタマイズロジックが起動しているかを確認してください。 

インバータの機能コード U00が 1なら起動しています。 

A2-2. 比較機能を使用してプロジェクトがインバータに正しく書き込みできているかを確

認してください。 

 ☞「２.３.３.１０.比較」 

A2-3. カスタマイズロジックに必要なユーザ設定値，記憶領域への設定値が正しく書き込

まれているか確認してください 

 ☞「２.３.３.６．ユーザ設定領域・記憶領域への設定」 

☞「２.３.３.９.書き込み」 

A2-4. オンラインモニタ機能を使用して各シンボルや FB の入出力が動作しているかチェ

ックしてください。 

 ☞「２.３.３.１１.デバッグ機能」 

A2-5. 処理の実行順序が正しくない可能性があります。実行順序を確認してください。 

実行順序＝ステップ No.となります。 

 ☞「２.３.３.７.ステップ No.割付.」 
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Q3. 作成したプロジェクトのデバッグはどうやって行いますか？ 

A3. ステップ No.割付を行った後，下記の機能を使用してデバッグを行うことができま

す。 

・シンボル近傍に状態を表示させるオンラインモニタ機能 

・シンボルの入出力を波形としてリアルタイムトレースで表示させるトレースモニ

タ機能 

 ☞「２.３.３.１１.デバッグ機能」 

☞「２.３.５.１１.カスタマイズロジック機能との組み合わせ」 

 

Q4. 作成したプロジェクトを印刷できますか？ 

A4. プロジェクトのレイアウト領域，領域内の選択部分のみ，のいずれかを印刷するこ

とができます。 

 ☞「２.３.３.１５.カスタマイズロジックの印刷」 

 

Q5. 作成したプロジェクトには独自のノウハウがあるため，シンボルやその接続を隠し

たり，変更させないようにできますか？ 

A5. ロック機能を使用することで表示/非表示をパスワードによりコントロールするこ

とができます。 

ただし，ロック機能はパソコン上では有効ですがインバータ上では無効です。ロッ

ク機能で保護した回路をインバータに書き込むと，インバータ上では自由に表示と

編集が行えます。インバータ上で回路の表示と編集を制限するには，インバータの

パスワード機能（H197,H198,H99）を使用する必要があります。 

 ☞「２.３.３.１３.ロック機能」 

 

Q6. FRENIC-Visual Customizerで作成したプロジェクトファイルを開くと表示内容が変

わってしまいます。 

A6. FRENIC-Visual Customizerに対し，表示仕様の見直しと機能追加を行っています。

また，下記シンボルについては入力を 3入力とし，可読性を向上させました。 

・2008: 可変リミッタ 

・5000: 選択 3 

・5100: 選択 4 

この変更に伴い，FRENIC-Visual Customizerで作成したプロジェクトファイルを開

くとシンボルに追加された入力が未接続となっていますが，問題なく使用できます。 

 ☞「２.３.３.１８.ロジックシンボル一覧」の 

「2008:可変リミッタ」，「5000:選択 3」，「5100:選択 4」 

 

  



 

 

 ３-１８ 

Q7. プロジェクト内に異なる周期を持つ処理を混在させて動作させることはできます

か？ 

A7. プロジェクト内の処理毎に周期を設定することはできません。 

ただし，処理の入出力の更新タイミングを調整することであたかも複数の周期で処

理されているかのように動作させることは可能です。 

プロジェクトの実行サイクルはインバータ機種により異なります。 

AR1,AQ1 : 5ms 

E2 :下表のとおり，プロジェクトの最大ステップ No.に依存します。 

最大ステップ No. 実行サイクル 

1 – 10 2ms 

11 – 50 5ms 

51 – 100 10ms 

101 – 200 20ms 

たとえば機種 E2用プロジェクトのステップ数が 75ステップのプロジェクトの場合，

実行サイクルは 10ms となります。この周期より短い 2ms，5ms 周期の処理を混在さ

せることはできません。 

75ステップの例では基準実行サイクルが 10msとなり，対象処理の入出力信号が 10ms

の整数倍で更新されるように，ラッチ処理やホールド処理などを追加することにな

ります。 

また，1 ステップしか使用しなくても，手動割付によってステップ No.に 75 を設定

していた場合，75ステップと同様に基準実行サイクルが 10msとなります。 

 

Q8. 作成したファンクションブロック(FB)を他の人と共有，他のパソコンで使用できま

すか？ 

A8. インポート／エクスポート機能を使用すれば，作成した FBを，他のパソコンにイン

ストールした FRENIC Loader4で使用することができます。 

 ☞「２.３.３.１４.FB(共通)のインポート／エクスポート」 
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Q9. 作成したプロジェクトを別の機種で利用できますか？ 

A9. プロジェクトが機種間で共通のシンボルのみを使用して作成されている場合はプロ

ジェクト全体を FB化し，インポート／エクスポート機能を使用することで，利用で

きます。 

また，プロジェクトの「プロパティ」で「変更」ボタンをクリックし，「インバータ

機種選択」ウィンドウで機種を変更する方法もあります。 

機種間で共通でないシンボルを使用している場合，作成した回路のステップ数が別

機種の最大ステップ数を超過している場合は利用できません。 

 ☞「２.３.３.３[ 4 ] ファンクションブロック（FB）の作成」 

☞「２.３.３.１４.FB(共通)のインポート／エクスポート」 

☞「２.３.３.１２.プロジェクトのプロパティ」 

 

 

３.１.３.４. トレース 

 

Q1. リアルタイムトレース/ヒストリカルトレースにより，取得した波形データを市販ソ

フトなどで利用できますか？ 

A1. 波形データを CSV形式で保存することでご利用いただけます。 

また，ローダソフト専用のファイル形式（拡張子：RT2, HT2, RTM, HIM, RT1）で取

得した波形データを既に保存している場合は「ファイル」-「開く」によりこれらの

形式で保存されたデータをローダソフト上に一度読み込み，その後，「名前を付けて

保存」にて改めて CSV形式で保存してください。 

なお，CSV形式で保存したデータをローダソフトで開くことはできませんので，ご注

意ください。 

 ☞「２.３.５.５.トレースデータの保存」 

 

  



 

 

 ３-２０ 

３.１.３.５. 試運転 

 

Q1. [周波数・運転指令切り替え]を変更しようとすると「インバータと通信が出来ませ

ん リトライしますか？」というダイアログが表示されて，変更できません。 

A1-1. ローダとインバータ間で通信エラーが発生している可能性があります。 

ローダの[通信設定]→[接続設定]にある[接続確認]ボタンをクリックして，通信状

態を確認してください。確認方法は，本取扱説明書「２.３.６.３」，「１.５.５.２」

を参照してください。 

 ☞「２.３.６.３.運転操作メニューを操作できない場合」 

☞「１.５.５.２.接続設定」 

 “未接続”の場合は，通信ケーブルの接続や通信設定を確認してください。確認項

目については，本取扱説明書「３.１.２.２. Q1.」，「３.１.２.３. Q1.」を参考に

してください。 

 ☞「３.１.２.２.USB通信 Q1.」 

☞「３.１.２.３.RS-485通信 Q1.」 

 “接続中”の場合は，次の「A1-2.」を参照してください。 

A1-2. [接続確認]で“接続中”となるのに[周波数・運転指令切り替え]を変更できない場

合，インバータが[周波数・運転指令切り替え]要求を拒否している可能性がありま

す。その原因として，パスワード機能を搭載したインバータの場合，パスワード保

護が有効になっていることが考えられます。 

[機能コード設定]→[インバータから読み出し]を行ったとき，[パスワード保護中で

す。]のダイアログが表示されれば，パスワード保護が有効です。 

表示されない場合，[機能コード設定]→[インバータから読み出し]を行った後，[一

覧編集]ウィンドウから機能コード y99 への書き込みを試してください。[パスワー

ド保護中です。]のダイアログが表示されれば，パスワード保護が有効です。 

パスワード保護が有効の場合，パスワード保護を解除する必要があります。 

パスワード機能については，各インバータ機種の取扱説明書，またはユーザーズマ

ニュアルを参照してください。 

 

 

３.１.３.６. 日付・時刻 

 

Q1. 日付・時刻が設定できません。 

A1. リアルタイムクロック(RTC)を搭載していないインバータ機種に設定を行おうとし

ています。リアルタイムクロック(RTC)を搭載しているかどうかは各インバータ機種

の取扱説明書，またはユーザーズマニュアルを参照してください。 
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３.１.４. 用語 

 

Q1. 「メッセージマネージャ」(以下，MM)とは何ですか？ 

A1. 当社ローダ-インバータ間通信を管理するソフトになります。MM がインストールさ

れていない場合や削除してしまった場合，既にインストール済みに関わらず，再イ

ンストールにより上書きしてしまった場合などに通信ができなくなる場合がありま

す。 

 ☞「１.５.４.メッセージマネージャについて」 

 

Q2. 「定義ファイル」とは何ですか？ 

A2. 各機種およびその機能を識別するために必要な情報をまとめたファイルになりま

す。 

同一機種でも機能アップにより機能コードが増えた場合は定義のバージョン(ファ

イル名)を変えています。 

ファイル名の一部に ROM 番号を含む命名ルールとしています。インバータから属性

込みで機能コード読み出しをした場合は最適な定義ファイルを自動判別します。異

なった ROM 番号のインバータに機能コード設定値を書き込もうとした場合，警告が

表示されます。 

その場合，定義を再選択し，書き込みを行うことで正常に書き込みを行うことがで

きます。 

 ☞「２.３.１.３.[ 3 ] 定義ファイルの変更」 

 

Q3. 「仕向け」とは何ですか？ 

A3. インバータの「仕向け」 

世界各国で電源仕様(電圧，周波数)が異なっていますが，各国をいくつかの地域に

分け，代表的な電源仕様や仕様を機能コード出荷値とした，ラインアップを持つイ

ンバータ機種を準備しています。この地域ごとの仕様を「仕向け」と呼んでいます。 

インバータ機種毎に「仕向け」のラインアップは異なっています。 

「仕向け」はインバータ銘板記載の形式末尾のアルファベットで識別できるように

なっています。 

 

機能コード設定を新規作成するとき[初期設定]ウィンドウに表示される「地域仕様」 

インバータの「仕向け」と同じです。 

 ☞「２.２.１.[ 1 ] 機種，地域仕様，電圧，容量]」 

  



 

 

 ３-２２ 

３.２. FRENIC Loader 標準仕様 

 

項目 仕様 備考 

名称 FRENIC Loader 4  

対応インバータ FRENIC-Mini(C1)(C2) 
FRENIC-Eco 
FRENIC-Multi 
FRENIC-MEGA(G1)(GX1) 
FRENIC-HVAC/AQUA 
FRENIC-Ace 
FRENIC-VP 
FRENIC-eHVAC 
FRENIC-eFIT 
FRENIC-Lift 

注１ 

インバータ接続台数 USB接続時：1 台のみ 

RS-485接続時：最大 31台 
日付・時刻設定([２.４.５.日
付・時刻]参照)を使用するとき
は 1台のみ接続可能 

推奨ケーブル RS-485:長距離伝送用ツイストペア 
シールド線 

USB：TP-E1U（注２）との接続用 
USBケーブル(ミニ Bコネクタ) 

RS-485接続:「１.２.２.RS-485
通信ポート接続」を参照 

USB 接続:「１.２.３.USB 通信
ポート接続」を参照 

動
作
環
境 

対応 OS Microsoft Windows 7 SP1以上 

Microsoft Windows 8.1 

Microsoft Windows 10 

32bit/64bit 

日本語/英語 

メモリ 2GB以上 4GB以上を推奨 

ハードディスク 約 750MB以上の空き  

シリアルポート RS-232C，USB RS-232C の場合，インバータと
接続するには RS-485 への変換
が必要 

USB の場合，USB 未搭載インバ
ータと接続するには TP-E1U，ま
たは RS-485への変換が必要 

モニタ 1024×768以上の解像度があるモニタ FHD(1920×1080)以上を推奨 
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項目 仕様 備考 

伝
送
仕
様 

通信ポート COM1～COM255 パソコンのローダ使用ポート 

伝送速度 USB接続時： 

ローダ - USB付き遠隔タッチパネル間 
12(Mbps) 

USB 付き遠隔タッチパネル - インバ
ータ間 
19200(bps) 

RS-485接続時： 

38400，19200，9600，4800，2400 (bps) 

19200bps以上を推奨 

（ FRENIC-Mini(C1S) は 38400 
(bps) に対応しておりませ
ん。） 

キャラクタ長 ８ビット 固定 

ストップビット長 １ビット 固定 

パリティ 偶数(Even) 固定 

リトライ回数 なし，１回～１０回 通信タイムアウトエラー検出
までのリトライ回数 

タイムアウト設定 100ms，300ms，500ms，1.0s～1.9s，2.0
～9.0s，10.0～60.0s 

“y09，y19 応答インタバル時
間”より長い時間を設定してく
ださい。 

注１） ・ 本ローダはＳＸプロトコル(ローダプロトコル)をサポートしていない機種では使用できません。 

 ・ 特殊品等の標準シリーズ以外のインバータでは正常に機能コードが表示されないことがあります。 

注２） ・ TP-E1U は FRENIC-MEGAなど一部の機種を除き，オプション品です。 

 ・ FRENIC-HVAC/AQUA などの機種は，TP-E1Uをサポートしておりません。TP-E1U のサポート状況につきまして

は，[１.１.２.表 １-１ FRENIC シリーズインバータ機種別ローダ機能対応表]，または各インバータ機種

のカタログ等を参照してください。 

 

  



 

 

 ３-２４ 

３.２.１. FRENIC Loader 3.3 との機能比較 

 

 対応インバータ 

表 ３-１ 対応インバータ一覧表 

FRENICシリーズインバータ FRENIC Loader 3.3 FRENIC Loader 4 

FRENIC-Mini(C1)(C2) ○ ○ 

FRENIC-Eco ○ ○ 

FRENIC-Multi ○ ○ 

FRENIC-MEGA(G1) ○ ○ 

永久磁石形同期電動機駆動用 

FRENIC-MEGA(GX1) 
○ ○ 

FRENIC-HVAC/AQUA × ○ 

FRENIC-Ace ○ ○ 

FRENIC-VP ○ ○ 

FRENIC-eHVAC ○ ○ 

FRENIC-eFIT × ○ 

FRENIC-Lift × ○ 

○:対応  ×:非対応 

 

 対応 OS 

表 ３-２ 対応 OS一覧表 

オペレーティングシステム FRENIC Loader 3.3 FRENIC Loader 4 

Microsoft Windows 2000  ○ - 

Microsoft Windows XP SP2以上 ○ - 

Microsoft Windows Vista  ○ - 

Microsoft Windows 7 SP1以上  ○ ○ 

Microsoft Windows 8.1  - ○ 

Microsoft Windows 10  - ○ 

○:対応  -:動作保証なし，または非対応 

 

 言語 

FRENIC Loader 4は，Version 1.0.1.0以降にて，日本語と英語から選択可能です。 

FRENIC Loader 3.3 は，言語別にローダソフトをインストールする必要があります。  

 

表 ３-３ 対応言語一覧表 

言語 
FRENIC Loader 3.3 

(日本語版) 

FRENIC Loader 3.3 

(英語版) 
FRENIC Loader 4 

日本語 対応 非対応 対応 

英語 非対応 対応 
Version 1.0.0.0 ：非対応 

Version 1.0.1.0以降 ：対応 
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 機能 

 機能コード設定 

• 保存ファイル 

機能コードの情報を，FRENIC Loader4専用のバイナリ形式で保存します。 

• CSV形式ファイル 

CSV形式の機能コード設定値を取り込めます。機能コード設定値を Microsoft Excel

などで編集して取り込みたい場合に使用すると便利です。 

(*) FRENIC Loader3.3で保存した CSVファイルを開くことはできません。 

• 機能コード読み書き時のエラー処理 

通信異常などの致命的な異常がない場合，エラー機能コードを飛ばして，読み出し，

書き込みを継続します。 

 運転モニタ 

メータ表示をなくし，運転状態モニタを追加しています。メータ表示では同時に 2つの

データしかモニタできませんでしたが，運転状態モニタでは同時に 2つ以上のデータを

モニタできます。 

 カスタマイズロジック 

FRENIC Visual Customizerの機能を使用できます。さらに，編集時に便利な[元に戻す]

や範囲選択，デバッグ時の操作を簡単にする[オンライン一括操作]などの機能を追加し

ています。 

 スケジュール運転 

リアルタイムクロック(RTC)を搭載したインバータ機種でタイマ運転設定が可能 

です。 

 リアルタイムトレース，ヒストリカルトレース 

信号に別名をつけることができます。 

オフライン設定機能により，インバータに接続することなくトレースの設定が可能です。 

カスタマイズロジックの入出力をリアルタイムトレースで波形表示することができま

す。 

 試運転 

リアルタイムトレース，運転モニタなど他の画面との同時利用を想定し，画面スペース

をとらないように試運転画面をシンプルにしています。 

 

  



 

 

 ３-２６ 

３.２.２. 既存の FRENIC Loader との互換性 

FRENIC Loader3.3，FRENIC-HVAC/AQUA Loader，FRENIC Visual Customizerは，FRENIC Loader4 

の保存ファイルを使用できません。 

FRENIC Loader4 は，FRENIC Loader3.3，FRENIC-HVAC/AQUA Loader，FRENIC Visual Customizer 

の保存ファイルの内，以下のファイルを使用できます。 

 

表 ３-４ FRENIC Loader4におけるローダ保存ファイルの使用可否 

ローダ 

ファイルの種類 
FRENIC Loader3.3 

FRENIC-HVAC/ 

AQUA Loader 

FRENIC Visual 

Customizer 

機能コードデータ 
○ (*.FNC) 

*1 
◎ (*.FN1) - 

機能コードデータ (Custom) 
○ (*.FNB) 

*1 
- - 

リアルタイムトレースデータ 
○ (*.RTM) 

*2 

○ (*.RT1) 

*2 

○ (*.RT1) 

*2 

*3 

ヒストリカルトレースデータ 
○ (*.HIM) 

*2 
- - 

カスタマイズロジックデータ - ◎ (*.CMX) ◎ (*.CMX) 

スケジュールデータ - ◎ (*.CSV) - 

◎：使用可能  ○：使用可能(制限有) - : ファイルが存在しない 

( ) はファイルの拡張子です。 

 

*1 ユーザ定義とコメントは読み込まれません。 

*2 表示のみ可能です。トレースを開始することはできません。 

*3 カスタマイズロジックのトレースモニタ機能で追加した信号をトレースした RT1ファイルを

開いて，信号名，単位，データの刻み幅を正しく表示させるには，トレースモニタ情報保存

を行ったカスタマイズロジックのプロジェクトデータが必要です。 

 

 
• FRENIC Loader3.3，FRENIC-HVAC/AQUA Loader，FRENIC Visual Customizerで保

存した各形式の保存ファイルは FRENIC Loader4で読み出しできますが，読み出

したファイルを FRENIC Loader4で保存すると，FRENIC Loader4のファイル形式

で保存されます。読み出したデータを編集し，元の形式での保存はできません。 
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３.２.３. 使用ファイルの種類 

 

表 ３-５ FRENIC Loader4が使用するファイルの種類一覧表 

ファイルの種類 

ファイル 

拡張子 

(*1) 

ファイル操作 

関連項 
保存 開く 

機能コード 

設定 

標準の 

機能コード 

機能コード 

データ 

FNL ○ ○ 

２.２.２ 

２.２.４ 

２.２.５ 

２.３.１.１.[ 4 ] 

(FN1) 

(FNC) 
× ○ ２.２.２ 

CSV ○ ○ ２.７ 

カスタマイズ

ロジックの 

機能コード 

機能コード 

データ 

FBL ○ ○ 

２.２.２ 

２.２.４ 

２.２.５ 

２.３.１.１.[ 4 ] 

(FNB) × ○ ２.２.２ 

エラー情報 

・ファイル読込みエラー 

・インバータアクセスエラー 

CSV ○ × － 

運転モニタ 

I/O モニタ 
モニタデータ CSV ○ × 

２.３.２.１ 
表示項目選択 TXT ○ ○ 

システムモニタの 

モニタデータ 
CSV ○ × ２.３.２.２ 

アラームモニタの 

モニタデータ 
CSV ○ × ２.３.２.３ 

運転状態 

モニタ 

モニタデータ CSV ○ × 
２.３.２.４ 

表示項目選択 TXT ○ ○ 

カスタマイズ 

ロジック 

プロジェクトデータ 

CML ○ ○ 

２.２.２ 

２.２.４ 

２.２.５ 

２.３.３.１ 

(CMX) × ○ 
２.２.２ 

２.３.３.１ 

ユーザ設定領域・ 

カスタマイズロジック 

記憶領域 

CSV ○ ○ ２.３.３.６ 

入出力確認 CSV ○ × ２.３.３.８.[ 1 ] 

ロジック確認 CSV ○ × ２.３.３.８.[ 2 ] 

比較結果 CSV ○ × ２.３.３.１０ 

FB(共通)の 

ファンクションブロック 
EXFBL ○ ○ ２.３.３.１４ 

スケジュールデータ CSV ○ ○ ２.３.４.１ 

○:できる  ×:できない 

(*1) ( )内は，FRENIC Loader4以外のローダのファイル拡張子を表します。 

  



 

 

 ３-２８ 

ファイルの種類 

ファイル 

拡張子 

(*1) 

ファイル操作 

関連項 
保存 開く 

リアルタイム 

トレース 

波形データ 

RT2 ○ ○ 

２.２.２ 

２.２.４ 

２.２.５ 

２.３.５.５ 

(RT1) 

(RTM) 
× ○ ２.２.２ 

CSV ○ × 
２.２.５ 

２.３.５.５ 波形画像 
JPG ○ × 

BMP ○ × 

設定 EXRTM ○ ○ ２.３.５.１０ 

ヒストリカル 

トレース 

波形データ 

HT2 ○ ○ 

２.２.２ 

２.２.４ 

２.２.５ 

２.３.５.５ 

 (HIM) × ○ ２.２.２ 

CSV ○ × 
２.２.５ 

２.３.５.５ 波形画像 
JPG ○ × 

BMP ○ × 

設定 EXHIM ○ ○ ２.３.５.１０ 

○:できる  ×:できない 

(*1) ( )内は，FRENIC Loader4以外のローダのファイル拡張子を表します。 
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３.２.４. 機能コード設定仕様 

 CSVファイルの書式 

メインメニューの[一覧編集]→[エクスポート]で機能コードデータをエクスポートしたときの，

CSVファイルの書式の例を示します。 

 

 列番号 

1 2 3 4          5   6   7   8 

行 

番 

号 

1 FRNLDR4, G1S, 3900, 3900,      8,  J,  3,  2017/01/01 - 00:00:00 

2 Func, 機能コード名, 設定値, 工場出荷値 

3 F00, データ保護, 0, 0 

4 

～ 

F01, 

 

 

周波数設定 1, 

 

 

0, 

 

 

0 

 [comment]    

     

 

1行目 

列番号 項目名 説明 
インポート 

対象 

1 ローダ名称 FRNLDR4 固定です。 ○ 

2 インバータ機種 インバータの機種形式です。 ○ 

3 
インバータ ROM 

バージョン 

インバータの ROMバージョンです。 
○ 

4 
機能コードセット 

バージョン 

機能コードのバージョンです。 
○ 

5 容量コード 下の[表 ３-６]を参照してください。 ○ 

6 地域仕様 
J:日本，A:アジア，C:中国，E:欧州，U:USA，T:台湾， 

K:韓国 
- 

7 電圧コード 1:単相 100V，2:単相 200V，3:3相 200V，4:3 相 400V ○ 

8 日時 エクスポートしたときの日時です。 - 

○:インポートで使用します。 -:インポートで使用しません。 

 

表 ３-６ 容量コード一覧表 

コード 
容量 

[kW] 
コード 

容量 

[kW] 
コード 

容量 

[kW] 
コード 

容量 

[kW] 
コード 

容量 

[kW] 

1 0.1 8 5.5 15 37 22 160 29 400 

2 0.2 9 7.5 16 45 23 200 30 450 

3 0.4 10 11 17 55 24 220 31 500 

4 0.75 11 15 18 75 25 250 32 560 

5 1.5 12 18.5 19 90 26 280 33 630 

6 2.2 13 22 20 110 27 315 - - 

7 3.7 14 30 21 132 28 355 - - 

  



 

 

 ３-３０ 

2行目 

3行目以降の項目名です。インポートで使用しません。 

 

3行目以降から[comment]の上の行まで 

列番号 項目 説   明 
インポート 

対象 

1 機能コード [一覧編集]ウィンドウの No.列と同じです。 ○ 

2 機能コード名 [一覧編集]ウィンドウの機能コード名と同じです。 - 

3 設定値 [一覧編集]ウィンドウの設定値に対応する数値です。 ○ 

4 工場出荷値 [一覧編集]ウィンドウの工場出荷値に対応する数値です。 - 

○:インポートで使用します。 -:インポートで使用しません。 

 

[comment]の下の行以降 

[ファイル情報]ウィンドウのコメントと同じです。インポートで使用しません。 
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３.２.５. トレース仕様 

表 ３-７ トレース仕様 

項目 リアルタイム ヒストリカル

サンプリング

時間

専用の通信コマンドを使用した場合 (*1) 

RS-485接続の場合 : 20ms ～ 200ms 

USB接続の場合 : 50ms ～ 200ms 1ms ～ 200ms (*2) 

専用の通信コマンドを使用しない場合 

200ms 

サンプリング数
15000 ポイント/Ch 

(連続表示できる数) 
(*3) 

表示データ数 
アナログ ：4 チャネル

デジタル ：8 チャネル (*4) 

アナログ ：4 チャネル

デジタル ：8 チャネル (*4) 

(*1) 専用の通信コマンドは，専用の通信コマンドに対応しているインバータ機種で使用できま

す。 

(*2) ヒストリカルトレースは，ヒストリカルトレースに対応しているインバータ機種で使用で

きます。 

(*3) ヒストリカルトレースのサンプリング数はインバータ機種に依存します。 

FRENICシリーズインバータ 

Ace 
(E2) 

MEGA 
(G1) 
(GX1) 

VP 
(F2S) 

eHVAC 
(F2E) 

eFIT 
(EF1) 

Lift 
(LM2) 

サンプリング数 (ポイント/Ch) 500 

(*4) アナログを 4チャネル選択した場合，デジタルを選択することができません。 



 

 

 ３-３２ 

３.２.６. カスタマイズロジック仕様 

 ステップ数 

インバータ機種に依存します。 

 FRENICシリーズインバータ 

Ace (E2) VP (F2S) 

eHVAC (F2E) 

eFIT (EF1) 

Lift (LM2) 

HVAC (AR1) 

AQUA (AQ1) 

ステップ数 

バージョン 300以前 

100 
200 14 

バージョン 400以降 

200 

 

 実行サイクル 

インバータ機種に依存します。 

 FRENICシリーズインバータ 

Ace (E2) 

VP (F2S) 

eHVAC (F2E) 

eFIT (EF1) 

Lift (LM2) 

HVAC (AR1) 

AQUA (AQ1) 

実行サイクル 
最大ステップ No. 

に依存(下表) 
5ms 

 

最大ステップ No. 

(*1) 
実行サイクル 

1 – 10 2ms 

11 – 50 5ms 

51 – 100 10ms 

101 – 200 20ms 

(*1) 1ステップしか使用していなくても，手動割付によってステップ No.に 75を設定していた

場合，最大ステップ No.は 75となり，実行サイクルは 10msとなります。 
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３.２.７. インバータ ROM バージョンの読み替え 

機能コード設定で定義ファイルを選択する場合，カスタマイズロジックを新規作成する場合，

または，カスタマイズロジックのプロジェクトのプロパティでバージョンを設定する場合，

以下のインバータ機種は，表に従って ROMバージョンを読み替えて選択してください。 

 

FRENIC-Ace(E2S) 

ROMバージョン 読み替え後のバージョン 

5600～5690 600 

5900 700 

6000 800 

6100 900 

 

FRENIC-VP(F2S) 

ROMバージョン 読み替え後のバージョン 

5100 200 

5110 210 

 

FRENIC-eHVAC(F2E) 

ROMバージョン 読み替え後のバージョン 

5200 300 
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